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　鹿児島県教育委員会は，文化財保護・活用を図るため，各開発機関との間で事業区内における文

化財の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との調整を図っている。

　この事前協議制に基づき，県土木部道路建設課（大隅土木事務所）は，「一般県道飯野松山都城

線改修（地域高規格道路建設）事業」の事業実施に先立って，対象地内における埋蔵文化財の有無

について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課となる。以下，文化財

課）に照会した。

　これを受けて，文化財課が平成９年度に事業実施予定地内の分布調査を実施した結果，周知の遺

跡を含め，散布地が８か所で確認された。

　分布調査の結果を受けて，道路建設課，文化財課，鹿児島県立埋蔵文化財センター（以下，埋蔵

文化財センター）の三者で協議を行い，対象地域内の遺跡の範囲と性格を把握するために確認調査

を実施することとし，調査は埋蔵文化財センターが担当することとした。

　確認調査は，平成１１年１１月８日から平成１２年１月２１日（実働４３日間）にかけて，予定地内の原村

Ⅰ・Ⅱ遺跡，西原遺跡，牧ノ原Ｂ遺跡（総計５３，０００�）を対象に実施した。その結果，旧石器時代，

縄文時代早期及び後～晩期，古代の各時代の遺跡が残存していることがが確認された。

　そこで，道路建設課，文化財課，埋蔵文化財センターは再度協議し，事業区域内における現状保

存や設計変更が不可能であることから，記録保存を目的として本調査を実施することになった。

　今回報告する各遺跡の調査期間は，西原遺跡が５，８５０㎡ を対象に平成１３年１０月９日から平成１４年

３月６日まで（実働８６日間），牧ノ原Ｂ遺跡が８，６００㎡ を対象に平成１４年６月３日から平成１４年８

月２８日まで（実働３８日間），原村Ⅰ遺跡が５，４００㎡ を対象に平成１４年９月９日から平成１４年１１月２８

日まで（実働４８日間），原村Ⅱ遺跡が５００㎡ を対象に平成１４年１１月５日から２７日まで（実働１７日

間）実施した。

　報告書作成は，平成１９年度に平成１９年４月９日から平成２０年３月３１日まで（実働２４０日間），埋蔵

文化財センターで実施した。
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������（確認調査）

　事　業　主　体　鹿児島県土木部道路建設課（大隅土木事務所）

　調　査　主　体　鹿児島県教育委員会

　企 画 ・ 調 整　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 責 任 者       　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　　長　吉永　和人
　　　　　　　

　調査企画担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　次 長 兼 総 務 課 長         　黒木　友幸
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調 査 課 長      　戸崎　勝洋
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 調 査 課 長 補 佐  
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼 第 一 調 査 係 長         　新東　晃一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事         　中村　耕治
　　　　　　　　　　　　

　発掘調査担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事       　鶴田　靜彦
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文 化 財 主 事  　西郷　吉郎
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　宗岡　克英
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　西園　勝彦
　　　　　　　　　　　　

　調査事務担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　総 務 係 長      　有村　　貢
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　溜池　佳子

������（西原遺跡本調査）

　事　業　主　体　鹿児島県土木部道路建設課（大隅土木事務所）

　調　査　主　体　鹿児島県教育委員会

　企 画 ・ 調 整　鹿児島県教育庁文化財課

　 調 査 責 任 者  　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　　長　井上　明文
　　　　　　　

　調査企画担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　次 長 兼 総 務 課 長         　黒木　友幸
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事  
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼 調 査 課 長       　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 調 査 課 長 補 佐  　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事  
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼 第 一 調 査 係 長         　青�　和憲
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事         　中村　耕治
　　　　　　　　　　　　

　発掘調査担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事       　松尾　　勉
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　宗岡　克英
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　横手浩二郎
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　上床　　真
　　　　　　　　　　　　

　調査事務担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　総 務 係 長      　前田　昭信
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　栗山　和己

調査指導

　平成１４年２月７日　　　　　　　　　　鹿 児 島 大 学 法 文 学 部 助 教 授              　本田　道輝
　　　　　　　　　　　　　　　　　

������（牧ノ原Ｂ，原村Ⅰ・Ⅱ遺跡本調査）

　事　業　主　体　鹿児島県土木部道路建設課（大隅土木事務所）

　調　査　主　体　鹿児島県教育委員会

　企 画 ・ 調 整　鹿児島県教育庁文化財課

　 調 査 責 任 者  　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　　長　井上　明文
　　　　　　　

　調査企画担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　次 長 兼 総 務 課 長         　田中　文雄
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調 査 課 長      　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐        　立神　次郎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事  
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼 第 一 調 査 係 長         　池畑　耕一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事         　中村　耕治
　　　　　　　　　　　　

　発掘調査担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事       　鶴田　靜彦
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　堂込　秀人
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　松尾　　勉
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　三垣　恵一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　黒川　忠広
　　　　　　　　　　　　

　調査事務担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　 総 務 係 長  　前田　昭信
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　栗山　和己

������（報告書作成）

　事　業　主　体　鹿児島県土木部道路建設課（大隅地域振興局建設部曽於支所）

　調　査　主　体　鹿児島県教育委員会

　企 画 ・ 調 整　鹿児島県教育庁文化財課

　 調 査 責 任 者  　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　　長　宮原　景信
　　　　　　　

　調査企画担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　 次 長 兼 総 務 課 長  　平山　　章
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　　　　　　　　　長　新東　晃一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調 査 第 一 課 長        　池畑　耕一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事  
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼調査第一課第一調査係長　長野　眞一

　作成作業担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事       　前迫　亮一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　横手浩二郎
　　　　　　　　　　　　

　作成事務担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　総 務 係 長      　寄井田正秀
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　五百路　真

整理指導

　平成１９年１１月２９日　　　　　　　　　　鹿 児 島 大 学 法 文 学 部 准 教 授              　本田　道輝
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都城市教育委員会生涯学習課副主幹                  　�畑　光博
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　報告書作成検討委員会　平成１９年１２月１７日　　　　　　　　　　　　　　　　所長ほか１１名

　報告書作成指導委員会　平成１９年１２月１３日　　　　　　　　　　　　　調査課次長ほか２名
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　発掘調査の経過は，日誌抄から略述する。
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写真撮影等実測調査等掘り下げ作業等日付

グリッド設定

遺物取り上げ（一括）

環境整備，重機による表土

はぎ，抜根

Ⅱ層

１０／９～１２

遺物取り上げ重機による表土はぎ

ベルトコンベア設置

Ⅱ～Ⅲ層

１０／１５～１９

土坑№１～３

垂飾品，管玉出土状況

遺物取り上げ

土坑№１～３平・断面

溝状遺構平・断面

Ⅱ～Ⅲａ層

土坑№１～３埋土

溝状遺構埋土

１０／２３～２６

土坑５，６，８，９

土器集中部

Ⅱ～Ⅲａ層遺物取り上げ

土坑３，４，８平・断面

土器集中部平・断面

Ⅳ層上面地形測量

Ⅲ～Ⅴ層

土坑№３，４，８埋土

溝状遺構埋土

１１／２，５～９

土坑５，６，８遺物取り上げ

土坑５，６，８平・断面

散石

Ⅴ層上面地形測量

Ⅲ～Ⅴ層

土坑№５，６，８埋土

１１／１２～１６

竪穴状遺構

土坑１１～２０

異形石器出土

遺物取り上げ

竪穴状遺構平・断面

土坑１１～２０平・断面

Ⅲ～Ⅵ層

竪穴状遺構埋土

土坑№１１～２０埋土

１１／１９～２６

集石２～６遺物取り上げ

集石２～６平・断面

Ⅶ層上面地形測量

Ⅴ，Ⅵ層１２／３～７

集石４～９

遺構№３２

遺物取り上げ

集石４～９平・断面

調査区土層断面

Ⅶ～Ⅸ層

遺構№３２（土坑）埋土

１２／１０～１４

遺物取り上げ

集石２，１０平・断面

竪穴住居跡

調査区土層断面

Ⅴ～Ⅸ層（下層確認含む）

竪穴住居跡埋土

１２／１７～２１
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写真撮影等実測調査等掘り下げ作業等日付

遺物取り上げ

竪穴住居跡

Ⅴ～Ⅵ層

竪穴住居跡埋土

１２／２５～２７

竪穴住居跡竪穴住居跡

集石７～９平・断面

Ⅵ層

竪穴住居跡埋土

１／７～１１

竪穴住居跡

集石１１，１２

遺物取り上げ

竪穴住居跡

調査区土層断面

Ⅵ～Ⅶ層

竪穴住居跡埋土

１／１５～１８

集石１３～１６Ⅲ層遺物取り上げ

集石１２平・断面

Ⅲ，Ⅵ～Ⅶ層１／２１～２５

集石１２～１６平・断面

調査区土層断面

１／２８～２／１

集石１９，２０遺物取り上げ

集石１２～１８平・断面

Ⅲ，Ⅵ～Ⅸ層２／４～８

Ⅸ層ブロック

遺物取り上げ

竪穴住居跡

Ⅶ層上面地形測量

Ⅶ～Ⅸ層２／１２～１５

遺物取り上げ

集石１７，１９平・断面

Ⅹ～�層２／１８～２２

竪穴住居跡

調査区土層断面

竪穴住居跡埋土２／２５～２８

竪穴状遺構

集石１１

現場撤収

大隅土木事務所（当時）へ

引き渡し

３／４～６

写真撮影等実測調査等掘り下げ作業等日付

環境整備，重機による表土

はぎ

Ⅴ～Ⅵ層

６／３～７
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写真撮影等実測調査等掘り下げ作業等日付

調査区設定重機による表土はぎ

Ⅴ～Ⅵ層，Ⅷ層

６／１０～１４

Ⅵ層遺物取り上げ

Ⅶ層上面地形測量

Ⅱ，Ⅷ～�層６／１７～２１

古道Ⅱ～Ⅲ，Ⅷ～�層６／２４～２７

古道

Ⅷ層上面地形測量

Ⅱ～Ⅲ，Ⅵ～Ⅷ層７／１～５

土坑平・断面

Ⅲ層上面地形測量

Ⅲ，Ⅷ～Ⅹ層７／８～１２

遺物取り上げ

Ⅲ層上面地形測量

Ⅲ，Ⅴ層７／１５～１９

落とし穴状遺構落とし穴状遺構平・断面Ⅴ～Ⅵ層７／２２～２５

重機による表土はぎ

Ⅲ，Ⅵ層

７／３１～８／２

落とし穴状遺構遺物取り上げ

落とし穴状遺構平・断面

Ⅵ層８／５～９

現場撤収

原村Ⅰ遺跡への移動作業

８／１９～２７

写真撮影等実測調査等掘り下げ作業等日付

道跡，掘立柱建物跡調査区設定

道跡，掘立柱建物跡

環境整備，重機による表土

はぎ

Ⅱ～Ⅲ層，下層確認

９／９～１３

原村Ⅰ遺跡

Ⅲ層，下層確認９／１７～２０

原村Ⅰ　　

遺物取り上げ

集石平・断面

下層確認トレンチ位置図

Ⅴ～Ⅵ層

下層確認

９／２４～２７

原村Ⅰ　　
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写真撮影等実測調査等掘り下げ作業等日付

遺物取り上げ

集石平・断面

下層確認トレンチ位置図

Ⅴ～Ⅵ層

下層確認

輝北町市成中学校発掘体験

１０／２～４

原村Ⅰ　　　

遺物取り上げ

重機による表土はぎ

Ⅴ～Ⅵ層

下層確認

１０／７～１１

原村Ⅰ　　　

遺物出土状況

土層断面

遺物取り上げⅡ～Ⅴ層

１０／１５～１７

原村Ⅰ　　　

土坑，道跡土坑，道跡平・断面Ⅲ～Ⅵ層

１０／２１～２８

原村Ⅰ　　　

土坑遺物取り上げ

土坑平・断面

調査区設定

遺物取り上げ

Ⅱ～Ⅲ層

下層確認

環境整備

Ⅴ～Ⅵ層

下層確認

１１／５～８

原村Ⅰ　　　

原村Ⅱ　　　

遺物取り上げ

土坑平・断面

調査区土層断面

Ⅱ層，下層確認

Ⅴ～Ⅵ層，下層確認

１１／１１～１５

原村Ⅰ　　　

原村Ⅱ　　　

調査状況

遺物取り上げ

遺物取り上げ

Ⅵ層上面地形測量

Ⅱ層，下層確認

Ⅴ～Ⅵ層，下層確認

１１／１８～２２

原村Ⅰ　　　

原村Ⅱ　　　

調査区土層断面

調査区土層断面

下層確認

Ⅴ～Ⅵ層，下層確認

現場撤収，大隅土木事務所

（当時）へ引き渡し

１１／２５～２８

原村Ⅰ　　　

原村Ⅱ　　　



　この報告書は，一般県道飯野松山都城線改修事業（高規格道路建設）に伴って，

平成１３年から平成１４年度にかけて実施した西原遺跡，牧ノ原Ｂ遺跡，原村Ⅰ遺跡，

原村Ⅱ遺跡の発掘調査の記録です。

　牧ノ原Ｂ遺跡は志布志市（旧松山町），西原遺跡・原村Ⅰ遺跡・原村Ⅱ遺跡は曽

於市（旧末吉町）に所在し，いずれも南九州の地形を象徴するシラス台地上に位置

する遺跡です。

　これら４遺跡からは，旧石器時代や縄文時代あるいは古代から中世にかけての資

料が得られました。特に，西原遺跡からは縄文時代後期後葉に位置づけられる中岳

式土器が多く出土し，同時期の竪穴住居跡も１基検出され，貴重な情報を得ること

ができました。

　本報告書が，県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関

心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた県土木部，旧末吉町教育委員会，旧松山

町教育委員会，及び発掘調査に従事されました地域の方々に厚くお礼申しあげます。

平成２０年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　宮　原　景　信

序　　　文
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１　本書は，一般県道飯野松山都城線改修事業に伴う西原遺跡・牧ノ原Ｂ遺跡・原村Ⅰ遺跡・原村

Ⅱ遺跡の発掘調査報告書である。
　

２　西原遺跡・原村Ⅰ遺跡・原村Ⅱ遺跡は，鹿児島県曽於市（旧末吉町）に，牧ノ原Ｂ遺跡は，志

布志市（旧松山町）に所在する。
　

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，鹿児島県土木部道路建設課から鹿児島県教育委員会

が依頼を受け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。
　

４　発掘調査は，西原遺跡が平成１３年１０月９日から平成１４年３月６日，牧ノ原Ｂ遺跡が平成１４年６

月３日から８月２８日，原村Ⅰ遺跡は平成１４年９月９日から１１月２８日まで，原村Ⅱ遺跡は平成１４年

１１月５日から１１月２７日に実施した。整理作業・報告書作成は平成１９年度に実施した。
　

５　遺物番号は，遺跡ごとに通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。
　

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。
　

７　本書で用いたレベル数値は，鹿児島県土木部が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高であ

る。
　

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，調査担当者が行った。空中写真撮影は，平成１３

年度は有限会社ふじた，平成１４年度はスカイサーベイ九州株式会社に委託した。
　

９　遺構実測図のトレースは，川畑裕美子・坂口里美・迫間洋子・中村直美・西川直美・前迫亮一

が行った。
　

１０　土器の実測・トレースは，川畑・坂口・迫間・新中泰代・徳石真弓・中村・西川・前迫・横手

浩二郎が行った。
　

１１　土器の拓本は，川畑・坂口・迫間・中村・西川が行った。
　

１２　石器の実測・トレースは，株式会社パスコに委託し，監修は横手が行った。
　

１３　西原遺跡における遺構内外の土壌分析及び遺構内から出土した炭化物の放射性炭素年代測定は

株式会社古環境研究所，遺物に付着した添加物の放射性年代測定は株式会社加速器分析研究所，

出土石製品の石材分析は有限会社遺物材料研究所，原村Ⅰ遺跡における自然科学分析はパリノ・

サーヴェイ株式会社に委託した。
　

１４　遺物の写真撮影は，横手が行った。
　

１５　本書の執筆・編集は，第Ⅰ～Ⅲ，Ⅷ，Ⅸ章を前迫，横手，第Ⅳ章を黒川忠広，第Ⅴ，Ⅵ章を横

手が担当した。
　

１６　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，遺物注

記の略号は西原遺跡が「ＮＩＳ」，牧ノ原Ｂ遺跡が「ＭＫＢ」，原村Ⅰ遺跡が「ＨＲⅠ」，原村Ⅱ

遺跡が「ＨＲⅡ」である。
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　今回報告する４遺跡が所在する曽於市末吉町及び志布志市松山町は，鰐塚山系に連なる標高５００

�前後の山岳地帯と標高１８０～２１０�前後の平坦な火山灰台地，それを開析して流れる大淀川水系，

菱田川水系，安楽川水系によって形成された大小様々な渓谷が点在するという，立体的な自然景観

がみられる地域である。

　気候が温暖な南部九州にあって，両町は比較的冷涼な気候であり，特に冬場の冷え込みは厳しい。

基幹産業は農業と畜産業であり，台地上には牧草栽培などの畑地が広がり，急崖や山地には杉が植

林されるなど，肥沃な火山灰台地の特性を利用した産業が盛んである。また，河川沿いの平地には

水田も営まれている。

　また，桜島の東方に位置するため，基盤となる安山岩岩盤上にＡＴや桜島起源の火山灰が幾層も

堆積する，火山灰質が卓越した土壌特性を持っている。末吉町では，さらに霧島起源の火山灰も堆

積している。

　西原遺跡は，曽於市末吉町檍に所在し，東・西・南側を谷に囲まれた標高約１８５�の南北に細長

く延びる舌状台地の先端部に立地する。現況は，南向きの緩傾斜地に杉や雑木が生える林野で，比

高差が約１０�ほどある谷部には菱田川水系の山角川が流れ，周辺に水田が広がる。

　原村Ⅰ・Ⅱ遺跡は，曽於市末吉町南之郷に所在し，標高１９５～２１０�前後の広大なシラス台地の縁

辺部に位置する。遺跡の北側を西流する菱田川水系の獅子込川とは，直線距離で約５００�ほど離れ

ている。現在，遺跡周辺には牧草栽培などの畑地が広がり，獅子込川流域には水田が開かれている。

西原遺跡とは，浅く広い谷を隔てて直線距離で北へ約１�ほど離れたところに所在する。両遺跡が

所在する檍，南之郷地域は菱田川と大淀川の分水嶺となっている。

　牧ノ原Ｂ遺跡は，志布志市松山町新橋に所在し，標高１８０�前後のシラス台地上にあり，西原遺

跡の約５００�南部に位置する

��������	

　旧末吉町には，現在１５３か所の埋蔵文化財包蔵地が所在している。その中には，縄文後期中岳式

土器の標識遺跡である中岳洞穴や縄文晩期入佐式土器の標識遺跡である入佐遺跡，さらには宮ヶ迫

遺跡や上中段遺跡など本県の縄文後期から晩期の学史上欠かせない遺跡も見られるが，北側に隣接

する旧財部町をあわせた地域は，近年の開発に伴い，線刻礫が発見された耳取遺跡や多数の礫群と

尖頭器やナイフ形石器などが出土した桐木遺跡など，特に旧石器～縄文時代の遺跡が集中している

ことが明らかになってきた。また，踊場遺跡や高篠遺跡など，古代～中世に属する遺跡も多く所在

することが判明してきている。

　歴史時代では，平安末期に入り，平季基が都城盆地一帯を開発し「島津荘」として藤原頼通に寄

進しており，それに付随して末吉，松山一帯の開発も始まったようである。「島津荘」は平家没落

後に島津忠久の所領となり，以後この一帯は島津氏や伊東氏，肝付氏らの勢力争いの舞台となった。

慶長４年から５年にかけて起こった庄内の乱を経て末吉町域は島津氏の直轄地となった。なお，西
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備考遺物等地形時代所在地遺跡名番号

大隅分布２９台地歴史末吉町二之方下ノ段下ノ段１
黒川式台地縄文晩期末吉町二之方国合国合２
山ノ口式台地弥生中期末吉町岩崎牧牧Ａ３

大隅分布２９台地縄文末吉町岩崎牧牧Ｂ４
大隅分布２９土師器・青磁台地縄文・歴史末吉町南之郷境田境田５

石斧・石鍬平地弥生前期末吉町南之郷渡之上６
石包丁平地弥生前期末吉町南之郷 ７

台地縄文末吉町深川後迫三枝ⅠⅡⅢⅣ８
斜面縄文末吉町南之郷中園中園９
低地縄文末吉町南之郷中園石切谷１０

弥生末吉町南之郷竹友原竹友原１１
台地縄文末吉町南之郷富田早馬神社１２

土師器古代末吉町南之郷本堂本堂１３
有肩石斧平地弥生末吉町南之郷見帰見帰１４

尾根縄文・歴史末吉町南之郷西原西原１５
台地弥生末吉町南之郷原村原村１６

前平台地縄文末吉町南之郷原村原村第１１７
大隅分布２９撚糸文，土師器台地縄文・歴史末吉町岩崎鶴野畑鶴野畑１８
大隅分布２９台地縄文晩期末吉町岩崎野久尾岩崎野久尾１９
大隅分布２９土師器台地縄文・歴史末吉町岩崎前原前原２０

土器片台地弥生末吉町岩崎東ノ頭東ノ頭２１
平５．農政分布土器片台地縄文～古代末吉町岩崎椅場椅場２２

土器片台地縄文～平安末吉町岩崎前ノ原前ノ原Ａ２３
台地縄文末吉町南之郷原村原村第Ⅱ２４
平地弥生末吉町南之郷大路まのせ２５
台地末吉町南之郷二反田２６
台地末吉町南之郷風呂ノ口２７

有肩石斧平地弥生末吉町南之郷坂元坂元２８
縄文末吉町南之郷山ノ根山ノ根２９

平地弥生末吉町南之郷中原中原３０
須恵器台地中世松山町新橋狩川狩川Ｃ３１
石斧台地弥生松山町新橋狩川狩川Ａ３２
土器片台地縄文松山町新橋狩川狩川Ｂ３３
土器片台地縄文松山町新橋宇都宇都谷Ｃ３４

台地縄文・中世松山町新橋宇都宇都谷Ｄ３５
土器片台地縄文松山町新橋宇都宇都谷Ａ３６
石皿・土師器台地縄文・歴史松山町新橋中村迫中村迫３７

台地縄文・弥生・中世松山町新橋大原大原３８
台地縄文・中世松山町新橋牧ノ原牧ノ原Ｂ３９

青磁・鉄滓台地縄文・中世松山町新橋梨木梨木４０
土師器台地中世松山町新橋牧ノ原牧ノ原Ａ４１

台地縄文松山町新橋榎之俣榎之俣４２
打製石斧台地弥生松山町新橋豊留豊留４３
田の神像台地江戸松山町新橋豊留４４

大隅分布２９土師器・須恵器・青磁台地中世松山町新橋竹下竹下４５
台地縄文松山町新橋垂門垂門Ａ４６

土師器・須恵器・青磁台地中世松山町新橋四ッ枝四ッ枝４７
大隅分布２９打製石斧台地弥生松山町新橋大窪大窪Ａ４８

土師器台地弥生・中世松山町新橋前ノ窪前之窪４９
土師器台地縄文・中世松山町新橋大窪垂門大窪Ｂ５０
土師器台地弥生・中世松山町新橋垂門垂門Ｂ５１
土師器台地中世松山町新橋垂門垂門Ｃ５２

大隅分布２９磨製石斧・土師器台地縄文・中世松山町新橋垂門横溝横溝５３
大隅分布２９御領式・青磁台地縄文・中世松山町新橋堀口堀口５４

台地縄文松山町新橋牧ノ段牧ノ段５５
松山町３台地縄文松山町新橋井手間井手間５６
松山町３台地縄文・中世松山町新橋山ノ田山ノ田５７

台地縄文松山町新橋前ノ谷前ノ谷５８
指宿式台地縄文松山町新橋後谷後谷Ａ５９

台地松山町新橋後谷後谷Ｃ６０
台地縄文松山町新橋後谷後谷Ｂ６１
台地縄文松山町新橋前谷前谷６２

土師器台地縄文・中世松山町新橋後谷後ノ谷６３
大隅分布２９石坂式・押型文台地縄文松山町新橋砂田砂山Ａ６４

台地弥生松山町新橋砂田砂田Ｂ６５
大隅分布２９土師器台地縄文・中世松山町新橋砂田砂田Ｃ６６

轟式台地縄文・弥生松山町新橋砂田砂田Ｄ６７
岩崎上層式台地縄文松山町新橋上ノ原上ノ原６８
石弾台地弥生松山町新橋川路川路６９
土師器台地縄文・中世松山町新橋水流知水流知７０

大隅分布２９入来式台地縄文・弥生松山町新橋中山中山Ｂ７１
大隅分布２９台地縄文松山町新橋中山中山Ａ７２

台地弥生松山町新橋栗須田栗須田７３
大隅分布２９御領式・土師器台地縄文・中世松山町新橋稗ヶ迫稗ヶ迫Ａ７４

阿高式・御領式台地縄文松山町新橋松山松山７５
台地中世松山町新橋松尾松山城跡７６

山ノ口式・土師器・鉄滓丘陵弥生・古墳・歴史大隅町月野桜迫桜迫Ⅱ７７
※末吉町・大隅町は曽於市，松山町は志布志市である。
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原遺跡と原村遺跡のある末吉町檍には古事記や日本紀の記述に通じる由緒が伝わる檍神社がある。

当該時期の遺跡の多さは，文献から伺えるこうした中世の揺動の一端を示しているのかも知れない。

　明治時代になり，末吉は二之方村，岩崎村，深川村，諏訪方村，南之郷村からなる末吉郷として

発足，４年に都城県（当時）の所轄となるが９年には鹿児島県の所轄に戻り，明治２２年末吉村，大

正１１年に末吉町となる。平成１８年に曽於市となった。

　一方，旧松山町には，現在９５か所の埋蔵文化財包蔵地が所在する。その中には春日式土器期の住

居跡が発見された前谷遺跡や円形周溝墓や地下式横穴墓が発見された京ノ峯遺跡など，同じく本県

の学史上欠かせない遺跡がある。また，旧石器時代の遺跡は，これまで稗ヶ迫Ｂ遺跡での表面採集

のみであったが，平成１５～１７年にかけて調査が実施された蕨野Ｂ遺跡において三稜尖頭器やナイフ

形石器のブロックが礫群を伴って発見され，旧石器時代の存在が明確となった。

　歴史時代では，奈良時代，松山町域は日向国諸方郡に属していたようである。中世に移ると，志

布志などと共に「救仁院」としてまとめられ，当初は平重頼が領知していたが，時をおかず島津氏，

畠山氏，肝付氏などの勢力争いの舞台となり，最終的に，文禄元年に「松山郷」が創設され島津氏

の直轄となった。

　明治時代になり，松山郷は明治４年に都城県（当時），さらに明治６年には宮崎県（当時）の所

轄となるが，最終的に明治１６年に鹿児島県の所轄となる。明治２２年町村制の施行により大字新橋，

秦野，尾野見からなる松山村が発足，昭和３３年に松山町となり，平成１８年に志布志市となった。

��������	

　西原遺跡ではⅠ層（表層）からⅩⅡ層まで分層して調査を行った。南九州特有のいわゆるシラス

台地上に位置し，桜島や霧島などの火山噴出物が堆積するという特徴がみられた。以下，それぞれ

の状況を記す。

Ⅰ層　　　表土

Ⅱ層　　　黒色土層

Ⅲａ層　　黄褐色細粒軽石混灰褐色土層　　Ⅲｂ層　　黄褐色細粒軽石混硬質土層（御池パミス）

Ⅳａ層　　アカホヤ二次堆積土層　　　　　Ⅳｂ層　　アカホヤ火山灰

Ⅴａ層　　黄褐色軽石混灰褐色土層　　　　Ⅴｂ層　　黄褐色軽石層（Ｐ１１）

Ⅵａ層　　黄褐色軽石混茶褐色土層　　　　Ⅵｂ層　　暗褐色土層

Ⅶ層　　　薩摩火山灰（Ｐ１４）

Ⅷａ層　　黄褐色軽石混硬質黒色土層　　　Ⅷｂ層　　暗黄褐色ローム層

Ⅸａ層　　黄褐色軟質ローム層　　　　　　Ⅸｂ層　　暗茶褐色軟質ローム層

Ⅹａ層　　暗褐色硬質土混明橙色軟質ローム層

Ⅹｂ層　　赤色細粒パミス（Ｐ１５）混暗褐色硬質土層

ⅩⅠａ層　赤色細粒パミス（Ｐ１７）混黄褐色硬質土層

ⅩⅠｂ層　赤色細粒パミス（Ｐ１７）混暗黄褐色硬質土層

ⅩⅡ層　　シラス二次堆積層
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　西原遺跡からは，旧石器時代，縄文時代早期・後期，古代～中世の遺構・遺物が発見された。

　それぞれの成果については，各時代・時期の小結に譲るが，主な成果としては旧石器時代の三稜

尖頭器の製作跡が検出されたこと。縄文時代早期該当の各段階の土器が出土したこと。縄文時代後

期の中岳式土器の竪穴住居跡が検出されたこと。などがあげられる。特に，中岳式土器は資料が豊

富で，当該期の状況を知る上で良好な情報となった。

��������	
�

�������

　旧石器時代の包含層は，Ｃ，Ｄ－７，８区を中心とした範囲のⅨｂ～Ⅹｂ層にかけて残存していた。

この範囲は，南北に細長い尾根状地形を呈する調査区の中でも先端部であるが，地形としては現状

に比して緩やかな傾斜で土層の堆積も安定しており，一定の平地が確保されていたようである。

　遺構としては，礫群や焼土域などは発見されなかったものの，ブロックが２か所で検出された。

利器は三稜尖頭器が中心で，ほかにハンマーストーン，フレイク・チップ類が出土した。

��（第５～９図）

　黒曜石，チャート，頁岩などを主体とする。

�����（第５図）

〈三稜尖頭器（№５１１０）とブランティングチィップ（№４９６６）の接合〉チャート製

　三稜尖頭器の右側縁にブランティングチィップが接合する。ブランティングチィップの底面は，

右側縁に先行して成形剥離した尖頭器本体の背面の剥離面に相当する。なお，本チップ剥離後に，

２回以上の微細な整形剥離が行われたことが観察できる。

��　ブランティングチィップ（№４９６６，Ｄ－８区，Ⅸｂ層）１．４�×２．２�×０．２５�

����（№５１１０）の右側縁部に接合するブランティングチィップで，腹面からの加撃で台形状に剥

離し，底面をもつ。

��　三稜尖頭器（№５１１０，Ｂ－１区，Ⅹｂ層）７．２�（最大長）×１．８�（最大幅）×１．３�（最大厚）

　　内弯する主要剥離面の剥離方向（打点）は基部付近と判断したが，パティナが進行することか

ら風化面の可能性も高い。濃い灰黒色に黒色の斑紋が交差する良質のチャートを用い，背面２枚

の剥離面は先行し，他の成形剥離及び整形剥離は全て腹面から急角度に行っている。なお，先端

部のみに微細剥離による稜上からの整形剥離が確認できる。また，腹面基部の左右１枚ずつの小

剥離は，挿入を意識したものと判断できる。

�����（第５図）

〈三稜尖頭器先端部（№４６４６）と三稜尖頭器基部（№４６４４）の接合〉頁岩製

��　三稜尖頭器先端部（№４６４６，Ｃ－８区，Ⅸｂ層）６．５�×３．３�×２．０�

��　三稜尖頭器基部（№４６４４，Ｃ－８区，Ⅸｂ層）５．３�×３．０�×１．９�

　　腹面中央部の剥離面すなわち，左側縁部から腹面に向けて加撃した際のアクシデントにより，
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先端部と基部に二分割している。なお，№４６４６を先端部，№４６４４を基部と判断したが，製作段階

での破損であること，さらに先端部の腹面に平坦剥離が施されることから基部の可能性もある。

接合後の最大長１０．０６�。

�����（第６図）

〈三稜尖頭器の先端部と基部２点の接合〉頁岩製

��　三稜尖頭器先端部（№４６１８，Ｃ－８区，Ⅸｂ層），３．５�×１．９�×１．４�

��　三稜尖頭器先端部（№４６３０，Ｃ－９区，Ⅹａ層），４．１�×２．１�×１．３�

　　素材剥片の剥離は基本的には横方向と見られ，接合正面図で見るように剥片端部方向は「ノ」

字状を成す。先端部を除き，成形剥離は「ノ」字状に膨らんだ右側縁部に集中し，腹面及び稜上

から剥離を繰り返している。なお，基部腹面には平坦剥離が確認できる。破砕面の観察からは，

正面右側稜上からの成形剥離によるアクシデントで破損したと見られることから，製作段階での

破損と判断する。なお，この資料も天地逆の可能性もある。接合後の最大長７．３�。

�����（第６図）

〈三稜尖頭器の先端部と基部及びブランティングチィップ３点の接合〉頁岩製

��　三稜尖頭器先端部（№５０３５，Ｃ－８区，Ⅹａ層）３．７�×１．６�×１．０�

��　三稜尖頭器先端部（№４４３７，Ｃ－８区，Ⅹａ層）５．０�×２．２�×１．８�

��　ブランティングチィップ（№５０４６，Ｃ－８区，Ⅹａ層）１．７�×２．１�×０．５�

　　パティナが進行し剥離方向の観察が困難な面もあるが，稜の高い横剥ぎ剥片素材と見られ，素

材剥片の形状が残されている。成形及び整形剥離は腹面から急角度で行い，先端部では稜上剥離

も行われている。なお，右側縁部の成形剥離（ブランティングチィップ）のアクシデントで三稜

尖頭器本体が二分割した，製作途上での破損と判断できる。接合後の最大長８．２�。

����（第７～９図）

�　三稜尖頭器（№５１９６，Ｃ－８区，Ⅹａ層），５．８�×１．９�×１．３�，黒曜石

　　両サイドが狭く，左側面に大剥離面を持つ側を先頭部として図示したが，この部分をシャフト

への挿入部と想定すると天地が逆の可能性もある。腹面の左上部に素材剥離面を見ることができ

る。周辺加工は，成形剥離後微細な整形剥離を加え，先頭部稜上には整形剥離が確認できる。

�　周辺加工石器（№５０３８，Ｃ－８区，Ⅹａ層），２．１�×２．０�×０．８�，黒曜石

　　縦長剥片ないしは横長剥片を素材としたもので，先頭部は欠損したと判断している。なお，先

頭部と基部の設定は，正面平坦面と基部の一部に礫面が残ることを根拠としている。両側縁加工

は全て腹面から急角度に実施している。

�　周辺加工石器（№５２９４，Ｃ－９区，Ⅹａ層），４．５�×２．０�×１．２�，黒曜石

　　先端部が「ノ」字状に傾いた素材剥片を用い，その両側面に腹面から成形剥離を加えたもので，

尖頭状石器を想定して図化した。腹面側底面の剥離面が先行することから，定型石器のリダク

ションは想定しづらい。

��　三稜尖頭器の基部（№４６９８，Ｃ－８区，Ⅸｂ層），５．８�×２．６�×１．５�，頁岩

　　三稜尖頭器の基部として図示したが，先端部の可能性もある。腹面の観察から，縦長剥片素材

を用いたと判断している。なお，中央部付近の剥離（稜上剥離）より両側縁の成形剥離が先行し，
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破損は，腹面上部の剥離がその要因と見られる。また，両側縁部の成形はシャフトへの挿入を意

識したものと思われる。

��　尖頭状石器（№４４４８，Ｃ－８区，Ⅸｂ層），４．８�×２．３�×２．１�，黒曜石

　　尖頭状石器としたが，三稜尖頭器のリダクションの可能性がより高い。正面中央部の稜上剥離

は，両側縁部腹面からの剥離に先行する。なお，右側縁部の剥離は腹面への剥離に先行し，左側

縁部の剥離は腹面への剥離の後に実施されている。したがって，右側面が最も先行していること

から，この面を石器の裏面と想定することも可能である。

��　周辺加工石器（№５２９０，Ｃ－９区，Ⅹｂ層），４．８�×１．９�×１．８�），黒曜石

　　正面の基部側に礫面を残すもので，腹面は素材礫の分割面に相当する。両側縁の剥離は急角度

で，全て腹面方向からの実施である。なお，三稜尖頭器の製作途上での未製品の可能性もある。

��　掻器（№５０４５，Ｃ－８区，Ⅹａ層），３．１�×３．８�×１．４�，黒曜石

　　素材左側に礫面が残る厚手の剥片を用いたもので，下縁部に直線的な刃部を作り出している。

刃部の作り出しは，全て腹面から急角度に実施している。

��　掻器ｏｒ石核（№４７０１，Ｂ－８区，Ⅸｂ層），４．８�×４．０�×１．７�，頁岩

　　分割した礫素材の一つで，ローリングした礫面が大きく残る。刃部は腹面から急角度に行い，

加撃の角度が強いことから剥離面間はピック状に突出している。

��　石核，周辺加工石器（№４９４９，Ｄ－８区）５．８�×３．９�×２．２�，頁岩

　　背面に礫面を残すもので，特徴は，裏面の大剥離面（分割面）のパティナが進行していること

である。石核の可能性もあるが，周辺に及ぶ剥離の状況から二次加工の途中で放棄した判断して

いる。

���　チップ（№４５０９，Ｃ－８区，Ⅸｂ層），頁岩

　　狭いながらも平坦な打面を残し，正面はローリングした礫面で構成する。

��　ハンマーストーン（№４９４６，Ｃ－８区，Ⅹａ層），６．７�×２．３�×２．７�，砂岩

　　棒状素材の両端に使用による打痕が集中する。

��

　�����のブランティングチィップの接合，ブランティングチィップ剥出後に実施された微細

な整形剥離からは，この場で石器製作を行ったことを裏付けている。また，�����も同じで，

右側縁成形段階のブランティングチィップである。�����も成形剥離段階で欠損したと判断さ

れることから，石器製作の行われたことをを裏付けている。�����もまた，稜上調整剥離のア

クシデントと見られることから，石器製作の存在を裏付けている。

　�����では，両側縁の成形剥離が基部から先頭部へ移動しながら行われたことが読み取れる。

また，本体の形状は刺突具の特徴を如実に表している。他方��，�等は天地の判断に苦慮した。��

は先頭部調整の行われた三稜尖頭器として呈示したが，逆に表示すると基部調整を備えた二側縁加

工ナイフ形石器に近いものとなる。また，三稜尖頭器として図示している�は，シャフトへの挿

入・装着を中心に想定すると逆の可能性も高くなる。
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　西原遺跡の発掘調査では，縄文時代早期および後期の遺構・遺物が発見された。早期，後期の２

時期に分けて報告する。

�������

��（第１１～１９図）

　遺構としては，大形土坑１基と集石遺構１７基が検出された。

����（第１１図）

　大形土坑としたものはＢ３区のⅦ層上面で検出された。長軸が４３０�，短軸が２１０�を最大値とす

る隅丸長方形の土坑である。深さは約３０�を測る。長軸の中間あたりで幅の違いがみられることか

ら，２基の土坑が重複している可能性もある。埋土状況からもその可能性を示唆しているようでも

ある。ただ，土坑の深さにはほとんど違いはない。施設の拡幅である可能性も考えられよう。底面

からピットは検出されていない。また，埋土中からの遺物出土はなかった。

　２基の土坑が重複しているとした場合，それぞれのサイズは１８０×２４０＋α�，２１０×２２０＋α�と

いうことになり，長方形と正方形を基本プランとする竪穴ということになる。

　形状的には縄文時代早期前半期に上野原遺跡や加栗山遺跡などで検出され，竪穴住居跡として報

告されているものに近い。遺構の立ち上がりもほぼ直に近い形を呈し，底面もフラットである。こ

こでは，竪穴住居状の遺構である可能性も考えておきたい。

����（第１２～１９図）

　集石遺構は１７基検出された。Ⅴ，Ⅵａ，Ⅵｂ層から検出されたもので，いずれもアカホヤ層より

も下位であることから，縄文時代早期のものと考えられる。
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備　　　考平均（�）総重量（�）個数掘り込み短軸（�）長軸（�）検出層検出区番号

６０．３６８２７０１３７○６０１００ⅤａＣ８１

５６．４１４１０２６○６０８０Ⅴ下Ｃ９２

１２９．８４２８５３３７０９０ⅥａＣ８３

１４１．６６１７００１２２０３０ⅥａＣ８４

１４７．０６８５３０５９３０６０ⅥａＣ６５

１０５２３１０２２３０５０ⅥａＣ８，９６

４４０．９５９２６０２１５０５０ⅥａＢ８７

７３．７７３９１０５３１１０１５０ⅥａＣ８８

１５５．８９６０８０３９９０１５０ⅥａＣ８９

１４８．２９６０８０４１１００２４０ⅥａＣ６１０

７７．９３４９１０６３○８０１２０Ⅵａ上Ｄ８１１

１５０．５９７０７８０４７０○１１０１３０ⅥａＥ６，７１２

１３１．９５６０７０４６○７０１００Ⅵａ上Ｄ８１３

８１．９６１８３６０２２４○１５０１７０ⅥａＣ８１４

７４．６７１２４７０１６７○７０９０ⅥａＣ８，９１５

９４．２１９６１０１０２○２００３００ⅥｂＤ５１６

２１４．９６５７６０３０６２００２４０ⅥｂＢ８１７
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�����　１号はＣ８区のⅤａ層中で検出されたもので，１３７個の礫で構成されている。礫の広

がりは約１００×６０�で，５５×４５�の楕円形土坑を伴っていた。土坑の深さは約１０�で，床面まで礫

が詰まった状態であった。炭化物等はみられなかった。礫の多くが破砕礫であることが特徴である。

礫の平均重量が６０ｇ強で，他の集石遺構のそれよりも小さいことがそのことを表しているといえよ

う。

�����　２号はＣ９区のⅤａ層下面で検出された。構成礫は２６個と少なく，礫の広がりも８０×

６０�と狭い。ただ，４５×３０�の楕円形土坑が伴っていた。礫の集中は，土坑の検出面よりも１５�ほ

ど上位にあることから，土坑はもっと深かった可能性があろう。また，遺構内からは，第２４図（遺

物番号７７）の塞ノ神Ｂ式土器（Ⅹ類土器：完形近くに復元）の破片一部が出土している。

�����　３号はＣ８区のⅥａ層中で検出された。礫は３３個と少ないが，米粒大の炭化物がみら

れるのが特徴である。中央部分は特に黒色の度合いが濃い部分である。

�����　４号は３号の北東約１ｍのところから検出された。１２個の礫が集中して検出された。

１個あたりの重量は１４１ｇ強と比較的大きい。肉眼観察では３号と共にほとんどが被熱しているも

のと考えられる。

�����　５号はＣ６区のⅥａ層中で検出された。礫は６０×３０�の中に５９個が集中して検出され

た。礫の平均重量が１４７ｇと比較的重い。顕著な掘り込みはみられないが，集石の周囲８０×７０�の

中に米粒大の炭化物が点在し，周囲の土色もやや黒みが強かった。

�����　６号はＣ８区と９区の境界のⅥａ層中で検出された。２２個で構成された小形の遺構で

ある。掘り込みはみられないが，礫を取り去った後に若干炭化物が観察できた。

�����　７号はＢ８区のⅥａ層中で検出された。構成礫は２１個と６号同様少ない。ただ，礫の

平均重量が４４０．９５ｇと他の集石遺構の構成礫に比べ，数段重い点が際だった特色となっている。多

くは被熱しているとみられる。中には石皿や磨石の破片と考えられるものもある。掘り込みはなく，

炭化物はごく少量みられる程度であった。

�����　８号はＣ８区のⅥａ層中で検出された。礫は１５０×１１０�の広がりから検出されている

が，５３個がやや散在気味に広がっている（まとまっている？）という感じである。掘り込みはない

が，比較的礫が多い遺構西部に若干炭化物がみられた。

�����　９号も８号と同様に散在気味の遺構である。礫の広がりは１５０×９０�である。掘り込

みや炭化物はみられない。Ｃ８区のⅥａ層中で検出された。

������　１０号はＣ６区のⅥａ層中で検出された。８，９号と同様な散在タイプである。掘り込

みはみられなかった。

������　１１号はＤ８区のⅥａ層上面で検出された。１２０×８０�の礫の広がりと，１００×６０�の楕

円形土坑からなる。土坑の深さは約２０�であった。礫は土坑内にはなく（小片のみ），ほぼ平面的

に出土している。土坑の埋土は濁った暗褐色土で，若干粘質を帯び，炭化粒を少量含んでいた。礫

の平均重量は７８ｇ弱と比較的軽い。

������　１２号はＥ６区と７区の境界付近のⅥａ層中で検出された。直径約１３０�の円形土坑の

中に４７０個の礫が詰まった状態で検出された。土坑の深さは最深部で約３０�であった。土坑の下位

は炭化粒か多く，やや粘質を帯びていた。また，炭化物が付着した礫も多かった。



－２５－

B'
18
7.
9m

B'
A

A B
A'

B

187.9m

B'
A

A

B

A'
B

187.7m

炭化粒が多い 

炭化粒が 
特に多い 

A'

B'
18
7.
7m

C
'

C
'1
87
.7
m

A

CC

A'187.7m

B'

A

B'187.7m

A

B B

0 50cm

１号 

２号 

４号 

３号 

��������	
��
����



－２６－

B B'

A A'

A

B

A'

B

A A

B B'
A'187.4m

B

A'

A

B' 187.4m 0 50cm

B B'

A' B187.9m

A' B'
187.9m

A

A

B' B'
18
6.
5m

A'

A

B

A'

B

186.5m

５号 

６号 

炭化粒が多い 

７号 

８号 

��������	
��
����



－２７－

B' B'
18
7.
9m

A'A

A

B B
A' 187.9m

B' B'

18
7.
7m

A

A B A' B

187.7m

0 50cm

A'

９号 

10号 

��������	
��
����



－２８－

B' B' 18
7.
6m

A

A

B

A'

B

187.8m

B'
18
7.
6m

B'

A

A

B B

A' 187.6m

0 50cm

A'

A'

11号 

12号 

��������	
��
����



－２９－

B'

A A'

B'
18
7.
7m

B

A' 187.7m
B

A

B' B' 18
7.
8m

A'A

B

A

B

A' 187.8m

0 50cm

13号 

14号 

��������	
��
����



－３０－

������　１３号はＤ８区のⅥａ層上面で検出された。礫は１００×７０�の広がりをもち，長軸約７０

�の瓢箪形土坑（底面は２段になつている）を伴っていた。土坑中にも礫がみられた。

������　１４号はＣ８区のⅥａ層中で検出された。おおよそ１５０×１４０�の隅丸方形状の平面形を

呈する土坑の中から２２４個の礫が集中して出土した。土坑は２段になり，最深部は約３０�であった。

礫の平均重量は８２ｇ弱と比較的軽い。

������　１５号はＣ８区と９区の境界付近のⅥａ層中から検出された。直径約８０�の円形土坑の

中から１６７個の礫が集中して出土した。土坑の最深部は２０�であるが，礫集中の中心は，土坑の上

位にあった。礫の平均重量は７５ｇ弱と軽い。

������　１６号はＤ５区のⅥｂ層中で検出された。礫は１００×８０�の楕円形土坑を中心に，３００×

２００�の広がりの中で出土した。約２０�の深さをもつ土坑の埋土には，比較的多くの炭化粒が含ま

れていた。埋土下位からも礫が出土した。

������　１７号としたものは，大きく４つの礫集中部をもつものを一括した。Ｂ８区のⅥｂ層中

から検出された。礫の総数は３０６個であった。遺構西部には比較的大きな礫が約２０個集中して検出

された。２４０×２００�の広がりの中心部がもっとも礫集中度が高かった。明瞭な掘り込みはみられな

いが，断面形が示すように若干の窪地を利用している可能性がある。４つのまとまりが有機的な関

係にあるのかないのか，注目される事例である。肉眼観察ではあるが，礫は赤化するなど，被熱し

たと考えられる状況が多くみられた。
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�����（第２０～２６図，表４～５）

　縄文時代早期該当の土器はⅠ類からⅩⅣ類まで分類した。

　����（��～��）は，円筒形土器で，貝殻文とクサビ形の粘土貼付文を施したものである。地

文には貝殻条痕がみられる。��は口縁部片で貝殻腹縁部による刺突文とクサビ形貼付文で文様を構

成する土器である。口唇部には密な刻みが施されている。��も口縁部に近い土器片で，クサビ形の

貼付文が施されている。��～��は貝殻腹縁部による刺突文が施された胴部片である。このうち��は

斜位の連続細沈線もみられ，底部に近い部分であることが分かる資料である。これらは，加栗山式

土器に相当するものと考えられる。

　����（��～��，��～��）は，口縁部下に横位の貝殻刺突文，胴部に貝殻腹縁部による押引文

がみられる円筒土器である。��，��は同一個体と考えられるもので，やや外傾する口縁部下に３段

の貝殻腹縁部による横位の刺突文を施し，その下位の胴部を押引文で飾る土器である。押引文は条

痕と交互に施しているようである。口唇部には連続する米粒状の浅い刻みが施されている。��はそ

の条痕部である可能性が高い。��は横位の浅い押引文がみられる胴部片，��は浅い条痕部をもつ胴

部片と考えられる。��，��は貝殻腹縁部による横位の連続刺突文がみられる胴部片で同一個体と考

えられる。

　��～��もⅡ類土器の範疇で捉えたが，貝殻刺突文で器面全体を飾るⅤ類土器である可能性もある

一群で，口縁部下に貝殻腹縁部による横位の刺突文が数段施されているものである。一番大きな土

器片である��は角頂部をもつ資料で，口縁部下に１５段（あるいはそれ以上）の貝殻刺突文が施され

た土器である。角筒土器ないし上面観がレモン形状を呈するタイプのいずれかと考えられる。

��，��，��は��と同一個体の可能性が高い。Ⅱ類土器は吉田式土器に相当する土器群と考えられる

資料である。

　����（��～��）は口縁部に貝殻腹縁部による刺突文，胴部に綾杉状の貝殻条痕を施すもので

ある。��，��は同一個体の胴部片と考えられる。��は直行する口縁部片で，口縁部下に鋸歯状の貝

殻刺突文を施したものである。口唇部は無文である。Ⅲ類土器は石坂式土器の範疇に入るものと考

えられる。特に��は直行する口縁部をもつことから，石坂Ⅱ式土器と考えられる。

　����（��）は口縁部下に横位の貝殻条痕文が施されたものである。口唇部は無文で，断面が

若干蒲鉾状に丸みをもつ。��の１点のみ確認できた。貝殻文円筒土器と呼ばれるタイプの土器であ

ろう。

　����（��～��）は胴部に貝殻腹縁部による刺突文が施されたもので，��が横位，��～��が羽

状の貝殻刺突文がみられる。��を除く４点は同一個体の可能性がある。Ⅴ類土器は下剥峯式土器に

相当する土器である。

�����（��，��）は器面に幅の狭い貝殻腹縁部による短い条痕文を施したものである。��は口

縁部片で，フラットな口唇部をもつ口縁部はやや内湾し，内面側の口唇端部に明瞭な稜線がみられ

る。Ⅵ類土器は桑ノ丸式土器に相当する土器である。

　����（��～��，��～��）は器面に微隆帯をもち，胴部に縄文が施された土器である。��～��

は同一個体と考えられるもので，若干開く口縁部と若干屈曲する胴部片をもつと考えられる器形の

土器である。地文に縄文をもち，口縁部下に刻みのある微隆帯が３段，さらにその下位に同様な微
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隆帯を波状の曲線で飾るものである。��はやや開く口縁部下に横位３段の刻目突帯を施したもので

ある。縄文はみられないが，ここではⅦ類に含めた。

　����（��～��）は沈線と刺突文を基本に文様構成された土器の一群である。いずれも胴部片

である。��は２本の沈線間に先端の鋭利な工具で連続刺突文を施したもの，��，��も同様な刺突文

と沈線の組み合わせであるが，��には刻目をもつ突帯もみられる。頸部と考えられる。Ⅷ類土器は

平栫式土器に相当すると考えられる。

　����（��～��）は沈線と撚糸文で文様構成された土器群である。��，��，��は同一個体と考

えられる土器で，いずれも胴部片であるが，４段の横走沈線とそれと交差する土器の上下にころが

された数筋の撚糸文からなるものである。��も同様な土器であるが，個体は異なるものと考えられ

る。��は屈曲して開く口縁部の一部と考えられる。��は口縁部の小片であるが，沈線間に撚糸文が

施されるタイプであろう。��も同様な構成と考えられるが，撚糸文ではなく，条痕の可能性が高い。

��はⅨ類土器の底部片で，若干上げ底状を呈する。��は完形近くに復元でできたもので，いわゆる

無文土器であるが，Ⅸ類土器と同時期のものであろう。口径２９．４�を測る。口縁部が「く」字状に

開き，胴部がやや張り出す器形をもつ。Ⅸ類土器は塞ノ神Ａ式土器に相当すると考えられる。

�����（��～��）は幅の狭い貝殻刺突文と沈線を組み合わせた土器群である。��は頸部から胴

部である。幅の狭い貝殻腹縁部による横位の連続刺突文を頸部およびその上位に施し，胴部を

５，６条を１単位とする横走沈線で飾るものである。��は大きく開く口縁部小片である。��の口縁

部片は浅い細線による直線及び曲線で文様構成されたもので，他の土器と比較すると違和感がある

が，やや開く器形を呈するとみられることからここで取り上げた。��，��は��と同一個体と考えら

れるもので，��は貝殻刺突文が施された口縁部片，��は多条沈線が施された胴部片とみられる。��

には補修孔がある。��は先端の鋭利な工具による細沈線および連続刺突文で構成された胴部片であ

る。��は先端の鋭利な工具により縦走する細沈線を底部近くまで施したものである。��は縦位のや

や深い条痕が施されたもので，沈線状になっている。本類で取り扱うには若干不透明な部分がある。

��は完形近く復元できた土器で，口径３８．２�を測る。復元された部分の器高は２８．０�であった。底

部から口縁部へほぼ直線状に開く器形を呈し，口縁部下に横位５段の連続する貝殻刺突文，下位に

斜走する幅３～４�程度の多条沈線が施されたものである。口唇部は無文である。Ⅹ類土器は塞ノ

神Ｂ式土器である。

　�����（��～��）はいわゆる押型文土器である。��～��は山形押型文，��～��は楕円押型文

である。��～��は同一個体と考えられるもので，円筒状をなす器形を呈する。斜走する山形押型文

が器面を覆っているが，若干無文部も残されている。��～��，��，��は同一個体と考えられる。

��，��，��は緩やかにカーブしながら底部へと向かう部分である。底部側では文様がナデ消された

状況をわずかながら観察することができる。��は口縁部小片である。��，��は同一個体と考えられ

る。他個体の楕円と比べて粒が小さい。

　�����（��～���）は胴部が「く」字状に屈曲し，口縁部が若干開く器形をもつ土器である。

文様は変形撚糸文（��～��，��～��），櫛描文（��，���，���），山形押型文（���～���）がある。

��と��と��，��と��，��と���，���～���は同一個体と考えられる。器壁が全体的に薄いという特

徴があるが，���のように屈曲部は厚い。ⅩⅡ類土器は手向山式土器と考えられる。
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　�����（���，���）は器面に綾杉状の貝殻条痕文をもつもので，２点は同一個体と考えられ

る。口縁部が外傾気味に開き，全形はバケツ状を呈する。口唇端部には，浅い刻目が施されている

部分もある。内面は横位の貝殻条痕で器面調整後，条痕をナデ消した痕跡が観察できる。

　�����（���～���）は無文の土器をまとめた。���はほぼ直行する口縁部片である。内外面

共にナデ調整がみられるが，内面には粘土接合の痕跡が微妙な凹凸面として残っている。���，���

は大きく外反する口縁部片で，同一個体と考えられる。���～���は胴部片，���と���は底端部付近

である。���は径５．５�を測る小形土器の底部片である。

�����（第２７～２９図，表１０）

　Ⅵ及びⅤ層出土の資料については，２４点を図化した。土器型式との比定が確実にできるものは残

念ながらなかった。以下，種類ごとに略述する。

　���（������）

　欠損品などを含め，８点を図化した。比較的大形のものと小形のものがあるが，出土層位との相

関は特にみられなかった。石材は黒曜石とチャートが中心で，小形の資料に黒曜石製のものが多い

傾向があった。

������はⅥ層から出土した。��は，早期のものとしては珍しい形態をしている。使用石材は

チャートで，脚部に細かい調整がなされるほかは丁寧な平坦剥離によって整形まで行われている。

大きさの割に薄い。��はやや厚みのある資料だが，未製品ではないと思われる。��は，未製品も

しくは製作途中で廃棄された資料と思われる。��は破損品と思われる。破損面からの剥離が部分

的に観察されるが，目的は不明である。��はトロトロ石器である。チャートの縦長剥片を素材に

用いていて，この種の石器のなかでは小形である。

　������（��を除く）はⅤａ層から出土した。��は姫島産黒曜石，��は黒曜石製で，主要剥離面

が残る。小形であるが抉りも入っている。��は脚部の整形剥離と刃部形成剥離が丁寧に行われる

ほかは主要剥離面を大きく残す。抉りは方形になると思われ，これも特徴的な形態である。��は

未製品と思われるが，剥離の状況からは石錐の未製品の可能性もある。���は頁岩製で本遺跡では

最も大きい石鏃資料である。全体に風化が進んでおり詳細は不明である。未製品の可能性もある。

　���（���）

　Ⅴａ層から１点出土した。���はチャート製の石匙である。つまみ部の大きいややアンバランス

な形態であるが，下端部の調整から再加工品であることが想定される。

　���（���，���）

　磨製石斧がⅤａ層から２点出土した。���は砂岩製で，成形過程を観察できないほどに全面を丁

寧に研磨して仕上げている。表裏面に観察される剥離は，刃部成形時のものか使用によるものか判

断できない。幾分寸詰まりの形状から，刃部を複数回再生して使用していたことも想定される。���

は頁岩製で，こちらもよく研磨して仕上げている。刃部再生を繰り返していたようで，そのために

形状が左右不均等になっている。

����（���）

　Ⅵｂ層から１点（���）出土した。ホルンフェルスないし片岩製の扁平な自然礫の平坦面に，長
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軸方向に浅いレンズ状の砥面が２条，一部重複して確認される。裏面には部分的に光沢のある部分

がみられるが，人為的な痕跡との判断はつけられなかった。土器も少ない層から出土しており，形

態も特徴的であるため注目される資料である。

　������（���～���）

　１０点を図化した。���が安山岩製であるほかは，すべて砂岩製である。

　���は敲石と思われる。非常に整った形状をしており，平坦面は研磨されている。敲面は上下端

を中心に側面のほぼ全周にわたっている。上下端部には，さらに平坦部にまで敲打及び剥離面が観

察される。小形の磨製石斧を再利用した可能性も考えられる。���は楕円形の転礫を使用した敲石

と思われる。使用面は一方に偏って４か所観察され，特に表裏面の２か所は敲打痕が擦り潰れて平

坦面が形成されている。���，���は敲打面が側面の特定部分に集中して観察されるほか，表裏面

には磨面も顕著に観察される。また，���は全体が被熱しており，���は風化が著しい。���は表裏

面が磨面として使用されているところに凹面が観察される。側辺には１か所に敲打面が観察される。

���，���，���は磨石である。表裏の作業面は顕著で光沢を帯びる資料もある。���は整形も敲打

により行われ，丁寧なつくりである。���，���は風化のため詳細は不明であるが，表裏面の磨面

と側辺の敲打痕がわずかに観察される。図化しなかったが，この２点のような資料が本遺跡では多

く発見された。
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�������

��（第３０～４１図）

　遺構としては，竪穴住居跡１基，土坑１７基が検出された。

�����（第３０図）

　竪穴住居跡と考えられる遺構がＤ６区で１基検出された。径２６５�を測る，略円形のプランをも

つ。北東隅は隅丸方形状を呈している。検出面からの深さは約４０�であった。床面にピットが２箇

所で検出されている。いずれも壁際であるが，建物の構造を復元できる状況ではない。Ｐ１は３０×

２０�の楕円形で，最深部で１８�を測る。Ｐ２は４０×３０�の楕円形で，最深部は５２�とＰ１よりもか

なり深い。

　第３０図からもわかるように，比較的多くの遺物が出土している。その多くはⅩⅤ類土器としたも

ので，従来中岳式土器と呼ばれてきたものに相当する土器群であった。また，管玉が出土したこと

も注目される。
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�����（第３１～３４図，表５～６）

　竪穴住居跡内から出土した土器は���～���を図化し掲載した。外反する口縁部と「く」字状に屈

曲する胴部をもつ深鉢形土器を基本とするものである。底部は安定した平底を呈するのが一般的で

ある。口縁部および胴部に沈線や凹点による文様が施されているものと，無文の土器が存在する。

有文と無文の器形による差はみられない。

　���～���は口縁部片である。口縁部は若干肥厚させるのが一般的である，口唇端部がやや内側に

向き，内湾状を呈しているものもある。沈線は１ないし２本施されている。���のように幅の狭い

沈線もあるが，幅がおおよそ３～５�のものが多い。���や���のように沈線とクロスする形で楕円

形の凹点が施された例もある。

　���と���は口縁部文様と同様なものが胴部にもみられる土器片である。

　���～���は文様のある胴部片である。いずれも屈曲する胴部片で，文様は屈曲上部に施されてい

る。屈曲部分は���や���のように若干肥厚させているのが一般的である。文様は口縁部とほぼ同様

なものが施されているが，���や���のように３段の沈線がみられるものもある。また，凹点も���

～���のように楕円形のものだけではなく，���のように円形でしかも密に施されたものや，���～

���のように三日月状のものもみられる。

　���～���は無文の口縁部片である。�������は無文の胴部まで観察できる。基本的には上記の有

文土器と同様な器形を呈する。ただし，口縁部の断面形をみればわかるように，肥厚するもの

（�������），口唇端部がやや「く」字状に内湾するもの（�������），ほぼ直線的に開くもの

（���）など，バリエーションが豊富なことが特徴である。

　���～���は胴部片，���～���は底部片である。���はやや屈曲する部分を含む胴部片である。���

には補修孔がみられる。底部は���のように若干上げ底気味のものもあるが，概ね分厚くどっしり

した感じの平底である。

���������（第３５図，表１１）

　���～���は竪穴住居跡内から出土した石器・石製品である。�������は打製石鏃である。���は

安山岩製の二等辺三角形鏃である。両側面共に丁寧な交互剥離を行っている。���は黒曜石製で凹

基の基部である。先端部分が欠損している。

　���は頁岩製の打製石斧の一部と考えられるものである。両側面に丁寧な剥離を加えている。

　���～���は明緑色を呈する管玉である。一見，翡翠のような緑色を呈しているが，遺物材料研

究所による分析で，いずれも結晶片岩様緑色岩という報告を得た。���は最大長１．０�，最大幅

０．４５�を測る。���は最大長１．３�，最大幅０．５５�を測る。���は住居跡の埋土内から別々に出土し

た２点が接合したもので，最大長１．５�，最大幅０．６�を測る。これら３点の穿孔部分は，いずれも

約０．１�である。

　���は表裏共に磨り面をもつ安山岩製の円礫である。磨石として用いられたものと考えられる。

　���は土坑１７より出土した安山岩製の円礫で，���と同様に表裏共に磨り面がみられる。砥石の

可能性もある。
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��（第３６～４１図）

　土坑は１７基検出された。検出面はⅢａ層上面・下面，Ⅲｂ層上面，Ⅳａ層上面，Ⅳｂ層中，Ⅴ層

上面等様々であるが，基本的には縄文時代後期段階の遺構と考えられる。

���　１号はＢ８区のⅣｂ層中から検出された。１１０×８０�の楕円形プランを呈する。深さは約

３０�であった。土坑内からは，総数２７個の礫（被熱しているものと考えられる）が出土した。埋土

の中位ほどに炭化粒が多くみられる。形態的には土坑を伴う集石遺構と類似するが，礫の集中度か

ら土坑として取り扱った。

���　２号はＣ５区のⅤ層上面で検出された。１４０×８０�の略楕円形プランを呈する。深さは約

３０�であった。埋土はⅣｂ層類似の土で，ごく少量の炭化粒がみられた。

���　３号はＥ５区のⅣａ層上面で検出された。１９０×１１０�の楕円形プランを呈する。深さは約

４０�であった。埋土はⅢａ層類似の土で，ごく少量の炭化粒がみられた。土器の細片や黒曜石の

チップが含まれていた。

���　４号はＣ３区のⅢａ層下面で検出された。１１０×８５�の隅丸長方形プランを呈する。最深

部は１５�であった。埋土はⅡ層をベースとしていることから，時期的に新しい可能性がある。木の

根の除去作業と絡んでいたため，検出面が下がってしまったことからも，時期の検討が必要である。

���　５号はＣ３区のⅢａ層下面で検出された。１３５×９５�の隅丸長方形プランを呈する。最深

部は２５�であった。土坑の北西部の一部は樹根により攪乱されていた。床面に拳大のごく浅い穴が

多数みられる。埋土は灰色がかった褐色土である。

���　６号はＥ４区のⅣａ層上部で検出された。１５０×９０�の略楕円形プランを呈する。最深部

は４５�と深い。床面には４０×３０�のピットがあり，その底面まで入れると，土坑全体の最深部は５５

�となる。埋土は黄色の軽石（御池軽石）粒を含む黄褐色の硬質土であった。遺物や炭化粒はみら

れなかった。

���　７号はＣ７区のⅢｂ層上面で検出された。９０×６５�の楕円形プランを呈する。深さは約１５

�であった。埋土は黄色軽石を含む灰褐色土であった。

���　８号はＣ３区のⅢａ層下面で検出された。１３０×７０�の長方形プランを呈する。深さは約

１５�であった。床面には拳大の浅い穴が多数みられた。埋土は灰色がかった褐色土であった。平面

形や床面・埋土の状況等，土坑５と類似しており注目される。近接していることからも同様な機能

が考えられる。

���　９号はＣ２区のⅢａ層下面で検出された。１４０×８０�の略三角形状プランを呈する。最深

部は約３０�であった。埋土の基本はⅢａ層と考えられる。南側床面には，焼土ともみられる部分が

観察されたが詳細は不明である。

����　１０号はＢ３区のⅢｂ層中から検出された。１９０×１７０�の略円形プランを呈する。東側の一

部は削平されていた。最深部で約２０�と，大きさの割には浅い。埋土は褐色土をベースとするが，

中位以下は炭化粒が多く黒色を呈していた。遺物や床面の焼土等はみられなかった。

����　１１号はＤ２区のⅢａ層上面で検出された。１１０×７５�の略隅丸長方形プランを呈する。深

さは約２０�であった。埋土に若干炭化粒を含んでいた。
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����　１２号はＤ２区のⅢａ層上面で検出された。１００×５５�の略隅丸長方形プランを呈する。深

さは約２５�であった。南隅に直径約２５�，深さ１８�のピットがあるが，関係は不明である。土坑１１

と近接し，形状も類似している。埋土に炭化粒がごく少量含まれていた。

����　１３号はＣ３区のⅢａ層上面で検出された。１１５×１００�の略円形プランを呈する。深さは２５

�であった。埋土はⅡ層の黒色土をベースとするものと考えられる。古代以降の所産である可能性

もある。

����　１４号はＤ２区のⅢａ層上面で検出された。１７０×６０�の長楕円形プランを呈する。最深部

で約３０�であった。埋土はⅡ層とⅢａ層を混在させたような黒褐色土層で，炭化粒もわずかに含ん

でいた。

����　１５号はＣ６区のⅢａ層上面で検出された。１５０×１２５�の略円形プランを呈する。深さは約

３０�であった。東側の一部は現代の芋穴で削平されていた。埋土は黒褐色土をベースとし，炭化粒

や御池軽石等も若干含んでいた。

����　１６号はＣ６区のⅢａ層上から検出された。９５×８０�の略円形プランを呈する。深さは約２５

�であった。埋土は御池軽石混じりの黒褐色土層であった。炭化粒はほとんどみられなかった。

����　１７号はＤ４，５区のⅢａ層上面で検出された。直径約２３０�の円形プランの大形土坑であ

る。深さの約６０�と他の土坑と比較にならない規模である。埋土は黒褐色土をベースとしながら，

床面に近い部分では多くの炭化物が含まれていた。一部焼土も観察された。第Ⅶ章で報告している

が，埋土中の炭化物による放射性炭素年代測定の結果，３，０８０±４０（年ＢＰ）という年代が得られ

た。また，炭化物の樹種同定の結果，ブナ科シイ属のツブラジイであったことが判明した。照葉樹

林を構成する要素の代表格で建築材などに用いられるものである。

��������	
��
�

備　　考深さ（�）短軸（�）長軸（�）平面形検出層検出区番号

２７個の礫出土３０８０１１０楕円形ⅣｂＢ８１

３０８０１４０略楕円形Ⅴ上Ｃ５２

４０１１０１９０楕円形Ⅳａ上Ｅ５３

１５８５１１０隅丸長方形Ⅲａ下Ｃ３４

２５９５１３５隅丸長方形Ⅲａ下Ｃ３５

４５９０１５０楕円形Ⅳａ上Ｅ３６

１５６５９０楕円形Ⅲｂ上Ｃ７７

１５７０１３０長方形Ⅲａ下Ｃ３８

３０８０１４０略三角形Ⅲａ下Ｃ２９

一部削平２０１７０１９０略円形ⅢｂＢ３１０

２０７５１１０略隅丸長方形Ⅲａ上Ｄ２１１

２５５５１００略隅丸長方形Ⅲａ上Ｄ２１２

２５１００１１５略円形Ⅲａ上Ｃ３１３

３０６０１７０長楕円形Ⅲａ上Ｄ２１４

３０１２５１５０略円形Ⅲａ上Ｃ６１５

２５８０９５略円形Ⅲａ上Ｃ６１６

Ｓ３２出土６０２２０＋２３０略円形Ⅲａ上Ｄ４１７



－５５－

B' B' 18
7.
4m

A'A

A

B B
A' 187.4ｍ 

A'A

A'A
188.0ｍ 

0 50cｍ 

土坑１ 

土坑２ 

��������	
��
��



－５６－

A'A

A

黄褐色土層（御池パミスを含む） 

A'
187.1ｍ 

A' A' 18
9.
2ｍ
 

A

A A'

A'

AA

0 50cｍ 

189.1ｍ 

土坑３ 

土坑４ 

土坑５ 

��������	
��
��



－５７－

A A'

A A'
187.9m

A A'

0

ａ
：
暗
茶
褐
色
土
 

ｂ
：
暗
茶
褐
色
砂
質
土
 

ｃ
：
茶
褐
色
砂
質
土
 

ｄ
：
暗
茶
褐
色
粘
質
土
 

ｅ
：
ｂ
よ
り
黄
色
パ
ミ
ス
多
し
 

ｆ
：
暗
茶
褐
色
砂
質
土
 

　
　（
黄
色
パ
ミ
ス
含
） 

50cm

A A

A' A' 19
9.
0m

a
b

c
d

e

f

AA

A'A'
189.0m

A'A

188.7m

土坑６ 

土坑７ 

土坑９ 

土坑８ 

黄褐色細粒軽石混硬質土 

灰褐色細粒軽石混土 

��������	
��
��



－５８－

B' B'
18
8.
8ｍ
 

a

b

A'A

A B B
A'
188.8m

0 50cm

A A'

A A'
189.2m

A A'
189.2m

A'A

土坑10

土坑11 土坑12

a

b

a a

d d
b

b
c c

ａ：褐色土 
ｂ：黒褐色土（炭化粒多） 

ａ：黒褐色土 
ｂ：黒褐色土（炭化物含） 
ｃ：黒褐色砂質土 
ｄ：暗茶褐色土 

ａ：黒褐色土 
ｂ：黒褐色土（炭化物多） 
ｃ：黒褐色土（ａより黒味強） 
ｄ：黒褐色土（炭化物少） 

��������	
��
��



－５９－

A A'

A'A
189.3m

ａ
：
黒
褐
色
土
　
　
　
　
　
ｄ
：
黒
褐
色
砂
質
土
 

ｂ
：
ａ
よ
り
炭
化
物
多
　
ｅ
：
黒
褐
色
粘
質
土
 

ｃ
：
淡
褐
色
土
　
　
　
　
ｆ
：
黄
褐
色
土（
黄
色
パ
ミ
ス
含
） 

A' 18
8.
7m

A'
AA

A'

A A'

A
A'

188.1m

A'
188.9m

0 50cm

A

a

イモ穴 

a

b

b

c

c

f

e
d f

A

土坑13

土坑14

土坑16

土坑15

a
a

b

f
e

c

d

d

ａ：黒褐色粘質土　　　　ｄ：ｃより黄色パミスを含む 
ｂ：ａより黄色パミス含む　　ｅ：暗黄褐色粘質土 
ｃ：黒褐色土　　　　　　ｆ：ｅより黄色パミスを含む 
 

ａ：黒褐色土（黄色パミス含） 
ｂ：ａより黄色パミスが多い 
ｃ：暗黄褐色土層（黄色パミス多） 

��������	
��
��



－６０－

�����（第４２～５０図，表６～８）

　後期土器の多くはⅩⅤ類土器として分類したもので，中岳式土器に相当するものである。前述し

たとおり竪穴住居跡内からも多く土器が出土し，そのすべてがⅩⅤ類土器であった。ここでは包含

層出土の土器を紹介する。

　���～���は口縁部や胴部に沈線および凹点による文様が施されている，いわゆる有文土器である。

���～���は口縁部片である。���～���は口縁部に２本の沈線が施されているものである。���はⅩ

Ⅴ類土器の基本形を示すものとして好例である。「く」字状に屈曲する胴部から若干外反する口縁

部が立ち上がるもので，口縁部は肥厚するのがふつうである。���の場合，その肥厚する口縁部外

面に２本の沈線が施されている。口唇部も若干凹部がみられる。このタイプの沈線は断面が蒲鉾状

を呈するという特徴がある。また，���は胴部に２本の沈線，そしてその沈線間に連続する凹点の

組み合わせという文様が施されている。���は口縁部に連続する凹点文がみられる。やや肥厚しな

がら外反する口縁部の口唇部分に２本の沈線，そして口唇端部に円形に近い凹点を連続して施した

ものである。口縁端部が若干内湾するもの（���など）としないもの（���など）の違いが何を示し

ているのか検討課題である。���は器壁が薄く，肥厚もみられない。内湾する口縁部で沈線の幅も

他の例より細い。
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　���～���は口縁部に１本の沈線が施されたものである。���～���には凹点との組み合わせがみら

れる。���は大きく外反する口縁部に細い沈線と，ⅩⅤ類土器本来の特徴と比較すると違和感のあ

る土器である。内外面共に丁寧な仕上げがみられる。口縁部の外反状況から，浅鉢に近い器形を呈

するかもしれない。

　���～���は文様のある胴部片である。���～���は沈線と凹点の両方が観察できるものである。特

に���～���は比較的大形の凹点で，下向きにカーブする三日月形を呈するタイプである。���は大

形の円形凹点である。深さが約５�と深い。先端の丸い施文具（指頭様）によるものと考えられる。

�������～���は２本の沈線間に連続凹点を施すものである。���などは沈線間がやや盛り上がって

おり，あたかも刻目突帯のようにもみえる。���～���は沈線の下位に連続凹点を施すものである。

凹点はやや斜位で浅い。

　���～���は胴部沈線のみ観察できるものである。幅３～４�程のものがほとんどである。

　���は一見無文土器のようであるが，ごく微妙に山形口縁状を呈する部分の下位に，三日月形の

浅い凹点が観察できる。山形口縁部分と対応しているものと考えられる。

　���～���（���を除く）は無文の口縁部である。有文土器と同様に，緩やかに屈曲する胴部から，

やや外反しながら口縁部が立ち上がる器形が典型的な形状であると考えられる。竪穴住居跡内出土

の無文口縁部もそうであったが，口縁部断面形にはバリエーションがみられる。

　���～���は胴部片および底部片である。胴部屈曲部の資料についてみてみよう。これまで取り上

げてきたⅩⅤ類土器がそうであったように，基本的には緩やかな「く」字状を呈するのが一般的で

ある。ここでは，���～���などがそうである。ただ，���や�������のように，屈曲部が稜線をも

つタイプもある。この違いが時間差なのか器種差なのか，単なる個体差なのか等については検討課

題である。なお，���については，早期に該当する可能性が高い。

　���～���は底部付近ないし底部の資料である。���や�������～�����������等のように多くは

分厚い底部となっているが，���等はやや上げ底で器壁も薄く，平べったい感じである。

　���～���は縄文時代後期土器ではあるが，ⅩⅤ類土器以外の範疇のものと考えられる土器片をま

とめた。そのような中でも���は口縁部形態からⅩⅤ類土器に近いと考えられる資料である。ただ，

ⅩⅤ類土器のように胴部に屈曲部は無く，底部から口縁部へ，ほぼ「バケツ」状に開く器形をもつ

タイプと考えられる。���は無文の口縁部片である。ただし，下位に文様が無いとは言い切れない。

口唇部は細く仕上げている。���は外面に段をもつ胴部片である。図面よりも，まだ傾く器形かも

知れない。内面は丁寧に磨いてある。���は曲線文がみられる胴部片であるが，全体像は不明であ

る。���～���は外面に貝殻条痕がみられる胴部片で，同一個体と考えられる。���は底面に平編み

とみられる網代圧痕が観察される底部片である。

��������	
�（第５０図，表８）

　���～���は土器片を円形に加工した円盤形土製加工品，いわゆる「メンコ」である。胎土や色調

等から，いずれもⅩⅤ類土器（中岳式土器）胴部片の加工品と考えられる。直径はおおよそ２．５�，

４．０�，５．５�，３．５�，４．５�と様々である。���の側面は丁寧に磨かれている。���は沈線がみられ

る。屈曲する胴部の沈線であろう。
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�����（第５１，５２図，表１２）

　Ⅲａ層出土の石器については，１９点を図化したほか，表採資料も２点，本節で紹介した。以下，

種別ごとに略述したい。

　��（���～���）

　欠損品なども含め，１１点を図化した。利用石材は，文中で述べた資料以外は黒曜石である。また，

半磨製石鏃も２点出土している。���，���は主要剥離面を残しており，整形作業はほとんど表面

からの剥離のみで行われていることがわかる。���はとても形態の整った資料である。微細な調整

剥離も丁寧に行われている。���，���は両脚を方形に仕上げ，側辺の先端部近くをやや張り出さ

せている点が形態的に共通する特徴を持っている。さらに，���は脚上部の側辺を強く張り出す整

形を行っている。���は頁岩製の比較的大形の資料である。風化が進んでおり詳細はわからない。

���も比較的大形の資料で，大きな平坦剥離により剥出された鋸歯状の側辺が目を引く。���は安

山岩製で幾分幅の広い形状をしている。側辺下端部付近の浅い抉りは意図的に作り出されたものと

考えられる。���はチャート製で先端部と左脚部を欠損している。左脚部には再加工のような剥離

がみられるが，偶然と考えられる。

　���，���は半磨製石鏃である。���は，全体を研磨により成形し，刃部形成を兼ねた調整剥離で

仕上げている。表面中央の凹みは気泡もしくは不純物の抜けた痕である。���は，研磨作業が表面

しか行われていないが，製作工程は���と同じと考えられる。

　��（���，���）

　採集資料を含め，２点出土した。���は安山岩製である。つまみ部を欠損した後も，その部分を

再加工して使用したものと想定される。���は採集資料で，頁岩製である。つまみ部が右端部に偏

る形状で，最低限の整形剥離しか行われていない。

　��（���，���）

　採集資料のみ２点である。���はホルンフェルス製で，丁寧なつくりではないが下端部には摩滅

と刃毀れを観察できる。���にも刃部の摩滅を観察できる。上端部の整形剥離が当初からなのか再

加工なのかは判別できなかった。

　����（���）

　���はＥ５区Ⅲａ上層から出土した。砂岩製で，研磨により面取りされている。用途不明である。

���（���）

　���で，Ｄ４区Ⅲａ層から出土した。厚みのある略方形の転礫を素材として，下端に刃部を形成

し，上部は敲打作業に使用している。刃部には刃潰れが随所に観察される。

　������（���～���）

　採集資料を含め，４点を図化した。���は小振りの磨石で，表裏面に磨面が観察される。���は

敲石の採集資料で，下端部に敲痕が観察できる。裏面にも平滑面が観察できるが，使用によるもの

か判別できなかった。���は側辺部に顕著な敲痕が観察される。敲痕の状況から，破損後も使用し

ていたことが想定される。また，上部の破断面は磨面として利用されている。全体は被熱しており，

磨石・敲石としての利用後に火を受けたようである。���は上下端を中心に，側辺に敲痕が観察さ

れる。表裏面に磨面も観察できるがさほど明瞭ではない。
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���（���，���）

　石製品として２点を取り上げた。いずれも結晶片岩様緑色岩製（遺物材料研究所分析）で，明る

い緑色を呈する小形の製品である。���は最大長１．０�，最大幅０．７５�，最大厚０．２�を測る。平面

形がホームベース状を呈し，直径１�強の円孔がみられる。���は最大長１．０�，最大幅０．５５�を

測る，ほぼ完形の管玉である。 
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　西原遺跡からは，古代から中世にかけてのものと考えられる遺構や遺物がⅡ，Ⅲ層を中心に発見

された。ただし量は少なく，ここでは溝状遺構と古代の土師器７点を紹介する。
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����（第５３図）

　溝状遺構はＤ７～Ｃ，Ｄ８区にかけて検出された。長さが約２２�，幅約１．７�を測る。検出され

た部分の中央付近は２段構造になっていた。最大深度は約２５�であった。基本的には黒色土層で，

御池パミスと考えられる黄褐色の軽石がわずかに混入する部分もみられた。断面形はほぼ逆台形状

で，底面に硬化面等の変化部分はみられなかった。

��（第５４図，表１３）

　遺物としては，土師器や陶磁器類がみられたが，多くは小片であった。ここでは土師器７点を図

化して紹介する。

　���～���は高台付きの椀である。���は底径８．２�を測る。外側にやや開く低い高台をもつ。９世

紀後半～１０世紀前半頃のものと考えられる。���は底径８．３�を測る。���よりも外側に開く低い高

台をもつ。１０世紀前半頃のものと考えられる。���は底径８．０�を測る。高台は約１．０�と高いが，

厚さ約３�と薄い。１０世紀前半～中頃のものと考えられる。���は円盤高台付きの椀である。底径

６．６�を測る。９世紀後半～１０世紀中頃のものと考えられる。明茶褐色の強い色調で，他の６点と

は違和感がある。���は底径７．０�の坏である。茶褐色の小礫粒を含んでいる。９世紀末～１０世紀前

半のものと考えられる。���は底径６．３�を測る坏である。９世紀後半～１０世紀前半のものと考えら

れる。���は底径８．０�を測る土師器で，立ち上がりの状況から皿と考えられる。

321 322 323

326325324

327

0 5cm

��������	
���
���



－７６－



－７７－

����������	
�

��������	

　発掘調査は，計画図を元にセンター杭を基準にして１０ｍ×１０ｍのグリッドを設定し，確認調査の

結果を基に南側より発掘調査を開始した。調査は，表土及び火山灰層，無遺物層を重機を用いて除

去し，確認調査で判明した遺物包含層を人力で掘り下げていった。主な遺物包含層は，Ⅲ層に縄文

時代晩期から古代にかけての遺物が出土し，Ⅵ層に縄文時代早期の遺物が出土した。しかし，遺物

量が極端に少なく，この部分に関しては，全体像を把握した上で当初計画の調査範囲を狭めるなど

して調査の効率化を図った。その結果，当初予定期間が２か月短縮された。

������

　牧ノ原Ｂ遺跡の土層は，下記のように概ね安定した堆積状況を示す。

　　Ⅰ層　　　表土

　　Ⅱ層　　　黒色土層

　　Ⅲａ層　　黄褐色細粒軽石混灰褐色土層：遺物包含層

　　Ⅲｂ層　　黄褐色細粒軽石混硬質土層（御池パミス）

　　Ⅳａ層　　アカホヤ火山灰二次堆積層

　　Ⅳｂ層　　アカホヤ火山灰

　　Ⅴａ層　　黄褐色軽石混灰褐色土層：遺物包含層

　　Ⅴｂ層　　黄褐色軽石層（Ｐ１１）

　　Ⅵａ層　　黄褐色軽石混茶褐色土層：遺物包含層

　　Ⅵｂ層　　暗褐色土層：遺物包含層

　　Ⅶ層　　　薩摩火山灰層（Ｐ１４）

　　Ⅷａ層　　黄褐色軽石混硬質黒色土層：遺物包含層

　　Ⅷｂ層　　暗黄褐色ローム層

　　Ⅸａ層　　黄褐色軟質ローム層

　　Ⅸｂ層　　暗茶褐色軟質ローム層

　　Ⅹａ層　　暗褐色硬質土混明橙色軟質ローム層：遺物包含層

　　Ⅹｂ層　　赤色細粒パミス（Ｐ１５）混暗褐色硬質土層

　　ⅩⅠａ層　赤色細粒パミス（Ｐ１７）混黄褐色硬質土層

　　ⅩⅠｂ層　赤色細粒パミス（Ｐ１７）混暗黄褐色硬質土層

　　ⅩⅡ層　　シラス二次堆積層
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　確認調査の結果を受けて，Ｃ～Ｅ－１１～１４区を中心に調査を実施した。調査は，Ⅶ層まで重機で

除去し，いわゆるチョコ層であるⅧ層上面から２ｍ四方の小グリッドを設定して千鳥状に人力で掘

り下げを行った。結果，Ⅹａ層からナイフ形石器が１点出土し，剥片類がわずかに出土した。明瞭

なブロックの認定は出来ない。ロングトレンチでその延長部分の調査を実施したが，遺物が出土し

なかったことから調査範囲を確定した。遺構は，ⅩⅠ層上面で検出作業を実施したが，確認できて

いない。なお，Ⅷ層中から石鏃が２点出土している。石鏃の形態などから，上層からの落ち込みの

可能性が考えられたために縄文時代の項に掲載した。

　�は横長剥片素材のナイフ形石器である。明確な石器はこの１点のみである。
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　確認調査の結果を受けて，調査区南側と北側の２箇所を調査した。調査は，Ⅳ層まで重機で除去

した後に薩摩火山灰層であるⅦ層上面まで人力で掘り下げを行った。その間，Ⅴｂ層にＰ－１１火山

灰層が確認された。南側の調査では，遺物数点と礫がわずかに散在している状況であり，北側に関

してもほぼ同様な状況であった。この為，遺物の広がりを再度確認しながら調査範囲を確定してい

き，最終的に調査範囲は当初よりも狭まっている。

　第６１図�～�は北側調査区の出土遺物である。いずれも小破片であるために，器形の全体像を掴

むには至らなかった。

　�は，貝殻押引文である。���は胴部下半の資料である。貝殻刺突文が横位に施されている。

�は粘土接合面で剥離している。

���������	
���


　現道部分より北側が主な調査対象範囲であるが，Ｄ－１０区で遺構が検出されたため，現道に平行

するかたちで南側部分の調査を実施した。最終的に，遺構は御池パミスを埋土とする落とし穴状遺

構が１基確認できたのみであった。また，遺物の広がりは晩期を中心にＤ～Ｆ－３～５区に数百点

が出土した。

　第５９図に落とし穴状遺構を図示した。Ｄ－１０区のⅤａ層上面で検出された。検出面では１２５�×

７５�の隅丸長方形プランを呈し，掘り込みの深さは約１ｍを測る。埋土には，Ⅲｂ層と同等と考え

られるパミスが混入しており，御池パミスに由来する。これを時期判断の目安とした。床面には長

軸中心ライン上に２基の逆茂木痕と思われるクサビ状のピットが検出され，東側に１基，西側にや

や小振りのものが２基の合計５基のピットが確認された。これらは，遺構のプランの記録が終了し

た段階で東側から重機で断ち割り，底面を西側へスライスして検出・記録作業を行った。なお，遺

構北側が階段状を呈しているのは，遺構が埋没する過程などで崩落したためで，床面からの直立し

た立ち上がりのラインが南側と同様に延びていたものと推察される。なお，遺構内及び包含層中に

は該期の遺物は出土していない。

　第６１図�～第６２図��は，縄文時代後晩期の遺物である。これらは，調査区北側にわずかにまと

まって出土した。チャートの剥片やチップが集中する箇所がわずかに見られた他は特徴無く，散在

しているといって良い。

　�～��は，土器の胎土や色調，あるいは調整法などから同一型式の範疇で理解出来る資料である。

�のように口縁部が肥厚して頸部がややすぼまり，�������のように，胴部は張り出して沈線や

逆Ｕ字状の施文が組み合わされる。この胴部屈曲部から底部までは直線的に移行して，��のように，

口径に対して小さい底形を有する。暗茶褐色の色調を基本に，丁寧なナデが施され，部分的にはミ

ガキとも取れる。全体的に厚めの器壁であり，胎土には砂粒の混入が目立つ。

　��～��は晩期の粗製深鉢形に分類出来る。口縁部資料はすべて外反して，頸部で「く」字状に屈

曲する。段を有するものもあるが，はっきりとしないものもある。破片であるため，これらの詳細

については不明な点も多い。��の内面には，不自然な窪みが見られ，あるいは種子等の圧痕の可能

性もある。��の外面にはススの付着が著しい。��の内面には貝殻条痕の痕跡がわずかに認められる。
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��は，口径復元出来た数少ない資料である。外面にはススの付着が著しい。��は深鉢形に分類した

が，外面には赤色顔料の可能性が考えられる赤褐色の付着物が認められる。

　��～��は晩期土器の胴部片である。��は胴部の屈曲部分片である。��は胴部屈曲部分であるが，

やや厚みのある資料である。��は土器外面の色調変化が興味深い。屈曲部分の上位は黒褐色で，下

位は茶褐色を呈している。��は，頸部から胴部屈曲部分まではやや短い印象を受ける資料である。

��は��と同様で，外面の屈曲部分上位で黒褐色を呈し，下位で黄茶褐色を呈する。��は胴部でも下

半部分の資料である。内外面に貝殻条痕が施され，外面についてはナデにより器面調整が施されて

いる。��は厚みのある胴部片である。外面は平坦であるが破片中央部分にスス付着の境界ラインが

認められる。

　��は平底の外面がわずかに張り出す。��は��よりも厚く外側へ張り出す。��は胴部下半が残存し

ている。ウンモを多量に含むことから，晩期の口縁部や胴部資料とはやや雰囲気が異なるが，厳密

に時期判断が出来なかったために，底部外面が外へ張り出す特徴によりここへ掲載した。底面は，

平底と言うよりも下に湾曲しており，やや不安定な感じを受ける。

　��～��は精製の土器である。��，��は口縁部が立ち上がり，��はやや長めに，��はやや短い。��

は，口縁部に１条の横位沈線文がめぐる。��は口唇部の断面観がわずかに玉縁状を呈するがはっき

りとしない。��，��は椀状の器形を呈すると考えられる。��は波状口縁を呈する。
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　��は精製土器に分類したが，調整が縦位のミガキであり晩期でも終末段階あるいは弥生時代の突

帯文段階に伴うとされる壺形土器の胴部片である可能性も考えられる。

　��は土器片加工品で通称メンコと呼ばれるものである。

　��～��は縄文時代前期以降の石器である。��～��は石鏃である。��の基部が鋸歯状を呈する。
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　��は厚みのある石鏃である。��は基部にかけて急激に厚みが増す。石鏃以外の器種の可能性が考

えられる。��は剥片素材面を多く残している。石鏃未製品であろう。��は質の悪いチャートを用い

ている。刃部形成の特徴から石匙の可能性がある。��はホルンフェルス製で薄く，刃部は鋭い。ス

クレイパー的な用途が考えられる。��～��は磨石である。��・��は磨り面が認められる。��は小型

の切目石錘である。��は敲石である。
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���������

　表土を除去し，Ⅲａ層を検出した段階で，調査区北側で東西方向に延びる数本のⅡ層埋土の溝状

遺構を検出した。溝状遺構は，最終的に８本検出され，これらは部分的に重なる。Ｄ・Ｅ区におい

ては良好な状態で検出できたが，Ｃ区へ移行するにしたがい上面プランが削平を受け，徐々に不明

瞭となり，その延長部分を検出することは出来なかった。
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������������

��������	

　調査は，測量基準として，施工計画図面の西端の用地杭２点間を結ぶ線を基軸に１０ｍ間隔のグ

リッドを設定して実施した。

　調査の方法としては，伐採等の環境整備を実施し，重機によって表土及び火山灰層，無遺物層を

除去した後，縄文時代早期調査区についてはⅥ層上面，縄文時代後～晩期以降調査区はⅡｂ層また

はⅢａ～ｂ層上面まで人力による掘り下げを実施した。その後，遺構検出作業を行い，検出した遺

構については，丁寧に掘り下げた後，写真撮影，図化作業を実施した。さらに縄文時代早期調査区

はⅦ層上面，縄文時代後～晩期以降調査区はⅢｂ層上面まで人力で掘り下げ，出土遺物の取り上げ

を行った後，再度，各層上面で遺構検出，図化作業等を行った。また，旧石器～縄文時代早期調査

区のうち，Ｃ～Ｅ－１６～２０区については，縄文時代早期層の調査と平行して任意に下層確認トレン

チを設定し，遺物包含層の把握につとめた。

　その結果，遺構では，縄文時代早期調査区から後葉に比定できる集石遺構を１基検出した。集石

内からは土器片も出土している。縄文時代後～晩期以降調査区からは掘立柱建物跡が１棟のほか，

土坑を５基発見した。そのうち１基については住居跡の可能性も想定される。この他，道跡と考え

られる硬化面を１０条発見した。遺物では，早期調査区で石坂式土器，塞ノ神式土器とこれらに伴う

石鏃や磨石，石皿などが出土した。後～晩期以降調査区では後期の指宿式土器，晩期の夜臼式土器

や黒色磨研土器などが出土した。このほか内黒土師器も出土している。

　また，平成１１年度の確認調査実施時点で，事業区内に未買収地や耕作物等調査に至る条件整備が

整っておらず十分な確認調査を行えない区域があった。そのため，該当区域に本調査と平行して

「確認補充トレンチ」を設定し様相の把握を行った結果，すべてのトレンチで包含層は残っていた

ものの遺構，遺物は発見されなかった。

　そのため，当初の計画より包含層ごとの調査面積が縮小することとなり，調査期間の短縮につな

がった。

��

　原村Ⅰ・Ⅱ遺跡の土層は，シラス台地縁辺部の緩傾斜地にあるため下記の柱状図の様に概ね安定

した堆積状況を示している。ただし，Ⅱ層については，現代の耕

作による削平が激しく，ごく一部しか残存していない。また，Ⅲ

層以下についても深い耕作物による攪乱が及んでいる範囲が広く

観察される。

Ⅰ，Ⅱ層　表土・耕作土，古代以降の包含層である。

Ⅲ層　残存しているところではａ～ｃの三層に分層。ｃ層は茶褐

色を呈し，縄文後～晩期の包含層である。

　　　下位は御池軽石層，上位はその二次堆積層である。

Ⅰ層（暗灰褐色土）
Ⅱ層（黒色土）
Ⅲ層（黄褐色細粒軽石混土）
Ⅳ層（アカホヤ火山灰土）
Ⅴ層（黄褐色軽石混土）
Ⅵ層（茶褐色土）
Ⅶ層（薩摩火山灰層）
Ⅷ層（暗黄褐色ローム層）
Ⅸ層（軟質ローム層）
Ⅹ層（暗褐色硬質土）
�層（黄褐色硬質土）
�層（シラス二次堆積土）
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Ⅳ層　下位は軽石層，上位は二次堆積層である。

Ⅴ層　下位は桜島起源のＰ１１，上位はＰ１１が混在する灰褐色土で，縄文時代早期後葉の包含層であ

る。

Ⅵ層　上位はＰ１１が混在し，縄文早期後葉の包含層である。下位は暗褐色土で無遺物層である。

Ⅶ層　桜島起源でＰ１４とも呼ばれる。

Ⅷ層　上位はＰ１４の軽石を含み，黒色で硬質である。

Ⅸ層　下位に桜島のＰ１５を含む。

Ⅹ層　下位に桜島起源のＰ１７を含む。

�層　Ⅹ層より黄褐色が強い。

�層　基盤層である。

��������	
�

���������

　����（第６８図）

　Ｅ１８区のⅤ層上面で１基検出された。１６２�×１００�の範囲の中に，総数２３点の礫がまとまって検

出されたが，集中度は低い。中心部に皿状の掘り込みが観察された。集石内および周辺から，炭化

物の発見はなかった。集石を構成する礫のほとんどが安山岩で，他に凝灰岩と砂岩が１点ずつ含ま

れていた。礫の形状や色調等から，１９点の礫が被熱したものと推定した。
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��

　Ⅴ，Ⅵ層及びⅡ，Ⅲ層から遺物が出土した。特に集中する範囲はなく全体的に散在した出土状況

を示している。層ごとに土器・石器の順に特徴の類似する遺物をまとめて略述する。

��（第６９～７４図，表１６～１７）

　���（�～��）

　胎土に石英細粒が比較的多く含まれ，貝殻条痕が比較的縦位ないし綾杉状に施文されるものをま

とめた。内面は比較的丁寧に調整されている。器形の詳細はわからないが，円筒形を呈すると考え

られる。

　�，�，�，�は口縁部片である。胴部の条痕を同じ施文具によると考えられる縦位の連続刺突

文が特徴のようであるが，�については条痕が口縁部上端まで施文された後に横位の凹点が施文さ

れており特異である。�の内面調整は横位のヘラケズリで，口唇部のみナデ調整を施している。�

の内面調整は口唇部付近が横位のヘラケズリ，それより下位は不規則なヘラケズリを施している。

�は，やや薄手の器壁であるが，焼成良好で堅緻である。�，�，�，�，�，��，��は胴部片で

ある。いずれも綾杉状の条痕が丁寧に施されるなかで，��は条痕の間隔がやや粗で，�は横位の条

痕が施される。この２点は器形から底部付近の破片と考えられ，条痕が異なるのもそのためである

可能性が考えられる。��は底部外面付近の破片で，下端は接合面である。２次焼成が顕著である。

����（��～��）

　胎土にウンモが多く含まれ，２～３本で一組の沈線を横位ないし斜位に施し，並行もしくは格子

目の文様モチーフを施文するものをまとめた。器形の詳細を把握することはできなかった。

　��，��，��，��，��，��，��，��は胴部片で，同一個体の可能性がある。いずれも内面はケズリ

調整のあとナデ調整がなされ，器壁は薄い。��は上端が接合面で，工具による刻み目が観察できる。

��は厚手のつくりであるが焼成は良好で内面下位をケズリ，上位をナデで仕上げている。文様はほ

かの資料と異なり沈線で円形モチーフを描くほか，貝殻刺突文を施文している。頸部付近の破片と

思われる。��は胴部片で，沈線は丁寧に施文される。��，��，��は底部資料である。��には，胎土

にウンモのほか大粒の石英粒が混じる。施文はやや雑ではあるが明瞭に施している。調整は内外面

ともヨコナデであるが，内面がより粗い。��の接合面には炭化物が付着しているのを観察できる。

内容物が染込んだものであろうか。底部外端の接合状況は場所によって異なり，最端部の「突き出

し」がない部分もある。��は，底部内面のみケズリでほかはナデ調整である。底部外面の調整は観

察できなかった。２次焼成を観察できるほか，胴部内面にはコゲも付着している。混和剤は多いが

粒子は細かい。

����（��～��）

　胎土にウンモと小礫が含まれ，２本単位の沈線で幾何学モチーフの文様を施文するものをまとめ

た。沈線の端部は一段と強く押し込まれ，押点様の仕上げがなされる。本遺跡で発見できた資料か

らは，幾何学モチーフを器面全体にどのように展開させているのかを観察することはできなかった。

器面は，内外面とも比較的丁寧なナデ調整を施している。器形の詳細はわからないが，平底の底部

からやや球状に張る胴部を経て，口縁部が外反する器形となるようである。

　��，��，��は口縁部片である。�����は波頂部を造りだし，そこに３条の刻目文を施している。
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��は波頂部間の破片と考えられる。また，整形の可能性もあるが，口唇部内面が舌状にやや張り出

している。��，��，��，��は胴部片である。口縁部片と同様の文様を展開させているが，下半部は

施文されないようである。��は，沈線の屈曲部にも押点様の仕上げが観察されるのが特徴である。

��，��，��は底部資料である。��，��は底部を円盤状に張り出させる成形でわずかに上げ底に仕上

げているのを観察できる。外面はナデ調整がなされているため，回転台などの痕跡は観察できない。

��の底部外面には白色粒子が付着している。��，��には内面にコゲが付着している。

����（��～��）

　��，��，��の３点のみ出土している。胎土は混和剤が少なく比較的精製され，内外面に丁寧な横

～斜位の貝殻条痕が施されている。同一個体と考えられる。器形の詳細は把握できない。

　��は，屈曲した破片上端に文様が確認できる資料である。棒状施文具で列点文が施文され，その

上位には凹点が２個と横位凹線が１条施文されている。��，��は，内面がやや磨耗しているのが観

察できるほか，��の外面には貝殻条痕の上に毛皮様のものがこすれたような痕跡も認められる。

����（��～��）

　胎土に長石やカクセン石が含まれ，器壁が厚く，色調が暗茶褐色から濃茶褐色を呈するものをま

とめた。内外面とも，調整はミガキに近い丁寧なナデ調整が施される。文様が観察できる資料は少

ないが，口縁部と胴部に横位の沈線文が口縁部に施文されている。器形の詳細は不明だが，平底の

底部から屈曲する胴部へ至り，口縁部は大きく外湾し，口唇部を断面三角形に肥厚させているよう

である。

　��，��，��は口縁部片である。��および��には肥厚部に沈線文が横位に２条平行に施文されてい

る。また，��と��が口唇部内面をわずかに凹ませるのに対し，��はそうした整形をしていない。��

は施文後に再度ナデ調整を行っている。��，��，��，��，��，��，��，��は胴部片である。ススが

付着した資料が多い。��および��には施文されているのを観察できる。��の施文具には板状工具が

用いられている。��は内面下部が薄く剥落している。��は，屈曲部を肥厚させているのが他の資料

と異なる特徴である。��と��は底部片で，ごくわずかに上げ底になると考えられる。回転台の痕跡

は観察できなかった。

����（��～��）

　胎土に長石や角閃石の微粒が含まれ，器壁が比較的厚いものと，器壁が薄く丁寧なミガキ調整が

施されるものをまとめた。前者の資料には刻目突帯文が口縁部と胴部に施文されるものがある。器

形の詳細はわからなかった。

　刻目突帯文が施文されるものは，突帯が口縁部に施文されるもの（��，��，��）と口縁部外端に

施文されるもの（��，��，��，��，��，��）に細分できる。後者の資料には，刻目突帯文を２条単

位で施文している例がある。突帯上の刻目は，凹点様の大きいもの（��，��，��）と細かいもの

（��，��，��，��），さらに，ヘラ状工具でまさしく「刻んだ」もの（��，��，��，��）などを観

察することができる。��は突帯の上半がしゃくれたような整形になっており，刻目は観察されない。

��は口唇部やや下の内面に爪の痕跡が認められる。��にも同様の痕跡があるが，こちらは爪状の工

具による痕跡のようである。

　��は，器壁が厚く器面調整はナデ，外面にはススが付着し内面にはコゲが観察される資料である。
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混和剤には砂粒が多く，他の資料よりやや粗い造りである。

　��，��，��，��，��は器壁が薄く丁寧なミガキ調整が施されるものである。器形は，浅鉢状を呈

すると思われる。��には補修孔が開けられている。口唇部の外反は弱く，略方形に整形している。

��は，垂直に立ち上がる口縁部外面に沈線を横位に１条施文している。口唇部は稜が形成されるも

のの舌状に整形している。��は外面にススがタール状に付着している。��にも内面に一部コゲが固

着している。　
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　���（第７５～７８図）

　径２ｍ前後で略円形の土坑が３基（１～３），径１ｍ弱で略円形の土坑が２基（４，５）の，計

５基が発見された。

　いずれの土坑も時期比定と機能・用途の推定は困難であったが，前者の土坑には埋土中の炭化物

を採取できたものがあったので，年代測定を行い，その結果を各説明文に掲載している。また，前

者の土坑の埋土にも炭化物が含まれることから，年代幅はあるが同じような機能・用途を有してい

た可能性も考えられる。

�����

　Ｅ－１０区Ⅱｂ層上面で発見された。平面形は検出面で１．９７ｍ×１．４０ｍ，床面で１．７７ｍ×１．１８ｍの

略円形，断面形は逆台形で検出面からの深さが０．３７ｍで，Ⅲｂ層（御池軽石１次堆積層）まで掘り

込まれている。床面は比較的なだらかで，ごく部分的にではあるが数か所で赤化している。埋土は

複数枚確認され，いずれの層にも炭化物と御池軽石のパミスが混在していた。壁面に接して床面近

くから炭化木が１点発見された。この炭化木の放射性炭素年代測定結果は１８６０±１００で，１世紀前

半の値を示した。材質はアカガシ亜属に同定された。
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�����

　Ｄ－７区Ⅱｂ層上面で発見された。平面形は，検出面で２．１８ｍ×１．９５ｍ，底面で１．４８ｍ×１．２９ｍ

の不整円形，断面形はカマボコ形で検出面からの深さは０．２５ｍである。床面は概ね平坦だが若干凹

凸がみられる。床面東隅にほぼ垂直に掘り込まれた柱穴が１か所発見された。埋土は２枚確認され，

どちらの層にも炭化物が混在していた。床面近くで採取した炭化物の放射性炭素年代測定結果は

１４１０±９０で，５世紀中頃の値を示した。材質はキハダと同定された。

　柱穴が土坑の床面から掘り込まれていることから，竪穴住居跡の可能性もある。

�����

　Ｅ－１０区Ⅱｂ層上面で発見された。平面形は検出面が１．７４ｍ×１．５６ｍ，床面が１．３０ｍ×１．１６ｍの

略円形で，断面形はレンズ状を呈し検出面からの深さは０．４２ｍである。床面は比較的なだらかであ

る。埋土は３枚確認され，いずれの層も炭化物と御池軽石のパミスを含み，特に中間層は多量に含

まれているため土色が黒変して見える。

�����

　Ｅ－８区Ⅱｂ層上面で発見された。平面形は，検出面で０．９７ｍ×０．８８ｍの略円形，断面形は円錐

状で検出面からの深さは０．２８ｍである。壁面は緩く凹凸しており，埋土は１枚で軟質である。炭化

物は入っていなかった。
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�����

　Ｅ，Ｆ－９区Ⅱｂ層で発見された。平面形は，検出面で０．７８ｍ×０．７５ｍの略円形，断面形は逆台

形で検出面からの深さは０．１９ｍである。床面はなだらかで，埋土は１枚でしまりがある。埋土上層

より土師器の小片が１片出土した。

����（第７９図，表１７）

　Ⅱｂ層からわずかに出土した。

　��������は弥生時代の遺物と思われる。��は磨耗が激しく詳細を観察できない。混和剤には砂

粒が多く含まれる。口縁部の形状が特徴的である。��は甕の胴部片と思われる。内外面とも丁寧な

ナデ調整が施され，突帯の仕上げも丁寧である。突帯周辺にはススが付着している。��はやや分厚

い器壁で色調は肌色，角閃石が目立つ。外面に，赤色顔料で縦位の細線を描いている。

　�����は古墳時代の遺物と思われる。��は壷で，やや直線的な胴下半部と丸みを帯びて張る肩部，

立ち上がりの強い頸部という器形である。内面にケズリ調整が観察されるほか，外面肩部は，明瞭

なミガキ痕は観察されないものの，光沢を帯びている。��は小片で詳細がわからない。土師甕の可

能性もある。
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����（第８０図）

��������

　Ｋ－１３区Ⅲｂ層から１棟が発見された。樹根や耕作により部分的に破壊されていた。平面プラン

は１間×１間で，各柱穴間の距離は２ｍを越える。検出面でのピットの径は約３０�を測る。各柱穴

の断面形状は，おおむね底面がレンズ状に凹む逆台形で共通するものの，検出面からの深さは約２５

～４０�と不揃いである。

　柱穴の埋土は黒褐色土でⅡ層に類似するが，埋土中から遺物は出土しなかった。

����

　全部で６条発見された。いずれも顕著な硬化面が観察されたことから，道跡と判断されたもので

ある。検出面はすべてⅢ層上面である。時期は不明である。

���

　調査区の北端，Ｂ－２，３区から現在の県道とほぼ平行する形で発見された。埋土はレンズ状に

堆積する５枚があり，うち４枚は御池火山灰を含みかなり硬化している。最上部の１枚のみⅡ層の

黒色土である。最下面はややしまっており，検出面からの深さは約１５�である。
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���

　道跡１に平行して１．９ｍ程度発見された。埋土は２枚で御池火山灰はあまり含まないが硬化して

いる。最下面の検出面からの深さは約３�と浅い。道跡１に平行するため関連性を想定できるが，

調査区の関係でごく一部の検出にとどまっているため，積極的な言及はできない。

���

　Ｇ－６区で，調査区の中央を蛇行する農道と平行して発見された。本来，北側は現在の県道へ，

南側は農道下へのびると考えられるが，それぞれによって切断され消滅している可能性が高い。他

の道跡と異なりほとんど硬化面が形成されていないのが特徴である。埋土も御池火山灰を含んでお

らずやや軟質である。あるいは溝のような機能を持っていた可能性もあるが，埋土の観察などから

は推測できなかった。

���

　Ｈ－７～Ｇ－１０区にかけて，道跡３と同じく調査区内の農道と平行して発見されたが耕作等によ

る削平が著しく，埋土の観察などはできなかった。この道跡の特徴は，発見された範囲のうち南側

半分で観察される連続する円形の凹みである。近年，出水市の大坪遺跡をはじめ県下でも複数の発

見例が紹介されるようになった遺構で「波板状凹凸面」と呼称されるものと共通する遺構であろう

と思われる。

���

　Ｈ－８～Ｇ－９区にかけて，道跡４に平行する形で発見された。蛇行の具合も道跡４とほぼ揃う

ことから関連性が窺われるが，削平のため遺存状態が悪く，詳細を明らかにできない。なお，道跡

４のような円形の凹みは検出されていない。

���

　Ｅ－１２～Ｆ－１３区にかけて，上記１～５の道跡とはやや離れたところで発見された。耕作によっ

て上面をやや削平されているが，削平部分を図上で復元することができた。全体形状は溝状を呈し

ているが，底面には全体的に顕著な硬化が観察され，道跡として利用されていたと判断できる。な

かでも硬化面が３条，切り合い関係を想定できる形で認められる。

����（第７９図）

　Ⅱｂ層から出土した。

　��，��は土師器の碗と考えられる。

　��，��は肥前系の染付と考えられる。��は白薩摩壷の口縁部で，口唇部に目跡が観察される。��

は黒薩摩甕の口縁部で，口唇部平坦面は掻き取りによるとみられる露胎である。��は黒薩摩急須の

蓋である。��は黒薩摩皿である。見込みはケズリで整形されている。
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　調査は，測量基準として，施工計画図面の西端の用地杭２点間を結ぶ線を基軸に１０ｍ間隔のグリッ

ドを設定して実施した。

　調査の方法としては，伐採等の環境整備を実施し，重機によって表土及び火山灰層，無遺物層を

除去した後，縄文時代晩期相当層から人力による掘り下げを実施した。晩期相当層は耕作等のため

ほとんど残っていなかったため，縄文早期相当層まで掘り下げ，Ⅵ層上面で遺構検出作業を行った。

遺構は発見されなかったが，検出した遺物等について写真撮影，取り上げ作業を実施した。その後

Ⅶ層上面まで人力で掘り下げ，出土遺物の取り上げを行い，遺構検出を試みた。また，任意に下層

確認トレンチを設定し，遺物包含層の把握につとめた。

　また，原村Ⅰ遺跡と同様に，平成１１年度の確認調査実施時点で事業区内に未買収地や耕作物等調

査に至る条件整備が整っておらず十分な確認調査を行えない区域があった。そのため，該当区域に

本調査と平行して「確認補充トレンチ」を設定し様相の把握を行った結果，すべてのトレンチで包

含層は残っていたものの遺構，遺物は発見されなかった。

　そのため，当初の計画より包含層ごとの調査面積が縮小することとなり，調査期間の短縮につな

がった。

　その結果，遺構は発見されなかったものの，遺物では，縄文時代早期後葉の平栫式土器を中心に

大形の石皿や磨石，凹石などが出土した。確認補充トレンチからは縄文時代早期前葉の前平式土器

も出土した。

��

　原村Ⅱ遺跡の土層は，Ⅰ遺跡と同様にシラス台地縁辺部の緩傾斜地にあるため，概ね安定した堆

積状況を示している。詳細については第Ⅴ章第１節土層（Ｐ９１，９４）を参照されたい。

��������	
�

���������

�����（第８１～８５図）

　Ⅴ層及びⅥ層から遺物が出土したほか，ごくわずかではあるがⅡ層からも遺物が出土した。以下，

層ごとに特徴が類似する遺物をまとめて略述していきたい。

　���（�～��）

　従来の研究で縄文時代早期前葉に位置づけられているものをまとめた。小片がほとんどで，器形

の全容がわかる資料はない。

　�，�，�，�は，薄い器壁と楔形突起，貝殻刺突文が特徴的な前平式土器に比定される資料で

ある。�は全体が磨耗しており詳細な観察はできない。�は他の資料に比べて楔形突起の整形が若

干丸みを帯びているようである。�には外面にススが付着している。�は小片な上に内面も剥落し

ており詳細を明らかにできないが，外面に連続刺突文が鋸歯状に施文されているようにみえること
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から，下剥峰式土器に比定できると考えられる。

　��は完全な平底で，外面には斜位の貝殻条痕文が施文されていることから，石坂式土器に比定で

きると考えられる。

　�，�，��は押型文土器に比定できる。いずれも振れ幅が小さく，彫込みが大きい山形押型文が

施文されている。

　�は舌状の口縁部断面と横位の貝殻条痕文が特徴で，中原式土器に比定できると考えられる。外

面にススが付着している。

　�は，焼成良好で硬く，１段の縄文が羽状に浅く施文されている。小片のため型式はわからない

が，押型文土器に付随して出土する縄文土器の可能性もある。��はごく細かい縄文が施文される資

料で，型式等は不明である。晩期の組織痕土器の可能性もある。

����（第８２，８３図��～��）

　胎土にウンモが多く含まれ，直線的もしくはごくわずかに張る胴部から緩やかに外反する口縁部

にいたる器形を有し，器面は内外面とも丁寧なナデ調整が施され，刻目突帯文と，主に明瞭な沈線

と列点で羽状のモチーフが描かれた資料をまとめた。接合できなかったものの，同一個体の破片と

想定されるものが散見された。ほぼ，縄文早期中葉に位置づけられている妙見式土器に比定できる。

　�����は羽状文を縄文で表現している。どちらも磨耗しており詳細は不明だが，突帯の刻目にも

縄文が刻まれている。��は，刻目突帯文の展開の様子から，波状口縁を有する器形である可能性が
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ある。�����は，口唇部を方形に整形し，沈線を板状の施文具で施文している。同一個体の可能性

がある。��は文様の割付自体はほかの資料と共通するようだが，沈線を唐草様に曲げて描いている

のが特徴である。

　��～��の資料は，口縁部でまとめた。口唇部外面に刻目突帯文を１～２条貼り付け，頸部には，

横位の沈線文を２条施文した後，その空隙に列点文を施文して器形の変化を強調させている。そし

て，刻目突帯文と沈線文の間にできた口縁部の空間には，斜位の並行沈線文もしくは空間をさらに

斜めに分割して縦位の沈線文が施文されている。��には，頸部の沈線文のところに短い横位の刻目

突帯文を貼り付けている。

　��～��は胴部資料をまとめた。口縁部から頸部にみられた施文技法で羽状のモチーフを横に展開

させているのが特徴である。また，下位に列点文が施文されている資料があり（��，��，��，��），

それらを観察すると，列点文より下位では器壁が著しく薄くなっていることがわかる。

　��～��は２類もしくは次の３類の底部と考えられる。��は底部円盤がレンズ状に成形され，

��，��は底部外端に粘土を付け足していることから，いずれも上げ底となるよう意識して製作され

たようである。��の外面調整は他の２点に比べ粗い。��は便宜上２類としているが，小形で特異な

資料である。器面調整はヨコナデであるがあまり平滑になっていない。口縁部のみ，別の工具でさ

らにナデて仕上げている。口縁部及び胴部下半には，ススがほぼ前面に付着している。

　���（��～��）

　胎土に長石や角閃石が含まれ，器壁が薄く，平底から樽形の胴部を経て頸部で屈曲し口縁部は

ラッパ状に開く口縁部に至ると想定される器形を有し，並行沈線文と網目状撚糸文が施文されるも

のをまとめた。ほぼ縄文早期後葉に位置づけられる平栫式土器に比定できる。

　��～��は口縁部片である。この中にはラッパ状に開く口縁部の途中が折れて二重口縁状になるも

の（��，��，��，��），二重口縁状のつくりを強調させ，その部分にのみ施文するもの（�����）な

どもある。ごく細かい刻目突帯文で区画された面に沈線で幾何学的モチーフの文様を施文するが，

��のように，口唇部の刻目文のみで他に施文しない資料もある。��，��，��，��，��は胴部片であ

る。いずれも薄い器壁の割りに硬緻である。網目状撚糸文は浅く，やや観察しにくいものが多い。

５８は３類の底部と考えられる。

　④�類（��～��）

　胎土に大きな混和剤がなく，おおむね淡暗茶褐色の色調と薄い器壁で，撚糸文を間欠して施文す

るものをまとめた。全形，型式ともに不明である。��は口縁部片で，断面略方形に整形している。

�����は頸部資料になると考えられる。��には撚糸文を施文したあとに横位の沈線文を２条施文し

ているのがわかる。ススも付着している。

　⑤�類（��～��）

　��～��をまとめた。すべて表採資料であるが，縄文晩期の土器に比定できると考えられる。��は

器形から鉢ないしマリ形土器で，外面にはススが付着している。��，��は組織痕土器と考えられる。
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�����（第８６，８７図）

　前章の原村Ⅰ遺跡で出土した石器とあわせて，器種ごとに略述したい。

�����（��～��）

　��は，原村Ⅱ遺跡出土の資料である。先端が欠損しているものの，抉りの深い「鍬形鏃」と呼

称される形状を呈している。右側辺の調整剥離はやや完成度が低い。��は，原村Ⅰ遺跡の撹乱層

から発見された。平坦剥離でややいびつな五角形に成形され，刃部調整剥離はあまり行われていな

い。

　��は原村Ⅱ遺跡出土の資料で，尖頭状石器先端部の可能性のある資料である。厚みのある縦長

剥片の先端部を利用しており，再利用を試みたような剥離面も観察されるが，詳細は明らかにでき

なかった。

　��は，原村Ⅱ遺跡出土の異形石器で，撹乱層からの発見であるが掲載した。厚みのある素材を

用い，丁寧な整形剥離がなされている。刃部調整剥離は認められない。

���（��～��）

　��は，原村Ⅱ遺跡出土の磨製石斧である。棒状の転石に成形剥離を施し，研磨して刃部を形成

している。素材の形状のためか，刃部は全体形状に比して小さいが，使用によると考えられる微細

な剥離が観察される。��は原村Ⅱ遺跡表採品の打製石斧である。横長の剥片を用い，両側辺に整

形剥離を施している。刃部調整は背面側からのみ行われている。��も原村Ⅱ遺跡表採品の打製石

斧である。いびつな形状だが，破損でなく当初からこの形状だったと考えられる。しかし，刃部に

明瞭な使用痕がないことから，一時的な利用にとどまった可能性がある。

�������（��～���）

　��は原村Ⅰ遺跡出土の磨石・敲石である。表裏ともに磨面が形成されている。敲打面は図のよ

うに集中している。��は原村Ⅱ遺跡出土の磨石である。表裏とも光沢を帯びる範囲が認められる。

敲打痕など，敲き具としての使用をうかがわせる痕跡は肉眼では観察できなかった。���は原村Ⅱ

遺跡出土の磨石で，表裏に平滑面が認められる。敲打痕らしきものも観察できるが，不明瞭である。
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���（���～���）

　���は，原村Ⅰ遺跡出土の石皿の破損品である。表裏ともに使用による顕著な凹面が形成されて

いる。早期の遺跡からしばしば出土例のある，平面アーモンド形で一方に注ぎ口をもつタイプのも

のの可能性がある。

　���は，原村Ⅱ遺跡出土の石皿である。Ⅵａ層から出土した。砂岩の大きな板状礫を用い，表の

使用面は浅く凹む。使用面は下端まで続いているのが観察できることから，大形ではあるが馬蹄形

で注ぎ口を持つタイプの石皿と同じ機能を持っていたことも想定される。裏面にも若干磨り面が観

察されるが，観察される部位が限られるため，表面とは異なる行為の結果ついたと考えられる。

　���も，原村Ⅱ遺跡Ⅵａ層出土の石皿である。表裏面とも使用痕が観察される。一部が破損した

資料であるが，割れ面が磨耗して丸く潰れていることから，破損後も使用されたことが伺われる。

���������	
（第８５図）

　第１節でも述べたように，弥生時代以降の包含層は耕作等により既にかなりの撹乱をうけており，

遺構は発見できなかった。遺物も包含層出土の資料はなかったが，地表面や撹乱層から若干拾うこ

とができたものを掲載したい。

　��は東播系の碗と思われる。既に剥がれたか，外面に釉は観察できなかった。��は薩摩焼の甕と

考えられる。掻き落とし文が観察される。��は薩摩焼の皿である。砂目や割れた口縁部にタール状

のススが付着していることから，灯明皿として再使用されていた可能性がうかがわれる。��も薩摩

焼で，急須の蓋である。やや焼きひずみが認められる。
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㈲遺物材料研究所

　����

　勾玉，玉，垂玉，管玉などの岩石名の推定は，一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定し，それ

が真実のよう思われているのが実態である。玉類の原材料としては滑石，軟玉（角閃石），硬玉，

蛇紋岩，結晶片岩，碧玉，緑色凝灰岩（グリーンタフ）などが推測される。それぞれの岩石の命名

定義に従って岩石名を決定するが，非破壊で命名定義するには限度があり，若干の傷を覚悟して硬

度を求める，色，光沢感，比重，介在物の有無，定性的な成分組成を求めるなどであり，岩石名を

決める重要な結晶構造，屈折率など鉱物組成を明らかにする情報は得られない。また，肉眼観察で

求めた岩石名が岩石・鉱物学界で通用するとは思えない。原石名が決定されたのみでは考古学の資

料としては不完全で，例えば緑色凝灰岩の管玉と言う岩石名が決められても産地は沢山あり何れの

産地か不明である。また，軟らかく加工が容易だと想像できても，実際の硬度，打撃亀裂性などを

測定した上で考察しなければ，古代の管玉製作技術に関する資料として無意味である。地学の専門

家でも肉眼観察では，岩石名を間違うことは避けられないと指摘している。岩石名を決定すること

よりも，どこの産地の原石が使用されているか，産地分析が行われて初めて，考古学に寄与できる

資料となり，また産地分析の過程で岩石名決定に関係する情報の一部が得られるが岩石名を特定す

るには至らない場合が多い。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは，中国雲南省，ビルマなどの国

外説が主であったが，発見後は専ら国内説が有力となり，また，岩石学的方法および貴重な考古遺

物を非破壊で産地分析を行える蛍光Ｘ線分析を用いた元素比法が報告されている。また，碧玉製管

玉の産地分析で系統的に行った研究では蛍光Ｘ線分析法と電子スピン共鳴法を併用し産地分析をよ

り正確に行った例）が報告されている。石鏃などの石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なる

ため，それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。�石器の原材産地推定で明らかになる

遺跡から石材原産地までの移動，活動範囲は，石器が生活必需品であるため，生活上必要な生活圏

と考えられる。�玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではない。勾玉，管玉は権力の象

徴，お祭，御守り，占いの道具，アクセサリーとして，精神的な面に重要な作用を与えると考えら

れる。従って，玉類の産地分析で明らかになるヒスイ製玉類の原石産地からの分布範囲は，権力の

象徴としての玉類であれば権力圏を現わしているかもしれないし，お祭，御守り，占いの道具であ

れば，同じような習慣を持つ文化圏であることが推測される。石器の原材産地分析では得られない

貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。産地分析で遺物の原材産地が特定出来なくて

も得られた分析値と同じ元素組成の遺物を使用した遺跡の広がりを求めることにより，遺跡間相互

になんらかの関係があったと推測できる情報が得られ，将来，原材産地の所在地が明らかになれば

原石伝播に関する情報も得られる。今回分析を行った玉類は鹿児島県曽於市末吉町青木に位置する
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西原遺跡の縄文時代後期後葉の中岳式土器期の№３４遺構出土の結晶片岩様緑色岩製管玉３個を含み，

他に有孔石製品１個と石製管玉２個の合計６個で産地分析の結果が得られたので報告する。

��������	
���
��

　原産地推定の第一歩は，原産地間を区別する人間で言えば指紋のような，その原産地だけにしか

ないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ，比重

の違い，原石に含有されている元素組成の違いなどにより原産地同士を区別できなければ産地分析

はできない。成功するかどうかは，とにかくおこなってみなければわからない。原産地同士が指紋

でもって区別できたならば，次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して一致しな

い原産地を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。また，原石産地が不明の

玉材を使用した遺物についても，遺物同士の指紋を比較することにより，同質の玉材が使用されて

いるか否かが判定できる。

　ヒスイ，碧玉製勾玉，大珠，玉などは，国宝，重要文化財級のものが多くて，非破壊で産地分析

が行なえる方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している）非破壊で分析を行な

う蛍光Ｘ線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

　遺跡から出土した大珠，勾玉，管玉などを水洗いして試料ホルダ－に置くだけの完全な非破壊で

産地分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光Ｘ線分析法で元素の種類と含有量を求め，試料の形や大き

さの違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をとり，この元素比の値を原産

地を区別する指紋とした。結晶片岩様緑色玉類はＥＳＲ法を併用するが試料を全く破壊することなく，

玉に含有されている常磁性種を分析し，その信号から玉材産地間を区別する指標を見つけて産地分

析に利用した）。

��������	
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　原石産地不明の結晶片岩様緑色製の玉材および玉類は九州南部の遺跡から出土するが，原石産地

は不明で，肉眼的に均一な石質ばかりではなく，中には不均一で緑色の部分に石英脈状岩石が貫入

しているもの，緑色部分に黄色の微小斑点が見られる物，結晶並びが明確なもの，またヒスイ様に

見える部分があるなど様々である。従って，これら玉類はヒスイ製，軟玉製，滑石製，蛇紋岩製な

ど様々に推測されてきた経緯がある。この玉類の岩石名を決定するには，岩石を構成する鉱物の種

類を求める必要があり，Ｘ線回折など結晶定数から同定する必要がある。蛍光Ｘ線分析でこれら玉

類から硬玉の主成分組成であるＮａ元素が検出限界以下であることと，硬玉の比重の３．１以上に達し

ないとの理由から硬玉の可能性はないと考えられる。また，玉類の比重が２．７以上であることから

石材が碧玉の可能性も否定できる。これら玉材の割れ面は平面のものが多く，肉眼観察で結晶に平

行な劈開面がみられることから，結晶片岩様緑色岩と仮称する。結晶が一定方向に並んだ岩石は広

域変成帯で生成されることから玉材の起源が変成帯の可能性が推測される。広域変成帯ではＭｇが

主成分の蛇紋岩，Ｍｇ，Ｃａが主成分の透角閃石とかＭｇ，Ｃａ，Ｆｅが主成分の陽起石の軟玉が産出す

る。玉類に含有されるＭｇ�Ｓｉが１．０前後ではＭｇが主成分の蛇紋岩とは言えない。また，Ｃａ�Ｋの値
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が１．０以下ではＣａが主成分の軟玉とは言えない。滑石鉱床はしばしば蛇紋岩中の小レンズ鉱床と

なっている場合が多く，滑石は玉類の原材料に使用される。出土玉類の中には硬度が約２．５のもの

も見られ，比重なども滑石，蛇紋石に近いが一致しない。緑色であることを考慮すると緑泥石の比

重，硬度に一致する。しかし緑泥石の主成分組成のＭｇ，Ｆｅの量が少ない。また，緑泥石の可能性

が低い理由としてＫの含有量が非常に高いことがあげられる。これら玉類の硬度，比重，Ａｌ元素，

Ｋ元素の含有量が多いことなどを考え合わせると雲母系と一致すると考えられるが結晶構造による

判断が必要である。遺物のＣｒの含有量が比較的多くなっている。このクロムがＣｒ３＋として存在して

いると，緑色になることが知られているため，Ｃｒが緑色の原因元素になっている可能性は考えられ，

岩石名の決定には様々な鉱物学的分析に基づいた結果から求める必要がある。他の結晶片岩様緑色

岩製玉のＸ線回折の結果によれば，細粒の白雲母の微結晶集合体であると同定している。鹿児島県

加世田市川畑２６２７－１に位置する上加世田遺跡の縄文時代後期出土の玉材は，これら結晶片岩

様の緑色岩を使用した玉造遺跡で，平成８年度出土の管玉４６個，勾玉６個，小玉６個，未製品１２個，

玉材３９個，平成７年以前の調査で出土した玉類４０個の合計１５０個を蛍光Ｘ線分析によって元素を分析

し，その結果を分類して上加世田第１群，上加世田第２群，上加世田第３群，上加世田第４群の４

個の遺物群を作った（表１）。また，上加世田諸群に一致しない遺物が，的場遺跡，川平遺跡，大

坪遺跡で見つかり，それぞれ遺物群を作り，他の遺跡で使用されているか否かを判定できるように

表１に登録した。このように各遺物群に分類されるのは結晶片岩様緑色岩の原石産地が分類群ごと

に数カ所存在するのではなく，肉眼観察とＥＳＲ分析結果から推測して，含有される鉱物の種類が多

く，分布が不均一なために玉ごとの元素組成の変動が大きくなったと推測される。各遺跡で出土す

る結晶片岩様緑色岩製玉類の蛍光Ｘ線分析値と上加世田遺跡などの遺物群と比較し多変量統計のマ

ハラノビスの距離からＴ２検定することにより上加世田遺跡の玉に一致するか否か同定できる。
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　遺跡から出土した玉類は表面の泥を超音波洗浄器で水洗いするだけの完全な非破壊で蛍光Ｘ線分

析を行った。分析番号９９３５３～９９３５８番の遺物は結晶片岩様緑色岩製と推測され観測された元素は，

マグネシウム（Ｍｇ），主成分と推測されるアルミニウム（Ａｌ），珪素（Ｓｉ）であり，その他に比較的含

有量の多い元素はカリウム（Ｋ），チタン（Ｔｉ），クロム（Ｃｒ），鉄（Ｆｅ），バリウム（Ｂａ）で，他にカル

シウム（Ｃａ），ルビジウム（Ｒｂ），ストロンチウム（Ｓｒ），イットリウム（Ｙ），ジルコニウム（Ｚｒ），ニ

オブ（Ｎｂ），マンガン（Ｍｎ）の１５元素で，これら元素をセイコーインスツルメンツ社製卓上型ケイ光

Ｘ線分析装置（ＳＥＡ２１１０Ｌ）により分析を行った。蛍光Ｘ線スペクトルを図１－１～１－６に示し

た。この遺物の原石産地を明らかにするためにＡｌ�Ｓｉ，Ｋ�Ｓｉ，Ｃａ�Ｋ，Ｔｉ�Ｋ，Ｋ�Ｆｅ，Ｒｂ�Ｆｅ，

Ｆｅ���   Ｚｒ       ，Ｒｂ�Ｚｒ，Ｓｒ�Ｚｒ，Ｙ�Ｚｒ，Ｍｎ�Ｆｅ，Ｔｉ�Ｆｅ，Ｓｒ�Ｒｂ，Ｙ�Ｒｂ，Ｍｇ�Ｓｉ，Ｃｒ�Ｆｅ，Ｂａ�Ｚｒ，
　

Ｂａ���   Ｓｒ       などの各元素比の値を求め表２に示した。また，玉の比重は岩石の種類を同定するときに重
　

要な指標になる。比重はメトラ－・トレド社ＡＧ２４５型電子天びんで，遺物の汚染をさけるため

に蒸留水を用いたアルキメデス法で測定した。得られた玉類のかさ比重は２．７６５～２．８７８であり，こ

れらの結果は上加世田諸群，的場遺跡，川平遺跡，大坪遺跡の遺物群の結晶片岩様緑色岩の比重２．６

～３．０の範囲にはいる。また，かさ比重が２．６７９より軽い遺物原石は上加世田群の中に１個見られるに
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すぎない。これら玉類の元素分析の結果について，上加世田諸群，的場遺物群，川平Ｉ遺物群，大

坪１４遺物群と比較した結果は，分析番号９９３５３番は上加世田第１群遺物群，９９３５４番，９９３５５番，９９３５８

番は上加世田第２群遺物群に，９９３５６番は上加世田第３群，９９３５７番は上加世田第３群にそれぞれ信

頼限界の０．１％を大きく越えて一致した（表３）。蛍光Ｘ線分析で含有元素が一致することが明らか

になったが，さらに，石製品（玉）に含有されている鉱物に関する信号を分析するＥＳＲ分析結果も

一致すればさらに正確な同定結果が得られる。

��������	
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　ＥＳＲ分析は玉類石材に含有されているイオンとか，玉材が自然界からの放射線を受けて出来た色

中心などの常磁性種を分析し，その信号から玉材産地間を区別する指標を見つけて産地分析に利用

する方法である。ＥＳＲの測定は完全な非破壊分析であり，直径が１１�以下の管玉状のものなら分析

は可能で，小さい物は胡麻粒大のものでも分析できる場合がある。通常ＥＳＲ信号を出す常磁性種が

一種類ではなく４種類以上あるため，ＥＳＲ信号は複雑なスペクトルになっている。上加世田遺跡で

は各玉製品とか玉材毎に４種類以上の常磁性種の混合比が不均一に含有されている。したがって，

ＥＳＲ信号はこれら常磁性種の合成した形で観測されるためにＥＳＲ信号のスペクトルの形は玉毎に

異なる。ここで大切はことは，上加世田遺跡の玉の信号と分析した管玉の信号を重ね合わせて一致

すれば言うことないが，一致しなくても同じ常磁性種が管玉に含有されているか否かが重要である。

ＥＳＲ信号を出す常磁性種の個数の同定を鹿児島県加世田市上加世田遺跡出土の緑色片岩様玉類の

分析結果を用いて試み図２に示した。図２－�のバックグラウンド信号と名付けた信号Ⅱは玉に

よっては信号形が異なることから複数の鉄イオンの信号で構成されている可能性が推測される幅広

い信号である。図２－�は幅の広いバックグラウンド信号と上加世田遺跡出土玉類に特徴的なＹ，

Ｘ，Ｗ，Ｚ，Ⅲの一組になったピーク信号を出す常磁性種とで構成される。信号ⅢにはＳｉＯ２に関係

した信号が含まれている可能性が推測される。Ｗ→Ⅲ，Ⅲ→Ｗ，Ｗ→Ｘのピーク間に見られる小さ

な常磁性種は玉によっては非常に大きな信号になり，Ｗ，Ｙ，Ⅲのピークと重なった部分は相互に

変形する。また，一組になったピーク信号は，例えばＹが測定されれば，残りのピークも他の信号

と合成されて変形して確認が困難な場合もあるが必ず存在する。図２－�は幅の広いバックグラウ

ンド信号に，マンガンイオンによると思われるＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕの同じ信号強度の６本が一

組の信号に合成されてできたＥＳＲスペクトルである。Ｍｎイオン濃度が低い状態で，�の信号と合

成されるとＰとかＰ，Ｑ（Ｗと重なり変形）のピークのみ確認されＲ，Ｓ，Ｔ，Ｕが変形したため

に確認できないと推測される場合が多い。図２－�は幅の広いバックグラウンド信号に，少量の�

が重なっている状態が確認でき，また，信号を出す常磁性種は同定出来ていないが，Ｏ，Ｖのピー

ク信号は２：１の比で１０００ガウス（Ｇ）間隔で対になって構成されている。以上最低４種類の常磁性

種の存在が確認できた。また，Ｗ→Ⅲ，Ⅲ→Ｗ，Ｗ→Ｘのピ－ク間に見られる信号が何種類の常磁

性種で構成されているか不明で，まだ上加世田遺跡出土玉類のＥＳＲ信号を完全に説明できない部分

が残っている。分光学的に説明ができなくても，Ｙ，Ｘ，Ｗ，Ｚ，Ⅲのピークを出す常磁性種が上

加世田遺跡出土玉類に共通して存在することを利用すれば玉類石材の産地分析に応用できる。

　今回測定したＥＳＲ信号は日本電子社製ＦＡ１００型電子スピン共鳴装置を用いて分析した。西原
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遺跡出土石製品（玉類）のＥＳＲスペクトルを図３に示す。ＥＳＲスペクトルには，マンガンイオンに

よると思われるＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕの同じ信号強度の６本が一組の信号として分析番号９９３５４

番～９９３５８番にみられ，分析番号９９３５３番，９９３５４番，９９３５５番，９９３５７番，９９３５８番のＥＳＲスペクトル

は，上加世田遺跡出土玉類に特徴的なＹ，Ｘ，Ｗ，Ｚ，Ⅲのピーク信号を出す常磁性種の幾つかが

重なっているように観測されることから，上加世田遺跡出土玉類と一致すると判定した。また，分

析番号９９３５６番にもマンガンイオンによると思われるＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕの信号が見られるが，

上加世田遺跡出土玉類に特徴的なＹ，Ｘ，Ｗ，Ｚ，Ⅲのピーク信号が見られない。しかし，上加世

田群の遺物の中のにも極めて似た（図２�）ＥＳＲ信号を示すものがあることから上加世田遺跡出土

玉類の玉材に一致すると判定した。玉類の産地分析では蛍光Ｘ線分析の結果とＥＳＲ信号の結果を併

せて総合的に判定し（表３），それぞれが同じ石材群に同定されたとき，玉類がそこの群の原石と

同じものが使用されていると推定した。
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　西原遺跡出土結晶片岩様緑色岩製石製品（玉類）は蛍光Ｘ線分析法による各原石群・遺物群との

ホテリングのＴ２乗検定の結果，およびＥＳＲ分析結果の両結果が上加世田遺跡出土玉類の結晶片岩

様緑色岩と一致したことから，西原遺跡出土の６個の石製品玉類には上加世田遺跡で使用されてい

る同じ元素組成の原石が使用されていると判定した。　今回分析した結晶片岩様緑色岩の原材産地

として特に注目されている産地であるヒスイ類似岩の原産地の長崎県大瀬戸町雪浦産原石と誤解さ

れることが非常に多い。確かに，肉眼観察では区別が困難で比重も一致している。この結晶片岩様

緑色岩と呼んでいる原材と大瀬戸町の原石の異なる点は，バリウム元素の含有量が結晶片岩様緑色

岩の方が桁違いに多いことである。このことにより，両者は容易に区別できる。結晶片岩様緑色岩

製玉類，剥片，加工途中の未製品が出土する遺跡は九州南部に集中し，その中で上加世田遺跡，大

坪遺跡，ワクド遺跡では剥片が確認されている。また，製品のみの使用では，縄文時代後期，晩期

または後期～晩期に関係する遺跡である宮崎県学頭遺跡の丸玉，岐阜県の西田遺跡（上加世田遺跡

より直線距離で約８００キロメートル伝播）の丸玉，島根県匹見町のヨレ遺跡の管玉，勾玉，岡山県

吉野□遺跡の管玉，向出遺跡出土の小玉，和歌山県溝ノ口遺跡出土の臼玉にそれぞれ使用されてい

る。このことから，結晶片岩様緑色岩も糸魚川地域産硬玉製玉類に匹敵する伝播距離を示す可能性

があり，古代人にとって非常に重要な玉類原材であったことが推測される（図４）。本遺跡出土管

玉は九州南部産の玉が伝播した可能性が推測され，本遺跡が九州南部の情報・文化を入手していた

と推測できる。
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１）茅原一也（１９６４），長者が原遺跡産のヒスイ（翡翠）について（概報）。長者ケ原，新潟県糸魚

川市教育委員会：６３ー７３

２）藁科哲男・東村武信（１９８７），ヒスイの産地分析。富山市考古資料館紀要　６：１－１８

３）藁科哲男・東村武信（１９９０），奈良県内遺跡出土のヒスイ製玉類の産地分析。

　　　　橿原考古学研究所紀要『考古学論攷』，１４：９５－１０９

４）藁科哲男・東村武信（１９８３），石器原材の産地分析。考古学と自然科学，１６：５９－８９

５）Ｔｅｔｓｕｏ　Ｗａｒａｓｈｉｎａ（１９９２），Ａｌｌｏｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｊａｓｐｅｒ　Ａｒｃｈｅｏｌｏｇｉｃａｌ

　　　　　　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｓ　Ｂｙ　Ｍｅａｎｓ　ｏｆ　ＥＳＲ　ａｎｄ　ＸＲＦ．　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ａｒｃｈａｅｏｌｏｇｉｃａｌ　

　　　　　　Ｓｃｉｅｎｃｅ　１９：３５７－３７３

６）東村武信（１９７６），産地推定における統計的手法。考古学と自然科学，９：７７－９０



－１２７－

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
��
�
 
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
��
�
 
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
��
�
 
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
��
�
 
�
�
�
�
�
�
�



－１２８－

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



－１２９－

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�



－１３０－

��������	
���
�

�　上加世田，的場遺跡出土遺物による遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

　　平均値±標準偏差値

　但し：的場遺跡小玉は上加世田第２群に４５回分析中１回のみ０．２％で一致

�　川平Ⅰ，大坪１４遺跡出土遺物による遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

　　平均値±標準偏差値
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１．試料と方法

２．測定結果

１）１４Ｃ年代測定値

　試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から，単純に現在（１９５０年ＡＤ）から何年前かを計算した値。１４Ｃの半減期は，

国際的慣例によりＬｉｂｂｙの５，５６８年を用いた。

２）δ１３Ｃ測定値

　試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は標準物質（ＰＤＢ）

の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

３）補正１４Ｃ年代値

　δ１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り，１４Ｃ／１２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出

した年代。

４）暦年代

　過去の宇宙線強度の変動による大気中１４Ｃ濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。

較正には，年代既知の樹木年輪の１４Ｃの詳細な測定値，およびサンゴのＵ－Ｔｈ年代と１４Ｃ年代の比較

により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは，約１９，０００年ＢＰまでの換算が可能
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となっている。

　暦年代の交点とは，補正１４Ｃ年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１σ（６８％

確率）・２σ（９５％確率）は，補正１４Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。

３．考察

　放射性炭素年代測定の結果，№１では３０８０±４０年ＢＰ（２σの暦年代で西暦紀元前１４２０～１２６０年），

№２では１０８０±６０年ＢＰ（２σの暦年代で西暦８１０～８４０，８６０～１０３０年）の年代値が得られた。なお，

№２では放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが，これは該当時

期の暦年代較正曲線が不安定なためである。

文献

Ｓｔｕｉｖｅｒ，　Ｍ．，　ｅｔ．　ａｌ．，　（１９９８），　ＩＮＴＣＡＬ９８　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，　４０（３）．

中村俊夫（１９９９）放射性炭素法．考古学のための年代測定学入門．古今書院，ｐ．１－３６．

※遺構№９は土坑１７（第４１図），遺構№３４は竪穴住居跡（第３０図）である。
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１．はじめに

　植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸（ＳｉＯ２）が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス

質の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，

この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽

培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，２０００）。

２．試料

　分析試料は，遺構№９（土坑１７）の埋土，および遺構№３４（竪穴住居跡）の床面直上から採取さ

れた計２点である。

３．分析法

　植物珪酸体分析は，ガラスビーズ法（藤原，１９７６）を用いて，次の手順で行った（杉山，２０００）。

１）試料を１０５�で２４時間乾燥（絶乾），２）試料約１ｇに対し直径約４０μｍのガラスビーズを約０．０２

ｇ添加（電子分析天秤により０．１ｍｇの精度で秤量），３）電気炉灰化法（５５０�・６時間）による脱

有機物処理，４）超音波水中照射（３００Ｗ・４２ＫＨｚ・１０分間）による分散，５）沈底法による２０μｍ

以下の微粒子除去，６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成，７）検鏡・計数

　同定は，４００倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象と

して行った。計数は，ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１

枚分の精査に相当する。試料１ｇあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビー

ズ個数の比率をかけて，試料１ｇ中の植物珪酸体個数を求めた。

　また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個

あたりの植物体乾重，単位：１０－５ｇ）をかけて，単位面積で層厚１�あたりの植物体生産量を算出

した。ススキ属（ススキ）の換算係数は１．２４，ネザサ節は０．４８である。タケ亜科については，植物

体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

４．分析結果

�　分類群

　分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い，その結果を表１および図１に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　ススキ属型（おもにススキ属），ウシクサ族Ａ（チガヤ属など），ウシクサ族Ｂ（大型）

〔イネ科－タケ亜科〕

　ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節），未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来），未分類等
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〔樹木〕

　ブナ科（シイ属），ブナ科（アカガシ亜属），クスノキ科，マンサク科（イスノキ属），アワブキ科，

その他

�　植物珪酸体の検出状況

　遺構№９の埋土では，樹木（照葉樹）のマンサク科（イスノキ属）が１６万個／ｇ以上と極めて多量

に検出され，ブナ科（シイ属）も比較的多く検出された。また，樹木ではクスノキ科やアワブキ科

なども検出された。イネ科ではススキ属型，ウシクサ族Ａ，ネザサ節型などが検出されたが，いず

れも少量である。

　遺構№３４の床面直上では，樹木（照葉樹）のブナ科（シイ属）が比較的多く検出され，ブナ科

（アカガシ亜属），クスノキ科，マンサク科（イスノキ属），アワブキ科なども検出された。イネ科

ではススキ属型，ウシクサ族Ａ，ネザサ節型などが検出されたが，いずれも比較的少量である。

　なお，イネ科栽培植物（イネ，ムギ類，ヒエ，アワ，キビなど）に由来する植物珪酸体は，いず

れの試料からも検出されなかった。

５．考察

　遺構№９（炭化物層を伴う竪穴状遺構）の埋土の堆積当時は，遺跡周辺はイスノキ属やシイ属，

クスノキ科などの照葉樹林に覆われるような状況であったと考えられ，部分的にススキ属やチガヤ

属などのイネ科植生が生育する比較的開かれたところも見られたと推定される。なお，イスノキ属

が極めて多量に検出されることから，同遺構ではイスノキ属の葉が何らかの形で利用されていた可

能性が考えられる。

　遺構№３４（竪穴住居跡）の床面直上の堆積当

時は，遺構周辺はススキ属やチガヤ属，ネザサ

節などが生育する比較的開かれた環境であっ

たと考えられ，遺跡周辺にはシイ属，アカガシ

亜属（カシ類），クスノキ科，イスノキ属など

の照葉樹林が分布していたと推定される。

文献

杉山真二（１９９９）植物珪酸体分析からみた九州南部

の照葉樹林発達史．第四紀研究．３８（２），ｐ．１０９－１２３．

杉山真二（２０００）植物珪酸体（プラント・オパール）．

考古学と植物学．同成社，ｐ．１８９－２１３．

藤原宏志（１９７６）プラント・オパール分析法の基礎

的研究�－数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量

分析 法－． 考古学と自然科学，９，ｐ．１５－２９．
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１．はじめに

　花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り，遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。

花粉などの植物遺体は，水成堆積物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分

解されて残存していない場合もある。

２．試料

　分析試料は，遺構№３４（竪穴住居跡）の床面直上から採取された１点である。

３．方法

　花粉粒の分離抽出は，中村（１９７３）の方法をもとに，以下の手順で行った。

１）５％水酸化カリウム溶液を加えて１５分間湯煎

２）水洗処理の後，０．５�の篩で礫などの大きな粒子を取り除き，沈澱法で砂粒を除去

３）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

４）水洗処理の後，氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

５）再び氷酢酸を加えて水洗処理

６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し，グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

７）検鏡・計数

　検鏡は，生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行った。花粉の同定は，島倉（１９７３）および中村

（１９８０）をアトラスとして，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって，科，

亜科，属，亜属，節および種の階級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結

んで示した。

４．結果

�　分類群

　出現した分類群は，樹木花粉７，草本花粉５，シダ植物胞子２形態の計１４である。分析結果を表

１に示し，主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

　スギ，クリ，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，カエデ属，ブドウ属，ニワトコ属－

ガマズミ属

〔草本花粉〕

　カヤツリグサ科，ギシギシ属，フウロソウ属，タンポポ亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子，三条溝胞子
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�　花粉群集の特徴

　花粉の検出数（総数）は比較的少ないが，樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属が多く，スギ，ク

リ，コナラ属コナラ亜属などが伴われる。草本花粉ではヨモギ属，ギシギシ属，タンポポ亜科など

が検出され，シダ植物胞子も出現する。

５．花粉分析から推定される植生と環境

　花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが，当時の遺構周辺は

ヨモギ属やタンポポ亜科などが生育する比較的開かれた環境であったと考えられ，遺跡周辺にはア

カガシ亜属（カシ類）などの照葉樹林が分布していたと推定される。花粉があまり検出されない原

因としては，乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことな

どが考えられる。

文献

中村純（１９７３）花粉分析．古今書院，ｐ．８２－１１０．

金原正明（１９９３）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第１０巻古代資料研究の方法，角川書店，ｐ．

２４８－２６２．

島倉巳三郎（１９７３）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集，６０ｐ．

中村純（１９８０）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第１３集，９１ｐ．
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１．はじめに
　木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から属レベル程
度の同定が可能である。また，木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較
的近隣の森林植生の推定が可能であり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を
探る手がかりとなる。

２．試料
　試料は，遺構№９から採取された炭化材１点である。

３．方法
　炭化材を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面，放射断面，接線断面）を作製し，落射顕
微鏡によって７５～７５０倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

４．結果
　分析の結果，ツブラジイ　Ｃａｓｔａｎｏｐｓｉｓ　ｃｕｓｐｉｄａｔａ　Ｓｃｈｏｔｔｋｙ　と同定された。以下に同定根
拠となった特徴を記し，各断面の顕微鏡写真を示す。

ツブラジイ　Ｃａｓｔａｎｏｐｓｉｓ　ｃｕｓｐｉｄａｔａ　Ｓｃｈｏｔｔｋｙ　ブナ科
　横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が，やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で
小道管が火炎状に配列する。放射組織は，単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面：道管
の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなり，同性放射組織型である。接線断面：放射組織は
同性放射組織型で，単列のものと集合放射組織が存在する。

５．所見
　分析の結果，遺構№９の炭化材はブナ科シイ属のツブラジイと同定された。ツブラジイは関東以
南の本州，四国，九州に分布する常緑の高木で，高さ２０ｍ，径１．５ｍに達する。材は耐朽性，保存
性低く，建築材などに用いられる。ツブラジイは照葉樹林の主要構成要素の一つであり，本遺跡周
辺にも多く分布していたと考えられる。

文献
佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．２０－４８．

佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．４９－１００．
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�加速器分析研究所

�　測定の目的

　出土例の少ない中岳式土器の時間的な位置づけを行なうための参考とする。

�　遺跡の立地

　西原遺跡は，鹿児島県曽於市末吉町檍に所在する（北緯３１°３６′，東経１３１°０３′）。標高１８５ｍの

舌状火山灰（シラス）台地の縁辺部に立地する。

�　測定対象試料

　Ⅲａ層から出土した中岳式土器に付着した炭化物２点（№１：ＩＡＡＡ－７０９２７・№４：ＩＡＡＡ－７０９２８），

Ⅳａ層から出土した中岳式土器に付着した炭化物（№５：ＩＡＡＡ－７０９２９），合計３点である。中岳式

土器は縄文時代後期後葉に位置づけられる。

�　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物を

取り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純水で中

性になるまで希釈する。アルカリ処理では０．００１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を用いて

数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩酸（８０

�）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際に

は，遠心分離機を使用する。

３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱

する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を

精製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを作

製する。

６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，加

速器に装着し測定する。

�　測定方法

　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）
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を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供された

シュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実

施する。また，加速器により１３Ｃ�１２Ｃの測定も同時に行う。

�　算出方法

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定された，１９５０年を

基準年として遡る１４Ｃ年代である。

３）付記した誤差は，次のように算出した。

複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の統

計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される

δ１３Ｃの値を用いることもある。

δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　　����������������������������　　　�

　　��������������������������������　�

　　　ここで，���������������������������������������

　　　　　　　������������������������������������������

　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀

のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，加速

器により測定中に同時に１３Ｃ�１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃを用

いることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算

した上で計算した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。

　　��������������������������������������������������������	

　　　　　　または

　　　　　　��������������������������������������������������	

��������������������������������������

　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭

酸ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。

多くの場合，同位体補正をしないδ��Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一時代のも
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のと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ        ）
　

がよく使われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

　　�������������������������

����������������������

　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　�������������������������

���������������������

５） １４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。

６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ３．１０

較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　

 Ｐｌｉｃｈｔ 　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ２００１）を使用した。
　

�　測定結果

　Ⅲａ層から出土した中岳式土器に付着した炭化物２点の１４Ｃ年代は３１２０±４０ｙｒＢＰ（№１：ＩＡＡＡ

－７０９２７）と３０７０±４０ｙｒＢＰ（№４：ＩＡＡＡ－７０９２８），Ⅳａ層から出土した中岳式土器に付着した炭化

物の１４Ｃ年代は３０７０±４０ｙｒＢＰ（№５：ＩＡＡＡ－７０９２９）である。暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，

全て１４４０～１３０５ＢＣに含まれ，縄文時代後期後葉に相当する。測定値は誤差範囲で一致し，化学処

理および測定内容にも問題が無いことから，妥当な年代と考えられる。
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参考

　ＩＡＡＡ－７０９２８に関しましては，予備試料�を処理し測定した結果になります。

　ＩＡＡＡ－７０９２９に関しましては，予備試料�を処理し測定した結果になります。

ここに記載するＬｉｂｂｙ　Ａｇｅ（年代値）と誤差は下１桁を丸めない値です。
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パリノ・サーヴェイ�

はじめに

　原村Ⅰ遺跡（鹿児島県曽於郡末吉町南之郷原村に所在）は，大淀川右岸にある台地上に位置する。

今回の分析調査では，遺構の年代観に関する情報を得るために放射性炭素年代測定，遺構構築時の

周辺植生について検討するために花粉分析・植物珪酸体分析を実施する。

１．試料

　放射性炭素年代測定を行う試料は，土坑№１の床面直上から出土した炭化材と，土坑№３覆土か

ら出土した炭化材の２点である。

　花粉分析・植物珪酸体分析を行う試料は，土坑№３，土坑№４，土坑№５の各遺構覆土から採取

された３点である。これらの土壌試料は，いずれも暗褐色を呈する砂質シルトより構成される。

２．分析方法

�　放射性炭素年代測定

　測定は，株式会社加速器分析研究所の協力を得た。今回の測定は，β線計数法で行う。なお，放

射性炭素の半減期は，ＬＩＢＢＹの半減期５５７０年を使用する。

�　花粉分析

　試料を湿重で約１０ｇ秤量し，水酸化カリウム処理，篩別，重液分離（臭化亜鉛，比重２．３），フッ

化水素酸処理，アセトリシス処理（無水酢酸：濃硫酸＝９：１）の順に物理・化学的な処理を施し

て花粉・胞子化石を分離・濃集する。処理後の残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作製し

た後，光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し，出現する全ての種類について同定・計数する。

　結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。なお，表中で複数の種類をハイフォン（－）で

結んだものは，種類間の区別が困難なものを示す。

�　植物珪酸体分析

　湿重５ｇ前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理，沈定法，重液分離法（ポリタングステン

酸ナトリウム，比重２．５）の順に物理・化学処理を行い，植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しや

すい濃度に希釈し，カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後，プリュウラックスで封入してプ

レパラートを作製する。

　４００倍の光学顕微鏡下で全面を走査し，その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細

胞に由来した植物珪酸体（以下，短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体

（以下，機動細胞珪酸体と呼ぶ）を，近藤・佐瀬（１９８６）の分類に基づいて同定・計数する。

　結果は，検出された種類とその個数の一覧表で示す。また，検出された植物珪酸体の出現傾向か

ら古植生について検討するために，植物珪酸体群集と珪化組織片の分布図を作成した。各種類の出

現率は，短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に，それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。
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３．結果

�　放射性炭素年代測定

　結果を表１に示す。

　土坑№１床面直上の炭化材は約１，４１０年前の６世紀中頃，土坑№３埋土の炭化材は約１，８６０年前の

１世紀後半に相当する値を示す。

　なお，土坑№１床面直上の炭化材はキハダ，土坑№３埋土の炭化材はアカガシ亜属に同定された。

�　花粉分析

　結果を表２に示す。

　いずれの試料も，検出される花粉化石の保存状態が極めて悪く，外膜が溶けて薄くなっているも

のや，壊れているものが認められる。特に土坑№４および土坑№５では，花粉化石の検出個数が少

なく，シダ類胞子が多く検出される。

　土坑№３では草本花粉のマメ科・オミナエシ属が多産

し，この他にタデ属・ソバ属・シソ科などが検出される。木

本花粉では，マツ属やコナラ属アカガシ亜属などが検出

されるが，検出個数が少ない。

�　植物珪酸体分析

　結果を表３，図１に示す。

　各試料からは植物珪酸体が検出されるものの，保存状

態が悪く，表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

　各土坑試料での植物珪酸体の産状は同様である。すな

わち，ネザサ節を含むタケ亜科の産出が目立ち，ヨシ属，

ススキ属を含むウシクサ族，イチゴツナギ亜科などが検

出される。ただし，イネ属などの栽培種は認められない。

　また，樹木起源珪酸体第Ⅲグループや第Ⅳグループ（近

藤・ピアスン，１９８１）が検出される。第Ⅲグループは

「Ｙ」あるいは「く」の字状の形態を呈し，大部分の樹

木葉部に観察される。第Ⅳグループは網目模様の付いた

紡錘形を呈し，第Ⅲグループと同様に大部分の樹木葉部

で観察される。
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４．考察

�　遺構の年代

　測定年代値は，測定法自体が持つ誤差や時代による大気中の１４Ｃ濃度の違いなどにより，いわゆ

る暦年代とは一致しない。暦年代と放射性炭素年代を両軸とする較正曲線（Ｓｔｕｉｖｅｒ，Ｍ．　ｅｔ　ａｌ，

１９９８）では２０００～１７００年前の間で最大１００年程度古い方へ，ずれている。さらに，東村（１９９０）に

ある放射性炭素年代・年輪年代較正値のデータでは，６世紀中頃は放射性炭素年代が年輪年代より

約１００年古く，１世紀後半頃は約５０年古いとされて

いる。この点を考慮すれば，土坑№１床面直上の

炭化材は５世紀中頃，土坑№３埋土の炭化材は１

世紀前半に相当する。また，出土した炭化材が土

坑の構築された年代を反映すると仮定すれば，土

坑№１は５世紀中頃，土坑№３は１世紀前半にそ

れぞれ構築された可能性が考えられる。

　この点については，各土坑１点のみの測定デー

タであるため，同層位での複数の測定データを得

ての検討が望まれる。また，発掘調査で得られた

考古学的所見などと合わせて，総合的に評価され

ることが望まれる。

�　土坑周辺の古植生

　土坑覆土から検出された花粉化石の保存状態

は悪かった。一般的に花粉化石は，好気的な環境

条件下において，化学的な酸化や土壌微生物の影

響により分解・消失することが知られている。ま
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た，種類により分解に対する抵抗性が異なっており，広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に由来す

る花粉やシダ類胞子の方が分解しにくいとされている（中村，１９６７）。本遺跡が台地上に立地する

ことを考慮すると，土坑が埋積する過程で取り込まれた花粉化石の大半は，台地上の好気的な環境

のために分解・消失し，多産したシダ類胞子や検出された種類が残留したことが考えられる。特に

土坑№４および土坑№５では，その傾向が強かったのであろう。また，土坑№３でも花粉化石が検

出されるが，上記の理由により，得られた花粉化石群集が歪曲しており，当時の植生を十分に反映

していない可能性が大きいと考えられる。なお，土坑№３などで検出される花粉化石の多くが，人

里付近に生育する，いわゆる人里植物と呼ばれる種類を含む分類群であった。また，各土坑で検出

された植物珪酸体の種類も，集落周囲などの開けた場所に普通に見られる種類であった。これらか

ら，本遺跡周辺は開けた草地のような空間が広がっており，花粉化石を供給する母植物（タデ属・

マメ科・オミナエシ属・シソ科・オオバコ属・ヨモギ属・キク亜科・タンポポ亜科など）やネザサ

節を含むタケ亜科をはじめとしてヨシ属，ススキ属を含むウシクサ族，イチゴツナギ亜科などのイ

ネ科植物が周辺に生育していたことが示唆される。また，湿潤な場所に生育するヨシ属もわずかな

がら検出されたことから，調査区の周辺には湿潤な場所も存在した可能性がある。

　また，マツ属やコナラ属アカガシ亜属などの樹木花粉や樹木起源珪酸体の第Ⅲ・第Ⅳグループも

検出されたことから，後背地に樹木の存在も考えられる。

　ところで，今回の各試料からは，イネ属などのイネ科作物に由来する植物珪酸体が検出されなかっ

た。しかし，ソバ属の花粉化石が検出されており，土坑の周辺でソバ栽培が行われていた可能性が

ある。

　当該期の植生や農耕については，今後さらに同時期の堆積物を対象とした調査例を蓄積し，検討

する必要があろう。
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　西原遺跡では，旧石器時代・縄文時代早期および後期・古代～中世の遺構・遺物が発見された。

　旧石器時代の調査では三稜尖頭器の製作跡と考えられるブロックが２か所検出された。製品とと

もに，石器製作を裏付ける接合資料もあり，貴重な資料となった。

　縄文時代の調査では早期と後期の遺構・遺物が発見された。本遺跡の成果の中心を占める。まず，

縄文時代早期では大形土坑１基と１７基の集石遺構が検出された。大形土坑は４３０�×２１０�の隅丸長

方形状を呈するものであるが，本文中でも述べたように，２基の土坑の重複（ないし拡幅）の可能

性も考えられる。そしてそれは，南九州の縄文時代早期前半期によくみられる竪穴住居状の遺構の

在り方（規模や内部の状況）と類似しており，機能的にも注目される遺構である。

　集石遺構は土坑を伴うタイプ（１，２，１１～１８号）や，炭化粒を多く含むタイプ（４，５， １２， 
　

１６号），比較的礫が多く集中するタイプ（１，１２，１５，１７号）などに分けることができる。１６号や

１７号などは礫の集中度に濃淡がみられることから，使用状況の検討資料として注目される。

　縄文時代早期の土器は，量こそ少ないものの１２種に分類した。７７の塞ノ神式土器は，バケツ状に

開く器形をもち，貝殻刺突文や沈線を端正に施した美しい土器である。石器としてはＳ５のトロト

ロ石器や姫島産黒曜石を用いたＳ６などが注目される。

　縄文時代後期では竪穴住居跡１基，土坑１７基の遺構を検出し，中岳式土器を中心に石鏃や石斧，

磨石，石皿等の石器および管玉等の石製品が出土した。竪穴住居跡は，平面形が略円形（隅丸方形

に近い）を呈し，径（一辺）２６５�を測る。遺構内からの出土遺物の多くは，遺物包含層と同様に

中岳式土器であった。これまで発見された当該期の竪穴住居跡の検出例としては，宮崎県都城市の

野添遺跡（７基），同市中村遺跡（２基），鹿児島県肝付町の東田遺跡（１基）等があるが，本遺跡

の例もほぼ類似する内容であった。同様な規模をもつ，土坑１０や土坑１７も竪穴住居状の遺構として

とらえることができるかもしれない。中岳式土器は，九州東南部（曽於地方から都城盆地周辺）に

集中して出土するもので，縄文時代後期後葉の三万田式土器や御領式土器と並行すると考えられる

土器型式である。この地域に集中するという特異な状況は，土器型式の広がりが語る意味を検討す

る上でも興味深い事例である。

　石製品で注目されるのが，明るい緑色を呈する石材を用いた管玉（４点）と有孔石製品１点であ

る。石材分析の結果，本県出水市大坪遺跡や南さつま市上加世田遺跡で出土している玉類と同様に

結晶片岩様緑色岩とされた。埋土とは言え，竪穴住居跡から出土した点も注目される。
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　牧ノ原Ｂ遺跡では，旧石器時代・縄文時代・古代以降の遺構・遺物が発見された。

　旧石器時代では横長剥片を素材としたナイフ形石器が出土した。ただし，石器製作等を裏付ける

ようなブロック等は確認されず，わずかに剥片などが出土してはいるが，製品のみの単独出土に近

い状況であった。周辺を拡張して調査を行ったが，製作跡や製品などは出土していない。

　縄文時代では早期と前・中期，後・晩期の３時期が確認された。早期は調査対象地の南北でそれ
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ぞれ遺物が出土している。北側調査区では南九州貝殻文系土器の小片と礫の散布が認められた。石

器に関しては，磨石や石鏃などが出土している。前・中期は遺物の出土は見られなかったが，落と

し穴状遺構が１基検出されている。時期に関しては，遺構埋土に御池パミスが含まれていたことか

ら該期のものであると判断した。調査は特に逆茂木状の小ピットを検出するべく床面をスライスし

てその検出に努めた。その結果，５基の小ピットを確認することが出来た。落とし穴状遺構に関し

ては，これまでも同様の手法で調査成果が上がっており，その有効性を再確認することが出来た。

後・晩期に関しては，中岳式土器や黒川式土器などの土器の他にチップの集中箇所が確認された。

中岳式土器に関しては，本報告書掲載の西原遺跡からも出土しており，先学の指摘にあるように，

東南部九州の北部に分布の中心があり，これを補強する材料として位置づけることが出来よう。

　古代以降に関しては，硬化面が調査区北側で８条検出された。いずれも西側から東側へ，低い方

から高い方へと延びている。東側が削平されているために，最終的な方向は不明である。時期に関

しても，Ⅱ層が埋土であることから古代以降としたが，明確な時期を特定するには至っていない。
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　原村Ⅰ遺跡からは，縄文時代早期と後～晩期，弥生時代，古墳時代，古代，近世の遺構及び遺物

が若干ながら出土した。

　１類の石坂式土器系統の資料や２類の貝殻文系塞ノ神式土器，６類の晩期資料の出土状況は従前

の事例に倣う出土状況といえよう。一方，３類の指宿式土器や４類の市来式土器系統の資料は，こ

の地域では比較的出土例が少ない。５類の中岳式土器は，数は少ないものの，谷を隔てて南に位置

する西原遺跡との対比で有効な情報を提供するかもしれない。石器については出土例が非常に少な

かったため，有意な解釈を述べるには難しい。

　弥生時代以降の調査では，住居跡の可能性を指摘した土坑１が注目されよう。帰属時期を特定で

きなかったが，炭化物測定結果を参考にすると古墳時代中期の遺構例となる。中溝式の壺が出土し

ていることとあわせ，今後の情報の蓄積が望まれる。また，彩文土器片も１点ではあるが出土して

おり，興味深い事例といえる。
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　原村Ⅱ遺跡からは，主に縄文時代早期の遺物が出土したほか，縄文時代晩期と近世の遺物がわず

かに出土した。

　吉田式土器系統の資料は，鹿児島大学法文学部の本田道輝准教授によると楔形貼付突帯の特徴が

日南地方のものに類似する。小片であるが，当該時期の細かい地域変異の解明に資するものと考え

られる。妙見式土器は，破片が多いものの本来は２，３個体であっただろう。４２の特異な小形土器

は，早期土器文化の奥行きを感じさせる資料である。４類とした資料は，精製された胎土や，６４の

沈線文の具合と細かな縄文原体から平栫式土器系統のものと想定したが，確証はない。比較的小形

と考えられる。石器については原村Ⅰ遺跡と同様に数は少なかったものの，早期層から大形の石皿

が出土していることは，遺跡の全体的な出土状況と勘案して興味深い事例といえる。
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備考標高
（ｍ）

取上
番号

胎土色調調整
部位器種分類層位出土区遺物

番号
挿図
番号 その他小礫ウンモカクセン石長石石英内面外面内面外面

１８７．８　３０９９○○明茶褐色ナデ貝殻口縁部深鉢ⅠⅥｂＤ３１９

２０

１８７．５８３１００○○○明茶褐色ナデ貝殻口縁部下深鉢ⅠⅥｂＤ３２０
１８７．２６４１８８○○○明茶褐色ナデ貝殻胴部深鉢ⅠⅥｂＤ５２１
１８９．１２３７◎○明茶褐色ナデ貝殻胴部深鉢ⅠⅡＣ５２２
１８７．４　３９２５○○○明茶褐色ナデ底部付近深鉢ⅠⅥａＤ５２３
１８７．２５４１８７深鉢ⅠⅥｂＤ５
１８７．７９３８７９○◎◎○淡黄褐色口縁部深鉢ⅡⅥａＥ７２４
１８７．２２３９０２深鉢ⅡⅥｂＤ７
１８７．４２３０６３○◎◎○淡黄褐色ナデ口縁部深鉢ⅡⅥａＣ７２５
１８７．６４２６７８○◎◎○淡黄褐色淡褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡⅥＣ８２６
１８７．０７３８９８○○○淡茶褐色淡褐色ナデ胴部深鉢ⅡⅥｂＤ７２７
１８６．１５５００２○○○○淡茶褐色淡褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡⅤｂＥ８２８
１８７．６２３９４４○○○淡褐色暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅡⅥａＤ８２９
１８７．５１３９４３○○○淡褐色暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅡⅥａＤ８３０
１８７．７２３９４５深鉢ⅡⅥａＤ８
１８７．４６３９５１深鉢ⅡⅥａＤ８
１８７．４３３６５１○○○明茶褐色淡黄茶褐色ナデ貝殻胴部深鉢ⅢⅥＣ９３１
１８７．２８４４０４深鉢ⅢⅥａＢ９
１８７．３６４４３４深鉢ⅢⅥａＣ９
１８７．６４２９９７○○○明茶褐色暗褐色ナデ貝殻胴部深鉢ⅢⅥａＣ９３２
１８７．５９４３９４○○○淡黄褐色ナデ貝殻口縁部深鉢ⅢⅤａＣ９３３
１８７．２６４１８８○○○○明茶褐色暗茶褐色ナデ口縁部深鉢ⅣⅥｂＢ８３４
１８７．６２２６６０○○淡黄褐色ナデ口縁部深鉢ⅡⅤａＣ８３５

２１

１８７．２１３８５０深鉢ⅡⅥａＥ６
１８７．４２４３８７○○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅡⅥａＢ９３６
１８８．０６２６９７○○○淡茶褐色淡褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅡⅤａＣ９３７
１８７．６　２６６３○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅡⅥＣ８３８
１８７．４９２９９５○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅡⅥａＣ９３９

○○○明茶褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅴ一括３Ｔ４０
○○○明茶褐色ナデ胴部深鉢Ⅴ攪乱Ｃ４４１

１９６．６８２８３５○○○淡黄茶褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅤⅥａＣ５４２
１８７．７６２９１２深鉢ⅤⅥｂＣ５
１８８．０３２９２０深鉢ⅤⅥｂＣ４
１８８．１　２７９１○○○○明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅤⅥＣ４４３
１８７．６８３６６５○○淡褐色ナデナデ胴部深鉢ⅤⅥａＣ８４４
１８７．６５２６７２○○○淡茶褐色ミガキ胴部深鉢ⅤⅣａＣ３４５

４７３７胴部深鉢ⅤⅥａＣ５
○○○淡褐色淡黄褐色ナデ深鉢Ⅴ一括４Ｔ４６

１８７．３５４２２７○○○○明黄褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅥⅥａＤ６４７
○◎○明茶褐色黒褐色ミガキナデ胴部深鉢Ⅵ一括８Ｔ４８

１８７．４８３００７◎○○明茶褐色ナデ口縁部深鉢ⅦⅥｂＣ６４９
１８７．８９３０２１深鉢ⅦⅥａＣ６
１８７．７　３０１７深鉢ⅦⅥａＣ６
１８７．８６３０２０◎○○明黄褐色ナデ口縁部深鉢ⅦⅤａＣ６５０

２２

１８７．７２３０４１深鉢ⅦⅥａＣ７
１８７．８８３０１８◎○○明黄褐色ナデ口縁部深鉢ⅦⅤａＣ６５１
１８７．８３３０２８深鉢ⅦⅤａＣ６
１８７．９３３０２７◎○○明黄褐色ナデ口縁部深鉢ⅦⅤａＣ６５２
１８７．６７３０３１深鉢ⅦⅥａＣ６
１８７．８５３６４９深鉢ⅦⅥａＣ５
１８７．７３３９３８◎○○○暗茶褐色ナデ口縁部深鉢ⅦⅥａＤ８５３

５０６３◎○○○明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅧＣ８５４
１８７．６　４３９１○○○○明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅧⅤａＣ８５５

◎○○暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅧⅥ上８Ｔ５６
○○明茶褐色淡褐色ナデ胴部深鉢Ⅶ－－５７

１８７．６５３９０１○○明茶褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅦⅤａＥ７５８
１８７．２２３８５１○○淡茶褐色ナデ胴部深鉢ⅦⅥａＥ７５９
１８７．９３２９２５○○黒褐色淡黄褐色ナデナデ胴部深鉢ⅨⅥａＣ２６０
１８８．１７３４１８深鉢ⅨⅤａＣ２
１８８．０４３４２３深鉢ⅨⅥｂＣ２

○○明黄褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅸ攪乱６１
○○黒褐色淡褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅸ表採６２

１８８．１４３４２７○○○黒褐色淡褐色ナデナデ胴部深鉢ⅨⅤａＣ２６３
１８７．７４２６９９○○○明黄褐色ナデ口縁部付近深鉢ⅨⅤａＣ９６４
１８８．０６３４０３○○○暗茶褐色明黄茶褐色ナデ口縁部深鉢ⅨⅥａＣ７６５
１８７．２８４４２９○○○暗褐色明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅨⅥａＣ９６６

○○○○淡茶褐色ナデナデ底部深鉢ⅨⅤ，ⅥＢ９６７
１８７．７１３９６９○○淡褐色ナデナデ口～胴部深鉢ⅨⅥａＤ８６８

２３

１８７．８６３９７０ⅥａＤ８
１８７．６９３９７２ⅥａＤ８
１８７．６６２６８３○○○○暗茶褐色ナデナデ頸～胴部深鉢ⅩⅤａＣ９６９
１８７．６８２６８４深鉢ⅩⅤａＣ９
１８７．６４２９９８深鉢ⅩⅤａＣ９
１８７．８６２６２６○○○○淡褐色明茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅩⅤａＣ８７０
１８７．８１２７１０○○○明茶褐色ナデ口縁部深鉢ⅩⅤａＣ９７１
１８７．６７２７１６深鉢ⅩⅤａＣ９
１８７．６６３０００○○○暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅤａＣ９７２
１８７．６４２９９８○○暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅤａＣ９７３
１８７．６４３８９○○○暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅤａＣ９７４

１８７．０８３８８８○○○○明茶褐色暗茶褐色ナデ底部深鉢ⅩⅥａＢ６７５
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備考標高
（ｍ）

取上
番号

胎土色調調整
部位器種分類層位出土区遺物

番号
挿図
番号 その他小礫ウンモカクセン石長石石英内面外面内面外面

１８６．８５４２２９○○○淡褐色ナデ貝殻胴部深鉢ⅩⅥａＥ６７６２３
１８７．８４２６３５○○明黄褐色ナデナデ口～胴部深鉢ⅩⅤａＣ８７７

２４ １８８．０４２６３９ⅤａＣ８
１８７．９２２６４５ⅤａＣ８

○◎○○明黄褐色ナデ口縁部ⅩⅠ－－７８

２５

１８７．４６３８９４○◎○○明黄褐色ナデ口縁部深鉢ⅩⅠⅥａＣ７７９
１８７．３２３８９５深鉢ⅩⅠⅥａＤ７
１８７．３７３８９６深鉢ⅩⅠⅥａＤ７
１８７．２８４２２６○◎○○明黄褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥｂＤ６８０

集石７４３７５深鉢ⅩⅠⅥｂＤ６
１８７．５６３６５０○○○暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥａＣ６８１
１８７．６５３００８○○黒褐色暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥａＣ７８２
１８７．５８３００９深鉢ⅩⅠⅥａＣ８
１８７．５４３０３５深鉢ⅩⅠⅥａＣ９
１８７．４７３０１４○○暗茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥｂＣ６８３

集石５３６０９深鉢ⅩⅠⅥａＣ６
集石５３６１０深鉢ⅩⅠⅥａＣ６

３０－－○○暗茶褐色黒茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥａＣ６８４
１８７．５８３０１１○○黒茶褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥａＣ６８５
１８７．５９３０１２○○黒褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥａＣ６８６
１８８．１３７４６○○◎○黒褐色明黄褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅣａＤ５８７

１８７．８７３０４０○○暗褐色暗茶褐色ナデ口縁部深鉢ⅩⅠⅤａＣ７８８
○○◎黒褐色明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠ－－８９

１８７．５５４３５３○○◎黒褐色明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅠⅤａＣ８９０
１８７．８２４４１９◎明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅠⅥａＣ７９１
１８７．４６４４２３○○○淡茶褐色淡褐色ナデ口縁部深鉢ⅩⅡⅥａＣ８９２
１８７．５４４４０２○○○淡褐色明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅥａＣ８９３
１９７．２４２８２６○○○○淡茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅤａＣ４９４
１８７．５１４１３０○◎黒褐色淡褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅥａＤ８９５
１８７．６７４３９８○○黒褐色明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅤａＣ８９６

◎黒褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡ－－９７
１８７．５　４４２７○○○淡黄褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅥａＣ８９８

○◎○淡茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅣ上８Ｔ９９
１８８．４３３８４７○◎○暗褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅥａＣ７１００

２６

○○淡褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅡ表採１０１
１８７．５２２９７９○○◎淡褐色淡茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅥａＣ８１０２
１８７．６５２６４７○○◎淡褐色淡茶褐色胴部深鉢ⅩⅡⅥＣ８１０３
１８７．５　２９８０○○◎淡褐色淡茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡⅥａＣ７１０４

○○◎淡褐色淡茶褐色ナデ胴部深鉢ⅩⅡ－－１０５
１８８．３５３４２４○○暗茶褐色明茶褐色ナデ貝殻口～胴部深鉢ⅩⅢⅤａＣ２１０６
１８８．３６３４２５深鉢ⅩⅢⅤａＣ２
１８８．３６３４２６深鉢ⅩⅢⅤａＣ２
１８７．６　２６８６○◎暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅩⅣⅥＣ９１０７
１８７．８１３９９３○○淡黄褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅩⅣⅤａＤ８１０８

３９９５?１８７．７７３９５６○○淡黄褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅩⅣⅤａＤ８１０９
１８７．５１３９９５深鉢ⅩⅣⅥａＤ８

５９４１深鉢ⅩⅣⅤａＤ８
１８７．６２３９９４○○○淡黄褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅣⅤａＤ８１１０
１８７．３７４７３９◎○◎淡黄褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅣⅥｂＤ８１１１

○○○○暗褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅣⅤ，ⅥＢ９１１２
１８７．３７３９８５○○○淡褐色明黄褐色ナデナデ胴部深鉢ⅩⅣⅥｂＤ８１１３
１８８．２３１９０３○○○暗褐色明茶褐色ナデナデ底部付近深鉢ⅩⅣⅣＣ５１１４
１８８．３　１９０４深鉢ⅩⅣⅣａＣ５
１８７．６３４１２８○○○淡褐色明黄茶褐色ナデナデ底部深鉢ⅩⅣⅥａＤ８１１５
１８７．６５４４０９○○○明茶褐色ナデナデ胴～底部深鉢ⅩⅣⅤｂＢ６１１６
１８７．７７４４２１深鉢ⅩⅣⅥｂＢ６
１８８．４１２７７７○○◎◎暗褐色明茶褐色ナデ貝殻胴部深鉢ⅩⅢⅤａＣ３１１７
１８８．４５２７７８深鉢ⅩⅢⅤａＣ３
１８７．５７４８４４○○○黒茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１１８

３１

１８７．５５４８４５深鉢竪住Ｄ６
１８７．５５４８６０○○黒茶褐色明茶褐色ミガキミガキ口～胴部深鉢竪住Ｄ６１１９
１８８．３９３８１３○○○暗茶褐色黒茶褐色ナデナデ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２０
１８８．４５４００１深鉢竪住Ｄ６
１８８．３８４０１０深鉢竪住Ｄ６
１８７．６８３８７７○○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２１

○○○明黄茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２２
１８８．３１４０４５◎暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２３
１８７．６　４８４８○○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２４

○○暗茶褐色黒褐色ナデミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２５
１８８．４８３６１６◎明黄茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２６

◎暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１２７
○○○暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１２８

１８８．８３３７１◎○◎暗褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＣ６１２９
１８８．６６１２７９深鉢ⅢａＤ６

一括深鉢竪住Ｄ６
１８８．４１４００５◎○◎暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３０

一括○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３１
一括◎○◎暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３２

１８７．５８４８４３○○○黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３３
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一括○○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３４
３１

一括○○◎暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３５
一括○○○黒褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３６

３２

一括○○○黒褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３７
１８８．２９４０３０○○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３８
１８７．７４３８５９○○○暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１３９
１８７．５６４８６８○○○暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１４０
１８８．４４４０４０○○○明黄茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１４１

一括○◎暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１４２
１８８．３５４０２７○○黒茶褐色ナデナデ胴部深鉢竪住Ｄ６１４３
１８８．３９４０１４○○黒褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１４４
１８８．３５４０２７○○明茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１４５

一括◎○○暗褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１４６
一括○○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢竪住Ｄ６１４７

１８８．９４３６１○○淡褐色明黄茶褐色ナデミガキ口～胴部深鉢竪住Ｄ６１４８
１８８．５２３２３０深鉢ⅢａＤ６
１８８．２４３８９２○○明黄茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１４９

一括◎○○暗茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１５０
１８８．５８１１４２○○○暗茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１５１
１８８．５　３６４１深鉢竪住Ｄ６

一括○○淡褐色ナデナデ口縁部深鉢竪住Ｄ６１５２
１８８．４２４００７○○明茶褐色ナデナデ口縁部深鉢竪住Ｄ６１５３

３３

１８８．３７４００９深鉢竪住Ｄ６
１８８．６　４８８３○○○明黄褐色暗褐色ナデナデ口～胴部深鉢竪住Ｄ６１５４
１８７．７９３８７９○○○淡褐色淡黄褐色ナデナデ口縁部深鉢竪住Ｄ６１５５

一括○○○明茶褐色暗茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢竪住Ｄ６１５６
１８７．５４４８５９○○暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１５７
１８８．３２４０２２○○淡茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１５８
１８８．６８１０２１○○○明黄茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１５９

一括深鉢竪住Ｄ６
１８８．４６４０１８○○○淡褐色明茶褐色ミガキナデ胴部深鉢竪住Ｄ６１６０

一括○○○黒茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１６１
１８８．３７４０１５○○○暗茶褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢竪住Ｄ６１６２

３４

１８８．４６３６４２○明黄褐色暗黄褐色ナデナデ胴～底部深鉢竪住Ｄ６１６３
１８８．５５４８４０深鉢竪住Ｄ６
１８７．６４４８４２深鉢竪住Ｄ６
１８８．５７２３５７○○明黄茶褐色黒褐色ナデミガキ底部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１６４
１８８．５　３６１５深鉢竪住Ｄ６
１８８．５９３７８４○○○黒茶褐色明茶褐色ナデミガキ底部深鉢ⅢａＤ６１６５

一括深鉢竪住Ｄ６
一括○○明茶褐色ナデナデ底部深鉢竪住Ｄ６１６６
４８８５○○淡茶褐色暗褐色ナデナデ底部深鉢竪住Ｄ６１６７

１８８．６７１０２２○淡褐色明茶褐色ナデナデ胴～底部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１６８
１８８．５９３７２９深鉢Ⅲａ上Ｄ６
１８８．４１３８１４深鉢竪住Ｄ６
１８７．６　４８６５○○明茶褐色淡黄褐色ナデ底部深鉢竪住Ｄ６１６９
１８７．５８４８４６○○○暗褐色淡茶褐色ナデナデていぶ深鉢竪住Ｄ６１７０

一括○○暗褐色明茶褐色ナデミガキ底部深鉢竪住Ｄ６１７１
１８７．６４４３５４○○黒褐色淡黄褐色ナデナデ底部深鉢竪住Ｄ６１７２

一括○○○淡褐色淡黄褐色ナデナデ底部深鉢竪住Ｄ６１７３
４８２４○○明茶褐色ナデミガキ底部深鉢竪住Ｄ６１７４

１８８．７６９５７○○黒茶褐色暗茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｃ６１７５

４２

１８８．７３４２８０深鉢Ⅲａ下Ｄ６
○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ口～胴部深鉢－－１７６

１８８．３７５９２○○暗茶褐色明茶褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１７７
１８８．４３３６９２深鉢Ⅲａ上Ｄ６
１８８．４９３５６２○○明黄褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ下Ｄ５１７８
１８８．４５９４４○◎黒茶褐色明茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅢａＣ６１７９
１８８．６１１６７８○◎暗黄茶褐色黒茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ４１８０
１８８．６３３７８１○○○明茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅢａＤ６１８１

一括○○黒茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅡＣ３１８２
１８８．４９２１６９○○○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅢａＤ６１８３
１８８．５８３５０９○○○淡茶褐色ミガキ口縁部深鉢ⅡＤ４１８４
１８８．８　３８５○○◎明茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢ⅢａＣ６１８５

○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢－－１８６
１８８．７８１１２５○○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１８７
１８８．６６６８９○○明茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５１８８

４３

１８８．８１３７５○○○明茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢ⅢａＣ６１８９
１８８．７２９５３深鉢Ⅲａ上Ｃ６
１８８．７１１３１６○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅢａＤ６１９０
１８８．７６１３１９深鉢Ⅲａ上Ｄ６
１８８．６７２１１１深鉢ⅢａＤ６
１８８．４５３２８３○○黒茶褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５１９１
１８８．４５２１５８○○暗茶褐色明茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅢａＤ６１９２
１８８．７３１１２２○○黒茶褐色明茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１９３
１８８．５７３２３３深鉢ⅢａＤ６
１８８．４８１６１０○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５１９４

○○○明茶褐色黒褐色ナデミガキ口縁部深鉢－－１９５
１８９．２１２８９８○○明黄褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｃ２１９６
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１８８．７９１２２８○○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ６１９７

４３

１８８．４８１６１０○○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５１９８
１８８．７３１３１１○◎○明黄茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢ⅢａＤ６１９９
１８８．６１２１２６深鉢ⅢａＤ６
１８８．５８１１４２○○暗褐色暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅢａＤ６２００

○○暗茶褐色黒茶褐色ナデ口縁部－－２０１
１８８．５８１０８２○○淡茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２０２

○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢－－２０３
１８８．７６２０００○○○明茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ４２０４
１８８．７２１１０２○○○○明茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２０５
１８８．５４４２５９深鉢Ⅲａ上Ｄ６
１８８．６３１０８５○○○暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２０６
１８８．５３３３０７○○○暗褐色淡黄褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２０７
１８８．６　３５７３深鉢Ⅲａ下Ｄ５

○○○暗褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢－－２０８
１８８．６７７２７○○黒褐色暗黄褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２０９
１８８．８１３６５○○黒褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅢａＣ６２１０
１８８．７１４３２６○○暗茶褐色ナデ胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ６２１１
１８８．９３３８６○○暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＣ６２１２
１８８．３８１７１０○○黒褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅡＥ４２１３

４４

１８８．６３２３４２○○黒褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２１４
１８８．８９４３２４○○暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ６２１５
１８８．６６４２７３○○黒茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ６２１６
１８８．７５４３０３深鉢Ⅲａ下Ｄ６
１８８．７８６９１○○黒茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅡＤ５２１７
１８８．３１４７５○○淡褐色明茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅡＤ５２１８
１８８．３４４８２深鉢ⅡＤ５
１８８．５４２１３５○○○明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅢａＤ６２１９
１８８．５６２５７７○○○明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ５２２０
１８８．６９２１２３○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２２１
１８８．６２１２３６○○○○黒褐色暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２２２
１８８．２９２２５６○○黒褐色黒茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２２３

一括○○暗茶褐色明茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅡＣ６２２４
１８８．７９９９３○○暗茶褐色明茶褐色ミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｃ７２２５
１８８．８６９９８深鉢Ⅲａ上Ｃ７
１８８．８６９９９深鉢Ⅲａ上Ｃ７
１８８．５６３２２６○○淡黄褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２２６
１８８．６２１２５１○○○暗褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２２７
１８８．１７５５９○○暗褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２２８
１８８．７　１２８４○○○暗褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅢａＤ６２２９
１８８．７５１２８９深鉢ⅢａＤ６
１８８．６６２１１０深鉢ⅢａＤ６
１８８．０８１８４４○○◎暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ５２３０

一括○○○○暗褐色淡黄褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＤ５２３１
１８８．４３１０６８○○◎淡褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅢａＤ６２３２
１８８．３２３７１１○○暗褐色黒茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲａ下Ｄ６２３３
１８８．７２１２８８○○◎黒褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２３４
１８８．７１２１１５深鉢ⅢａＤ６

◎○黒褐色ナデミガキ胴部－－２３５
１８８．６４４６０○○暗褐色明茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｃ８２３６

４５

１８８．１７１６２９○○淡褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ５２３７
１８８．９４３７２○○○暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＣ６２３８
１８８．５６３２２６○○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２３９
１８８．８１９５８○黒褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｃ７２４０
１８８．６１１９６７○○○明茶褐色黒褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２４１
１８８．１３３９２９○○暗茶褐色黒褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅤａＣ５２４２
１８９．０３１９○○○暗茶褐色黒茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅡＣ５２４３
１８８．４９２４１４○○○○明黄茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２４４
１８８．６９２０４１○○○黒茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ口～胴部深鉢ⅢａＤ６２４５
１８８．７　２０４３深鉢ⅢａＤ６
１８８．６５２０４９深鉢ⅢａＤ６
１８８．５５３５９９○○◎黒褐色暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２４６
１８８．４　１０６０○○○淡茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２４７
１８８．６　１０９６○○○明茶褐色暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅢａＤ６２４８
１８８．５４３１２８○○◎暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅢａＤ６２４９

○○暗茶褐色ミガキミガキ口縁部深鉢－－２５０
１８８．３４５４２○○○○暗黄茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅡＤ５２５１
１８８．３４５４４深鉢ⅡＤ５
１８８．３８１８２７深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．３６５０４○○○○明黄褐色明茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅡＤ５２５２
１８８．３６５０４深鉢ⅡＤ５
１８８．３９４０６３深鉢４１Ｄ４
１８８．３７５２９○○明黄茶褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２５３
１８８．５４２５７６○○○明黄茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅢａＤ５２５４

４６

１８８．５１３２９６深鉢Ⅲａ上Ｄ５
○○○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢－－２５５

１８８．５８１２４８○○○暗茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅡＤ６２５６
１８８．５５２４１７○○明黄褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２５７
１８８．５３２５６２火山G深鉢ⅢａＤ５
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１８８．５　３２９８○暗褐色明茶褐色ナデナデ口縁部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２５８

４６

１８８．５９１７６５○○○明黄褐色ミガキミガキ口縁部深鉢ⅢａＤ５２５９
１８８．４５９８○○○○淡黄茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅡＤ３２６０
１８８．５８２０７２火山G○○○明茶褐色ナデミガキ口縁部深鉢ⅢａＤ６２６１
１８８．５５２４０２○○○明黄茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２６２
１８８．４８２４１６深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．３９２４３７深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．７７３９１○○○○淡茶褐色明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅢａＣ６２６３
１８８．４５１９８３○○○◎黒褐色淡黄茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ４２６４
１８８．４　１９９４深鉢Ⅲａ上Ｄ４
１８８．８２３４７５○○○暗褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＣ５２６５
１８８．６６９５０○○○明黄茶褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｃ６２６６

○○○黒茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢－－２６７
１８８．５２３３９３○○○明茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢Ⅲａ下Ｄ５２６８

４７

１８８．６３３１６１◎○淡茶褐色ミガキナデ胴部深鉢ⅢａＤ６２６９
１８８．６３１５０５○○○○明茶褐色ナデ胴部深鉢ⅢＤ７２７０
１８８．２７５６５○○○黒褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２７１
１８８．５４１７７６深鉢ⅢａＤ５
１８８．１７２４５９深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．６５１２７５○○○暗黄茶褐色黒茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅢａＤ６２７２
１８８．６７１３２２○○○淡褐色明黄褐色ナデナデ胴部深鉢ⅢａＤ６２７３
１８８．６６２１２７深鉢ⅢａＤ６
１８８．４５３２７３○○○明黄褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２７４
１８９．５８９８５◎○○淡黄褐色明黄褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ４２７５
１８８．７１２５５３深鉢ⅢａＤ４
１８８．６６１３２３○○○暗茶褐色黒茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２７６
１８８．２７５５４○○暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅡＤ５２７７
１８８．１１１５５８○○○淡褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＥ５２７８
１８８．６４２０３２○○◎暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２７９
１８９．３　６７○○○○淡褐色暗茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＤ３２８０
１８８．９６１９９７○○○○淡褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ４２８１
１８８．３６１０５３○○○明茶褐色ナデナデ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２８２
１８８．５５１６６１深鉢Ⅲａ上Ｄ４
１８９．０９２４５◎○○淡褐色明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＣ５２８３
１８９．０１４１○○○○淡褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅡＣ５２８４

４８

１８８．０１２４６２○○○○明黄茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２８５
１８８．３１５４３○○○○明黄茶褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２８６
１８８．５５２３９９深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．４６３２８１深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．２８５２５○○○暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２８７
１８８．５７２０７９○○○黒褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅢａＤ６２８８

２５９８○○◎淡茶褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ４２８９
１８８．５５１１４０○○○黒茶褐色ミガキミガキ底部付近深鉢ⅢａＤ６２９０
１８８．４８２１７０深鉢ⅢａＤ６

一括○○○◎黒褐色明茶褐色ナデナデ胴部深鉢－Ｄ６２９１
１８８．９７４５○○○○黒褐色明茶褐色ナデミガキ胴部深鉢ⅡＣ５２９２
１８８．４　３７０９○○○暗褐色淡褐色ナデミガキ底部付近深鉢Ⅲａ上Ｄ６２９３
１８８．４８１０６９○○○黒茶褐色明茶褐色ナデミガキ胴～底部深鉢Ⅲａ上Ｄ６２９４
１８８．４９１０７０深鉢Ⅲａ上Ｄ６
１８８．４５２２５７深鉢ⅢａＤ６
１８８．３１４８７火山G○○黒茶褐色明茶褐色ナデナデ底部付近深鉢ⅡＤ５２９５
１８８．２　５２６○○淡褐色明茶褐色ミガキミガキ底部深鉢Ⅲａ上Ｄ５２９６
１８８．２４５６８深鉢ⅡＤ５
１８７．７７２７２６○○○暗褐色明茶褐色貝殻貝殻胴～底部深鉢ⅤａＣ９２９７

４９

１８８．４３５８９○○○◎淡茶褐色ナデナデ底部付近深鉢Ⅲａ上Ｄ５２９８
１８８．５８２０７８○○○黒褐色暗茶褐色ミガキミガキ底部深鉢ⅢａＤ６２９９
１８８．６４１１８３○○○黒茶褐色明茶褐色ナデナデ底部深鉢Ⅲａ上Ｄ６３００
１８８．５２２１５９深鉢ⅢａＤ６
１８８．２２１８３４○○淡黄茶褐色ナデナデ底部深鉢ⅢａＤ５３０１
１８８．２３４８５○○○◎黒褐色明茶褐色ナデミガキ底部深鉢Ⅲａ上Ｄ５３０２
１８８．０３２４５６深鉢Ⅲａ上Ｄ５
１８８．６２１００２○○◎暗茶褐色明茶褐色ナデナデ底部深鉢Ⅲａ上Ｃ７３０３
１８８．２４１５８５○○◎黒褐色明茶褐色ナデミガキ底部深鉢ⅡＥ５３０４
１８８．５９１７６８○○◎暗茶褐色ナデミガキ底部深鉢ⅢａＤ５３０５
１８８．２７５２３火山G○○○明黄茶褐色ナデナデ底部深鉢Ⅲａ上Ｄ５３０６

２０１４○○○◎暗茶褐色ミガキミガキ口～胴部深鉢Ⅲａ上Ｃ４３０７
８Ｔ１８８．６　２５５５○○○淡黄茶褐色ナデナデ口縁部深鉢ⅢａＤ４３０８

５０

１８８．５５４０９４○○○明茶褐色淡黄茶褐色ミガキナデ口縁部付近深鉢Ⅲａ下Ｄ４３０９
１８８．６６６５９◎◎暗褐色明茶褐色ナデナデ胴部深鉢ⅡＤ５３１０
１８８．７１４３４４○○○○淡黄褐色ナデ貝殻胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ７３１１
１８８．６４１０１０○○○○淡黄褐色ナデ貝殻胴部深鉢Ⅲａ上Ｃ７３１２
１８８．６９４３４１○○淡黄褐色貝殻貝殻胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ７３１３
１８７．４１４３４５○○○○淡黄褐色ナデ貝殻胴部深鉢Ⅲａ下Ｃ７３１４

一括○○○黒褐色暗茶褐色ナデ貝殻底部深鉢ⅡＣ３３１５
１８８．４３１０６８○○○淡茶褐色ナデナデ円盤形土製加工品ⅢａＤ６３１６

一括○○○淡褐色暗茶褐色ナデナデ円盤形土製加工品ⅡＤ６３１７
１８８．５８１２６０○○○○明茶褐色ナデナデ円盤形土製加工品Ⅲａ上Ｄ６３１８

一括○○○暗褐色黒褐色ナデナデ円盤形土製加工品３４Ｄ６３１９
１８８．７３４２５４○○◎暗褐色明茶褐色ナデナデ円盤形土製加工品Ⅲａ下Ｄ６３２０
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１８５．３４９６６１７．２１．３１．９７．１チャート三稜尖頭器ⅨｂＤ８１ａ

５
１８６．４５１１０ⅩｂＢ１１ｂ
１８６．４４６４６６８．７２．１３．３１０．６頁岩三稜尖頭器ⅨｂＣ８２ａ
１８６．４４６４４ⅨｂＣ８２ｂ
１８６．４４６１８１８．７１．４２．３７．４頁岩三稜尖頭器ⅨｂＣ８３ａ

６
１８６．２４６３０ⅨｂＣ９３ｂ
１８５．４５０３５３２．５１．９２．３８．２頁岩三稜尖頭器ⅩａＣ８４ａ
１８５．９４４３７ⅩａＣ８４ｂ
１８５．４５０４６ⅩａＣ８４ｃ
１８６．３５１８９８．１０．９１．８３．５頁岩三稜尖頭器ⅩａＣ８５

７

１８６．２５１９６１２．９１．４１．９５．９安山岩三稜尖頭器ⅩａＣ８６
１８５．５５０３８４．１１１．９２．２黒曜石三稜尖頭器ⅩａＣ８７
１８６．３５２９４１０．９１．１１．９４．５黒曜石三稜尖頭器ⅩａＣ９８
１８６．１５２９２１５．３１．４１．８６．９黒曜石三稜尖頭器ⅩｂＣ９９ａ
１８６．１５２９３ⅩｂＣ９９ｂ
１８６．３５２９８ⅩｂＣ９９ｃ
１８６．１５３０６４．１０．６２．３２．６黒曜石抉入石器ⅩｂＢ９１０
１８６．３４６９８２５．３１．７２．７５．８頁岩三稜尖頭器ⅨｂＣ８１１
１８６．６４４４８１７．６２．２２．４４．８黒曜石三稜尖頭器ⅨｂＣ８１２

８
１８６．３５０７６１５．５１．２２．４５．５黒曜石三稜尖頭器ⅩｂＣ８１３
１８５．９５２９０１６．９２．１１９５．１黒曜石三稜尖頭器ⅩｂＣ９１４
１８５．５５０４５１８．１１．５３．８３．１黒曜石スクレイパーⅩａＣ８１５
１８６．３４７０１３５．２１．７４４．７安山岩スクレイパーⅨｂＢ８１６
１８５．３４９４９４５．８２．２３．８５．９安山岩三稜尖頭器ⅩａＤ８１７

９ １８６．５４５０９２．１０．６１．９２．１安山岩三稜尖頭器ⅨｂＣ８１７ａ
１８５．３４９４６５２．６６２．７２．３６．７砂岩ハンマーストーンⅩａＣ８１８
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１８７．２３８５２０．８０．２１．４２．４チャート打製石鏃ⅥａＥ７Ｓ１

２７

１８７．２２８２８１．６０．５１．９２．３チャート打製石鏃ⅥａＣ４Ｓ２
１８７．６２６９８２．２０．６１．９２．２チャート打製石鏃ⅥＣ９Ｓ３
１８８．１３４４１０．５０．４１１．９チャート打製石鏃ⅥａＣ３Ｓ４
１８８．２２７８２０．４０．２１．３１．５チャートトロトロ石器ⅥＣ３Ｓ５

姫島産１８７．７２６３３０．２２０．２１．１１．２黒曜石打製石鏃ⅤａＣ８Ｓ６
１８７．８２６７５０．３０．２１１．４黒曜石打製石鏃ⅤａＣ９Ｓ７

０．８２０．２１．７２．４チャート打製石鏃Ⅲ８ＴＳ８
１８７．８４３５８１．２０．７１．３２黒曜石打製石鏃ⅤａＤ８Ｓ９
１８８．３２９３２４．５０．６２．７３．３頁岩打製石鏃ⅤａＣ３Ｓ１０
１８８．１２９６７４．５０．７２．９３．２チャート石匙ⅤａＣ８Ｓ１１
１８８３０４５２２１．１３．１４．８１５．７砂岩磨製石斧ⅤａＣ７Ｓ１２

２８ １８７．５２９９０５９．５１．６４．２８．３頁岩磨製石斧ⅤａＣ９Ｓ１３
１８７．４３９９７３４０１．８８．２１５．８ホルンフェルス砥石ⅥｂＤ８Ｓ１４
１８７．５４４１５６６．６２．１４．２４．６砂岩敲石ⅥｂＢ７Ｓ１５

２９

１８８２９５７８３．３２．７３．５８．２砂岩敲石ⅤａＣ８Ｓ１６
１８８．２２８４４９３．２２．３５．４５砂岩磨・敲石ⅣａＣ６Ｓ１７

一括３２３７．１３．７８．４砂岩磨・敲石Ⅴ，ⅥＢ９Ｓ１８
１８８．４３６８８４４８４．２７．５１０砂岩磨・敲石ⅤａＣ８Ｓ１９
１８７．５４３８３６６３４．６８．７１０．４砂岩磨・敲石ⅤａＢ８Ｓ２０
１８７．７３０８８６１４４．８８．９１０．９安山岩磨・敲石ⅥｂＤ３Ｓ２１

一括５００５．９９．３８．８砂岩磨・敲石Ⅴ，ⅥＢ９Ｓ２２
一括３８２５．９６．８７．４砂岩磨石Ⅴ，ⅥＣ９Ｓ２３
一括５８３４．７８．５９．９砂岩磨石Ⅴ，ⅥＢ９Ｓ２４
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１８８．４３８４５０．３０．３０．９１．５安山岩打製石鏃竪穴住居跡Ｓ２５

３５

１８８．３３８３００．４０．３１．３１．１黒曜石打製石鏃竪穴住居跡Ｓ２６
５２６６２３．３０．７４．１４．１頁岩打製石斧竪穴住居跡Ｓ２７
４８７５０．３１０．４５０．４５１．０結晶片岩様緑色岩管玉竪穴住居跡Ｓ２８

１８８．５３６２１０．５０．５５０．５５１．３結晶片岩様緑色岩管玉竪穴住居跡Ｓ２９
５２６５と接合１８８．５３６１７０．９７０．６０．６１．５結晶片岩様緑色岩管玉竪穴住居跡Ｓ３０

５３１６７３．３１．６５．９５．３安山岩磨石竪穴住居跡Ｓ３１
１３５．４２．６６．８７．５安山岩磨石土坑１７Ｓ３２
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１８８．６９１５０．２０．２１１．４黒曜石打製石鏃Ⅲａ下Ｃ５Ｓ３３

５１

１８８３９２００．５０．３１．３１．４黒曜石打製石鏃ⅢａＤ６Ｓ３４
１８７．８２８０５０．３０．３１．５１．７黒曜石打製石鏃ⅢａＣ５Ｓ３５
１８７．９４２４５０．５０．３１．４２．６黒曜石打製石鏃Ⅲａ下Ｂ８Ｓ３６
１８８．５９７６０．７０．３１．５２．２黒曜石打製石鏃Ⅲａ下Ｃ６Ｓ３７
１８８．８９０４１．３０．３１．７２．９頁岩打製石鏃Ⅲａ下Ｃ５Ｓ３８
１８８．８２８５８１．４０．４１．５３黒曜石打製石鏃Ⅲａ上Ｅ２Ｓ３９
１８８．７３４６４０．８０．３２２．１安山岩打製石鏃Ⅲａ上Ｃ５Ｓ４０
１８８．８４０５８１．８０．５２．１２．３チャート打製石鏃Ⅲａ下Ｄ３Ｓ４１
１８８．９４３２２０．８０．３１．７１．９頁岩磨製石鏃Ⅲａ下Ｃ６Ｓ４２
１８８．６４６３６０．５０．２１．６１．１頁岩磨製石鏃ⅢａＥ２Ｓ４３
１８８．６９８２１０．３１４．９２．６安山岩石匙Ⅲａ下Ｃ６Ｓ４４

２５．５０．７７．７４．１頁岩石匙表採Ｓ４５
１２７．８１．９６９．８ホルンフェルス打製石斧表採Ｓ４６

５２

一括５１１．１４．３７．８頁岩打製石斧表採８ＴＳ４７
１８７．９２５０３１９．６０．７１．５７．１砂岩異形石器Ⅲａ上Ｅ５Ｓ４８
１８８．８２５５２２０３．５３．２６．５７ホルンフェルス礫器ⅢａＤ４Ｓ４９
１８８．５１００７１１４．３２．６４．７６．１安山岩磨石Ⅲａ下Ｃ７Ｓ５０

一括６００６．１６１２砂岩敲石表採Ｓ５１
１８８．４４６４６２３６．７１１．８７．８砂岩磨・敲石Ⅲａ上Ｃ９Ｓ５２

アカホヤ上面１８８２７．６１２．５１５．８砂岩磨・敲石Ⅳａ８ＴＳ５３
１８８．８３７００．３８０．２０．７５１．０結晶片岩様緑色岩有孔石製品ⅢａＣ６Ｓ５４

５１
１８８．７１１１１０．３５０．５５０．５５１．０結晶片岩様緑色岩管玉Ⅲａ上Ｄ６Ｓ５５
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番号 他小礫雲母角石長石石英内面外面内面外面

高台付１８８．７４３８○淡黄白色ナデナデ底部椀土師器ⅡａＣ８３２１

５４

高台付１８８．７４２３６○淡黄白色ナデナデ底部椀土師器ⅡａＣ８３２２
高台付○○淡黄白色ナデナデ底部椀土師器表採３２３

円盤高台１８８．９２７８９茶粒○明茶褐色ナデナデ底部坏土師器ⅡａＤ８３２４
１８８．７４２３７茶粒○淡黄白色ナデナデ底部坏土師器ⅡａＣ８３２５
１８８．８４５７○明茶褐色ナデナデ底部坏土師器ⅡａＣ８３２６
１８８．９３４９５茶粒○淡灰黄白色ナデナデ底部皿土師器ⅡａＤ５３２７
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１８４．８５１○○○茶褐色茶褐色ナデナデ深鉢ⅣｂＥ３２

６１

１８３．４６５２○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅣｂＢ３３
１８３．１６５０○○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅣｂＥ３４
１８４．４４２１○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５５
１８４．３５５３○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＥ６６
１８４．７６９○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ４７
１８４．８２５１○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３７
１８４．３４１０○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ６７
１８４．３４３９○○○黒褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５８
１８４．３４０８○○茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ６９
１８４．９１７９○○茶褐色黒褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＤ２１０
１８４．９１８０○○茶褐色黒褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＤ２１０
１８４．０３６６○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＦ５１１
１８４．１３６７○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＦ５１１
１８４．３４１４○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５１２
１８４．１３６４○○○○灰茶褐色暗茶褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＦ５１３
１８４．３３７６○○○○灰茶褐色暗茶褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＦ５１３
１８４．３４０３○○○○灰茶褐色暗茶褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＥ５１３
１８４．６２７６○○○黄茶褐色茶褐色ナデミガキ深鉢ⅢａＥ４１４

○○○黄茶褐色茶褐色ナデミガキ深鉢Ⅲｂ４Ｔ１４
１８４．７７０○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ４１５
１８４．７７１○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ４１５

一括○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅡＤ４１５
１８４．８１０４○○○暗茶褐色黒褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ３１６
１８４．７２０○○○暗茶褐色黒褐色条痕のちナデミガキ深鉢ⅢａＤ５１７
１８４．４２３８○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３１８
１８４．４２３９○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３１８
１８４．３２６７○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３１８

一括○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ２１８
１８４．２２６３○○○暗茶褐色暗褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３１９
１５．０６４３○○○○暗黄褐色暗黄褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ２２０

赤色顔料１８４．４３３４○○黄褐色暗黄褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３２１
１８４．７３８○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ４２２
１８４．９１３３○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＣ３２３
１８４．４４９１○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５２３
１８４．４４９５○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５２３

一括○○○○灰黄茶褐色茶褐色ナデナデ深鉢ⅡＤ３２４
１８４．９１５６○○○灰黄茶褐色茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ２２５
１８４．８１５４○○○灰黄褐色灰黄褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ２２６

○○○暗茶褐色赤茶褐色ナデナデⅢａ４Ｔ２７
１８４．７６０１○○○○灰黄茶褐色茶褐色条痕のちナデ条痕のちナデ深鉢ⅢａＤ３２８

６２

○○○○灰黄茶褐色茶褐色条痕のちナデ条痕のちナデ深鉢Ⅲｂ４Ｔ２８
１８４．７２０○○○黄茶褐色茶褐色条痕のちナデナデ深鉢ⅢａＤ２２９
１８４．７３０１○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ４３０
１８４．６３２４○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ４３０
１８４．１２６９○○○黒褐色赤茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＦ３３１
１８４．９１２６○○○灰褐色赤茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ３３２
１８４．８２３１○○○灰褐色赤茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ３３２
１８４．６３９８○○○○赤茶褐色茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５３３
１８４．４４００○○○○赤茶褐色茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＥ５３３

一括○○○○赤茶褐色茶褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ６３３
１８４．７２６○○○灰茶褐色暗灰褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ５３４
１８４．７２９○○○灰茶褐色暗灰褐色ナデナデ深鉢ⅢａＤ５３４
１８４．８９９○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ浅鉢ⅢａＤ３３５
１８４．７１５３○○灰褐色灰褐色ミガキミガキ浅鉢ⅣａＤ３３６
１８５．０６３４○○○灰褐色灰褐色ミガキミガキ浅鉢ⅢａＤ２３７
１８４．４６０９○○○○暗茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ浅鉢ⅢａＥ３３８
１８４．８１８２○○○○暗茶褐色黒褐色ミガキミガキ浅鉢ⅢａＤ２３９
１８４．６２７４○○○灰黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ鉢ⅢａＥ４４０

一括○○○灰黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ鉢ⅢａＥ４４０
１８４．６３１５○○○灰黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ鉢ⅢａＥ４４１
１８４．７３１６○○○灰黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ鉢ⅣＥ４４１
１８４．６３２２○○○灰黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ鉢ⅢａＥ４４１
１８４．６７６○○○○灰黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ浅鉢ⅢａＤ４４２
１８４．５５１９○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキⅢａＥ５４３
１８４．４５２７○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキⅢａＥ５４３

メンコ１８４．５２４０○○○茶褐色赤茶褐色ナデナデⅢａＥ３４４
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１８２．８９４．７０．９１．７４．１安山岩ナイフ形石器ⅩａＣ１３１５７
１８２．０７０．７０．４１．４１．９黒曜石石鏃ⅧａＣ１１４５

６３

１８２．７１１０．８０．３１．６１．９頁岩石鏃ⅧａＣ１４４６
１８３．８６５６０．８０．４１．６２．３安山岩石鏃ⅥａＤ３４７
１８１．８２１．４０．４１．６２．５チャート石鏃Ⅵｂ４８
１８１．２３０．７０．２１．５２．２チャート石鏃Ⅵａ４９
１８３．６６４５０．６０．３１．０１．９チャート石鏃ⅥａＥ３５０

０．６０．３１．４２．２安山岩石鏃ⅣＴ３５１
１８３．５３５３１．１０．４２．０２．２石鏃ⅢａＧ４５２
１８４．４４８３０．６０．３２．２１．５黒曜石石鏃ⅢａＥ５５３
１８４．６２９１０．４０．３１．６１．６安山岩石鏃ⅢａＥ４５４
１８４．３５２６１．００．３１．７２．１頁岩石鏃ⅢａＥ５５５
１８４．７３０３２．００．５１．８２．２チャート石鏃ⅢａＥ４５６

姫島産１８４．５３８２２．４０．８１．５２．１黒曜石石鏃ⅢａＥ５５７
１８４．４３９１３．２０．６１．７３．０安山岩石鏃ⅢａＥ５５８
１８４．７１９１８．３０．９７．１２．６チャート石匙ⅢａＤ５５９

擦切砥石？１１９．７１．２１１．６８．３ホルンフェルス礫器ⅢａＴ４６０

６４

１８３．６６５７２９３．７３．９５．７８．２ホルンフェルス敲石ⅥｂＤ３６１
１８４．９１７１２４５．８４．０６．４６．９砂岩磨・敲石ⅢａＤ２６２
１８４．８１３０１９６．４２．４７．２７．６安山岩磨石ⅢａＤ３６３
１８４．７６１１７．１０．６３．７６．４砂岩砥石ⅡＤ４６４
１８４．６２４１５８．１１．６４．６６．１砂岩砥石ⅢａＥ３６５
１８５．１６１６２５．６１．５３．３３．７砂岩切目石錘ⅢａＤ１６６
１８４．８５７３２．０１．２２．８５．５砂岩敲石ⅢａＤ４６７
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２００．１６４２６○淡褐色褐色ケズリナデ口縁部深鉢１ⅤｂＧ３２１

６９

２００．０９４３９○褐色褐色ケズリナデ口縁部深鉢１ⅥａＧ３２２

２００．１８４４２砂粒○褐色褐色ケズリナデ口縁部深鉢１ⅥａＧ３２２

１９９．５１６７８褐色褐色ケズリナデ口縁部深鉢１ⅥｂＧ３２２

撹乱○淡暗茶褐色淡赤褐色ケズリ口縁部深鉢１ⅥＨ３２３

１９９．９０３１４○淡暗褐色淡暗褐色ケズリ口縁部深鉢１ⅤａＧ３２４

一括砂粒○明褐色淡明赤褐色ナデ胴部深鉢１ⅤｂＩ３２５

２００．１０７２１○○明灰褐色褐色ナデ胴部深鉢１ⅥａＧ３２６

１９９．９４９４８○淡黒褐色暗褐色ナデ胴部深鉢１ⅤｂＧ３２７

２００．０１５４０砂粒淡黄褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢１ⅥａＧ３２８

１９９．９８３４１砂粒淡黄褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢１ⅥａＧ３２８

２００．０５８３４砂粒淡黄褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢１ⅥｂＧ３２８

２００．１３２６８淡黒褐色淡茶褐色ケズリ胴部深鉢１ⅤｂＧ３２９

２００．１２３４３軽石○○濃茶褐色淡暗褐色ナデ？胴部深鉢１ⅥａＧ３２１０

２００．１５８４５軽石○○濃茶褐色淡暗褐色ナデ？胴部深鉢１ⅥａＧ３２１０

１９９．９５５７０軽石○○濃茶褐色淡暗褐色ナデ？胴部深鉢１ⅥｂＧ３２１０

１９９．７２５３○ナデナデ胴部深鉢１ⅥａＨ３２１１

１９９．４３６５○黒茶褐色明褐色ナデ，ケズリ胴部深鉢２ⅤｂＧ３２１２

１９９．４９８○○褐色褐色ケズリ粗いナデ胴部深鉢２ⅤａＩ３３１３

１９９．３２１０１○○褐色褐色ケズリ粗いナデ胴部深鉢２ⅥａＩ３４１３

１９９．１３１４１○褐色褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＪ３４１４

１９８．９８１４２○褐色褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＪ３４１４

１９８．９２５１２９○○ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＪ３４１５

１９９．１１１５０○○ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＪ３４１５

一括○○ナデナデ胴部深鉢２Ｊ３４１５

１９９．４２５１０３○○暗褐色暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＩ３４１６

１９９．６９１０９○○暗褐色暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＪ３３１６

１９９．５７１１５○○暗褐色暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤｂＪ３３１６

１９９．６３１１６○○暗褐色暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＪ３４１６

１９９．２６５１３３○褐色褐色ケズリ→ナデナデ胴部深鉢２ⅤｂＪ３４１７

一括○褐色褐色ケズリ→ナデナデ胴部深鉢２ⅤｂＪ３４１７

１９９．４１１２２○褐色淡赤褐色ケズリ→ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＪ３４１８

１９９．４８１２５○褐色淡赤褐色ケズリ→ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＪ３４１８

１９９．１５１３１○褐色淡赤褐色ケズリ→ナデナデ胴部深鉢２ⅤｂＪ３４１８

１９９．６６１１０○暗褐色淡茶褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅥａＪ３３１９

１９９．１９５１３５○暗褐色淡茶褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅥａＪ３４１９

１９９．２６１３７○暗褐色淡茶褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅤｂＪ３４１９

１９９．２６１０６○暗褐色暗褐色ナデケズリ胴部深鉢２ⅥａＪ３４２０

集石内２０５．９１７６９○淡黄褐色淡紅褐色ナデ，ケズリナデ？胴部深鉢２ⅤａＥ１８２１

スス付着１９９．５６９６○○褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅤｂＩ３３２２

７０

１９９．３７５９９○○褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅥａＩ３３２２

１９９．４４５１００○○褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅤｂＪ３３２２

１９９．３１５１０２○○褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅥａＩ３４２２

１９９．２６１０４○○褐色褐色ケズリナデ胴部深鉢２ⅤｂＩ３４２２

１９８．９１５１４５○○暗赤褐色淡赤褐色ケズリヨコナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２３

１９９．０９５１５８○○暗赤褐色淡赤褐色ケズリヨコナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２３

底部１９９．３５１０５○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅤｂＪ３４２５

底部１９９．０２５１３０○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２５

底部１９９．１６５１３２○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅤｂＪ３４２５

底部１９８．９７１５１○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２５

底部１９９．１１５４○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２５

底部１９９．２２１５５○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅤａＪ３４２５

底部１９９．５４１１２○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅤｂＪ３４２５

底部１９９．９１８８○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅤｂＪ３３２５

底部１９９．２１１２８○○褐色淡赤褐色ナデナデ底部深鉢２ⅤｂＪ３４２５

スス付着１９９．４７１３○褐色ケズリナデ底部深鉢２ⅥｂＪ３３２５

スス付着１９９．４５５１１４○褐色ケズリナデ底部深鉢２ⅤｂＪ３３２５

スス付着１９９．１４５１５３○褐色ケズリナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２５

スス付着一括○褐色ケズリナデ底部深鉢２ⅥａＪ３４２５

一括○○淡赤褐色淡赤褐色ナデナデ口縁部深鉢３ⅢｂＤ８２６

７１

一括○○淡赤褐色淡赤褐色ナデナデ口縁部深鉢３ⅢｂＤ８２６

一括○○淡赤褐色淡赤褐色ナデナデ口縁部深鉢３ⅡｂＥ８２６

一括○○濃茶褐色濃茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅢｂＤ８２７

一括○○濃茶褐色濃茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅢｂＤ８２７

一括○○濃茶褐色濃茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅢａＥ８２７

一括○○濃茶褐色濃茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅡｂＥ８２７

一括○○淡赤濃茶褐色濃茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅡｂＥ８２８
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一括○淡暗茶褐色淡暗茶褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３ⅢｂＤ８２９

７１

一括○○茶褐色淡赤褐色ナデナデ胴部深鉢３ⅢａＥ８３０

一括○○茶褐色淡赤褐色ナデナデ胴部深鉢３ⅢａＥ８３０

一括○○茶褐色淡赤褐色ナデナデ胴部深鉢３ⅢｂＥ８３０

一括○淡暗茶褐色淡赤茶褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３Ｄ８３０

一括○淡暗茶褐色淡赤茶褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３ⅡｂＥ８３０

古道埋土一括○濃茶褐色茶褐色ナデナデ胴部深鉢３ＥＦ１２３２

２０７．７３２０６○○濃黄茶褐色黒褐色ナデナデ底部深鉢３ⅡｂＥ９３３

一括○○濃黄茶褐色黒褐色ナデナデ底部深鉢３ⅡｂＥ９３３

一括砂粒○褐色淡黄褐色ナデナデ底部深鉢３ⅡｂＥ９３４

一括○黒黄褐色茶褐色やや粗いナデやや粗いナデ底部Ｆ７３５

スス付着一括○淡赤褐色淡赤褐色貝殻・横貝殻・横口縁部下深鉢４表３６

７２

スス付着一括○○明褐色淡橙茶褐色貝殻条痕貝殻条痕胴部深鉢４表３７

スス付着一括○明橙褐色濃茶褐色貝殻条痕貝殻条痕胴部深鉢４表３８

一括○○暗赤褐色濃茶褐色ナデ丁寧なナデ口縁部深鉢５３９

一括○○赤褐色赤褐色？ナデ口縁部深鉢５ⅡｂＣ５４０

一括○○暗茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢５ⅡｂＣ５４１

２０８．２７２４０○○○暗茶褐色濃茶褐色ナデミガキ頸部深鉢５ⅡｂＧ７４２

２０７．９８２１２○○明黄褐色淡橙褐色ナデナデ胴部深鉢５ⅡｂＥ９４３

２０８．０４２３２○○明黄褐色淡橙褐色ナデナデ胴部深鉢５ⅡｂＥ８４３

一括○○明黄褐色淡橙褐色ナデナデ胴部深鉢５ⅡｂＥ９４３

一括○○○暗赤褐色濃茶褐色ナデミガキ胴部深鉢５ⅢｂＦ８４４

一括○○褐色暗褐色ナデナデ胴部深鉢５ⅡＫ１１４５

○赤褐色淡黄褐色ナデナデ胴部深鉢５表Ｄ７４６

一括○○濃茶褐色茶褐色ナデナデ胴部深鉢５ⅡｂＥ９４７

土坑１赤色粒○褐色褐色ナデ粗いナデ胴部深鉢５埋土Ｄ７４８

○濃茶褐色濃茶褐色ミガキミガキ胴部深鉢５Ⅱ８Ｔ４９

一括○明灰褐色淡褐色ナデナデ底部深鉢５ⅡｂＥ８５０

○茶褐色茶褐色ナデナデ底部深鉢５４Ｔ５１

２０８．０２５１６６○○灰褐色暗灰黄褐色ナデミガキ口縁部深鉢６ⅡｂＥ１１５２

７３

一括○黒褐色濃黄茶褐色ナデやや粗いナデ口縁部深鉢６ⅢｂＦ８５２

２０７．７９２７１細粒褐色淡赤褐色ナデナデ口縁部深鉢６ⅡｂＥ１０５３

一括砂粒褐色淡赤褐色ナデナデ口縁部深鉢６ⅡｂＥ９５４

２０７．８９５１６１○○灰褐色暗灰黄褐色ナデミガキ口縁部深鉢６ⅡｂＥ１１５５

２０７．８１６０○暗黄褐色暗茶褐色ミガキ丁寧なナデ口縁部深鉢６ⅡｂＥ１１５６

２０７．８２１８３微粒明黄褐色明黄褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢６ⅡｂＤ９５７

２０７．８３５１９５微粒明黄褐色明黄褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢６ⅡｂＤ９５７

２０７．６７２２３微粒明黄褐色明黄褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢６ⅡｂＤ９５７

一括微粒明黄褐色明黄褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢６ⅡｂＥ８５７

一括○○淡黄褐色淡灰褐色ナデナデ口縁部深鉢６ⅡｂＥ１２５８

一括○淡赤褐色褐色ナデナデ口縁部深鉢６ⅡＪ９５９

一括○淡黄褐色淡黄褐色ナデナデ口縁部深鉢６ⅡＫ１１６０

一括○褐色灰褐色ナデナデ胴部深鉢６ⅡｂＥ９６１

７４

２０８１６２○暗茶褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢６ⅡｂＥ１１６２

２０７．９２５１６３○暗茶褐色暗茶褐色ナデミガキ胴部深鉢６ⅡｂＥ１１６２

２０７．８２５１９１○○淡黄褐色淡黄褐色やや粗いナデやや粗いナデ胴部深鉢６ⅡｂＤ９６３

一括○○淡黄褐色淡黄褐色やや粗いナデやや粗いナデ胴部深鉢６ⅡｂＥ９６３

２０８．１７５２２６砂粒褐色明赤褐色ナデナデ胴部深鉢６ⅡｂＦ８６４

２０８．０８２２８砂粒褐色明赤褐色ナデナデ胴部深鉢６ⅡｂＥ８６４

表採○○淡黒褐色茶褐色ナデナデ頸部鉢？６６５

撹乱一括砂粒明黄褐色明黄褐色ヨコナデ粗いヨコナデ口縁部粗鉢６６６

表採黒褐色黒褐色ミガキミガキ口縁部浅鉢６６７

撹乱一括黒褐色黒褐色ミガキミガキ口縁部浅鉢６６８

撹乱一括暗黄灰褐色暗黄灰褐色ミガキミガキ胴部鉢６６９

一括砂粒○淡灰褐色淡褐色ミガキミガキ胴部浅鉢６ⅡｂＦ１０７０

２０８．２２５２４７淡黄褐色褐色ミガキミガキ胴部浅鉢６ⅡｂＦ１０７０

２０７．８８５２１１淡黄褐色褐色ミガキミガキ胴部浅鉢６ⅡｂＥ９７１

一括砂粒○○淡橙褐色淡橙褐色口縁部甕７ⅡｂＥ９７２

７９

２０８．２０５２３０○濃茶褐色黒褐色ナデナデ胴部甕８ⅡｂＥ８７３

一括○肌色肌色ハケ目ナデ胴部７ⅢｂＤ８７４

砂粒淡黄褐色淡黄褐色ケズリナデ略完形８ⅡｂＥ９７５

一括微粒肌色肌色ヨコナデ？ヨコナデ？胴部８ⅡｂＦ９７６

一括肌色肌色ろくろろくろ口縁部９Ｆ１０７７

一括黒色淡紅褐色ろくろろくろ底部９ⅡｂＥ８７８
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１９４．０９５３５細粒○褐色褐色ナデ？ナデ？口縁部深鉢１ⅤａＢ２１

８１

１９４．１６１２５細粒淡赤褐色淡赤褐色ナデナデ？口縁部深鉢１ⅥａＢ２２

砂粒橙褐色暗茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部深鉢１ⅥＪＴ３

押型文１９３．３１１６３淡暗茶褐色淡赤褐色ヨコナデナデ胴部深鉢１ⅥａＤ５４

下剥峯１９３．３８５１５８白色細粒淡赤褐色淡赤褐色ナデ胴部深鉢１５

縄文○褐色褐色ケズリ胴部深鉢１ⅥａＫＴ６

押型文１９３．４５５１７０細粒○淡暗赤褐色淡暗赤褐色なでナデ胴部深鉢１ⅥａＣ５７

中原？撹乱一括○○明褐色明褐色ナデナデ口縁部深鉢１８

８２

撹乱一括○褐色褐色ナデナデ胴部深鉢１９

１９３．４１１４２○○淡黄褐色褐色ナデナデ底部深鉢１ⅥａＣ４１０

１９３．５２５１５７○○淡黄褐色褐色ナデナデ底部深鉢１ⅥｂＣ４１０

押型文１９３．４５１６７○○暗赤褐色淡赤褐色ナデナデ胴部深鉢１ⅥａＤ５１１

表採・晩期？○暗赤褐色黒褐色ナデ胴部深鉢１１２

妙見１９３．４５１○○淡黄褐色淡黄褐色ナデ？ナデ？口縁部深鉢２ⅤａＣ２１３

妙見１９３．３７５○○淡黄褐色淡黄褐色ナデ？ナデ？口縁部深鉢２ⅥａＣ２１３

妙見１９３．７６５８○○淡黄褐色淡黄褐色ナデ？ナデ？口縁部深鉢２ⅥａＣ２１３

妙見１９２．９４１２９○○淡黄褐色淡黄褐色ナデ？ナデ？口縁部深鉢２ⅥａＤ２１３

撹乱　妙見○○淡黄褐色淡黄褐色ナデ？ナデ？口縁部深鉢２１３

妙見１９３．５１５２○○明淡黄褐色明淡黄褐色ナデナデ頸部深鉢２ⅤａＣ２１４

妙見１９３．４２４○○明淡黄褐色明淡黄褐色ナデナデ頸部深鉢２ⅥａＣ２１４

妙見○○淡茶褐色淡茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢２Ⅴ６Ｔ１５

妙見○○○淡赤褐色褐色ナデナデ口縁部深鉢２Ⅴ６Ｔ１６

妙見１９３．７９５２○○褐色褐色ナデナデ口縁部深鉢２ⅥａＣ２１７

妙見１９４．０６５５１○淡赤褐色褐色ナデナデ口縁部深鉢２ⅤａＢ２１８

妙見１９３．６７７５○褐色褐色ミガキに近いナデナデ口縁部深鉢２ⅥａＣ３１９

妙見１９４．３０５４８○○褐色褐色ヨコナデナデ口縁部深鉢２ⅤａＢ３２０

妙見１９３．５７２８○○茶褐色茶褐色ナデナデ？口縁部深鉢２ⅤａＣ２２１

妙見１９３．８５１５１○○褐色淡暗褐色ヨコナデナデ口縁部深鉢２ⅤａＣ４２２

妙見１９３．６８２○○明茶褐色明茶褐色ナデナデ口縁部深鉢２ⅤａＣ３２３

妙見１９３．６８１０１○○褐色褐色ナデナデ口縁部深鉢２ⅤａＣ４２４

妙見１９３．６３１４８○○褐色褐色ナデナデ口縁部深鉢２ⅤａＣ４２４

妙見１９３．８５５９０○○○褐色褐色ヨコナデナデ口縁部深鉢２ⅥａＢ４２５

妙見１９３．７２９４○○褐色淡暗褐色ナデナデ頸部深鉢２ⅤａＣ４２６

妙見１９３．７７５９５○○褐色淡暗褐色ナデナデ頸部深鉢２ⅤａＣ４２６

妙見１９４．２７５４９○○茶褐色茶褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＢ３２７

８３

妙見１９４．２５５５０○○茶褐色茶褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＢ３２７

妙見○○淡赤褐色淡赤褐色ヨコナデナデ胴部深鉢２Ⅴ６Ｔ２８

妙見１９４．１３１３７○明茶褐色暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＢ２２９

妙見１９３．８９８５○○淡赤褐色淡暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＣ３３０

妙見１９３．５５５１０４○○淡赤褐色淡暗褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＣ４３０

撹乱　妙見一括○淡赤褐色褐色ナデナデ？胴部深鉢２３１

妙見１９３．４９１３４○○淡暗赤褐色暗黒茶褐色ヨコナデヨコナデ頸部深鉢２ⅥｂＣ２３２

妙見１９４．２５８６○○明茶褐色明茶褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＢ３３３

妙見１９３．４１２９○茶褐色淡茶褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅥａＣ２３４

妙見１９３．６２７９○○○茶褐色茶褐色ナデナデ胴部深鉢２ⅤａＣ３３５

撹乱　妙見一括チャート○○明茶褐色褐色ヨコナデナデ胴部深鉢２３６

妙見１９３．４６１８９砂粒○○茶褐色淡暗茶褐色ヨコナデナデ胴部深鉢２ⅥｂＣ２３７

妙見一括○○○褐色褐色ヨコナデナデ胴部深鉢２３８

妙見○明淡茶褐色明淡茶褐色ケズリナデ底部深鉢２Ⅴ６Ｔ３９

妙見細粒○明淡赤褐色明淡赤褐色粗いナデ粗いナデ底部深鉢２Ⅴ６Ｔ４０

妙見１９３．６２５１５４○褐色褐色ナデ？ナデ？底部深鉢２ⅤａＣ４４１

砂粒明赤褐色明赤褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢２ⅥａＣ２４２

平栫１９３．５５３０○淡暗茶褐色淡赤褐色丁寧なナデ丁寧なナデ口縁部深鉢３ⅥａＣ２４３

８４

平栫１９３．６６８３○淡暗茶褐色淡赤褐色丁寧なナデ丁寧なナデ口縁部深鉢３ⅤａＣ２４３

平栫１９３．７３１７６○○褐色明褐色丁寧なヨコナデ丁寧なヨコナデ口縁部深鉢３ⅥａＢ４４４

平栫１９４．１１５１３６○○濃茶褐色褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅥａＢ２４５

平栫１９４．０１５９細粒淡赤褐色淡黒茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅤａＣ２４６

平栫１９４．２１４６○褐色淡暗茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅥａＢ２４７



－１６６－

���������������

備考
標高

（ｍ）
取上
番号

胎土色調調整
部位器種分類層位出土区

遺物
番号

挿図
番号 その他小礫ウンモカクセン石長石石英内面外面内面外面

平栫１９３．６７５１９○淡茶褐色褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３ⅤａＣ２４８

８４

平栫１９４．１１１１○○淡赤褐色淡赤褐色ヨコナデヨコナデ口縁部下深鉢３ⅤａＣ２４９

平栫１９３．８２５１０微粒明褐色明褐色丁寧なヨコナデ丁寧なヨコナデ頸部深鉢３ⅤａＣ２５０

平栫？１９４．２２８９砂粒明褐色淡明茶褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅤａＢ３５１

平栫１９３．９１７４○○茶褐色濃茶褐色ケズリに近いナデナデ胴部深鉢３ⅤａＣ３５２

平栫１９３．５７５２０明淡赤褐色明淡赤褐色ヨコナデナデ胴部深鉢３ⅤａＣ２５３

平栫？１９４．２２８８○淡橙褐色淡橙褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅥａＢ３５４

平栫１９４．３１５４２砂粒暗褐色褐色丁寧なナデ丁寧なナデ胴部深鉢３ⅥａＢ２５５

縄文１９３．２８５６１淡茶褐色褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅤａＣ３５６

縄文１９３．３９６２淡茶褐色褐色ヨコナデヨコナデ口縁部深鉢３ⅤａＣ３５６

縄文１９３．５３６３○○淡茶褐色褐色ケズリに近いナデケズリに近いナデ胴部深鉢３ⅤａＣ３５７

平栫６○淡橙褐色淡橙褐色ナデナデ底部深鉢３ⅥａＣ２５８

平栫１９４．２３４１○淡橙褐色淡橙褐色ナデナデ底部深鉢３ⅤａＢ２５８

縄文１９３．７９１４９○淡黒黄茶褐色淡黒黄茶褐色ナデナデ頸部深鉢３ⅤａＣ４５９

縄文１９３．５７６８細粒淡暗茶褐色淡暗茶褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３ⅤａＣ３６０

縄文１９３．７７７６細粒茶褐色濃茶褐色ヨコナデ丁寧なヨコナデ胴部深鉢３ⅥａＣ３６１

縄文１９３．７２３２細粒淡暗茶褐色淡暗茶褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３ⅥａＣ２６２

縄文１９４．４７５６５細粒淡暗茶褐色淡暗茶褐色ケズリに近いナデヨコナデ胴部深鉢３ⅤａＣ３６３

平栫　撹乱○暗茶褐色茶褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３６４

縄文１９３．４８６７細粒暗褐色暗褐色ヨコナデヨコナデ胴部深鉢３ⅤａＣ３６５

表採砂礫明黄灰褐色明黄灰褐色ケズリヨコナデ胴部粗鉢４６６

表採○淡暗茶褐色淡褐色丁寧なナデ組織痕胴部粗鉢４６７

表採○褐色褐色丁寧なナデ口縁部深鉢４６８

表採灰色灰色ろくろろくろ口縁部碗５６９８５

����������������

備　考標高
（ｍ）

取上
番号

重量
�

最厚
�

最幅
�

最長
�

石材器種層位出土区遺物
番号

挿図
番号

原村Ⅱ１９３．４７８０．６６０．３１．８１．７チャート石鏃ⅤａＤ３Ｓ１

８６

原村Ⅰ一括０．９０．３５１．６２．１頁岩石鏃撹乱Ｓ２
原村Ⅱ１９３．５７７１１．５０１．２２．９３．３頁岩石鏃未製品ⅥａＣ３Ｓ３
原村Ⅱ一括１．７７０．６１．８２．４安山岩異形石器撹乱ＢＣ２３Ｓ４
原村Ⅱ一括６５．４１１．６２．８９．５ホルンフェルス磨製石斧撹乱ＢＣ２３Ｓ５
原村Ⅱ８５．５４１．４４．８９．８ホルンフェルス打製石斧表採Ｓ６
原村Ⅱ１１７．３５１．５７．７１０．０ホルンフェルス打製石斧表採Ｓ７
原村Ⅰ１９９．４２０５１１５．５２．６５．３６．3砂岩磨石ⅡｂＥ９Ｓ８
原村Ⅱ１９３．６８０７２０．００６．１８．８１０．１砂岩磨石ⅥａＣ３Ｓ９
原村Ⅱ１９３．９３３４０７．００５．８６．５８．０安山岩磨石ⅥａＣ２Ｓ１０
原村Ⅱ１９３．６１２０３７９５．００６．５１７．２２４．０砂岩石皿ⅥａＣ２Ｓ１１

８７ 原村Ⅰ１９９．３８１０８１７３８．００５．４１７．９１２．２安山岩石皿ⅥａＪ３３Ｓ１２
原村Ⅱ１９３．３２４１８１０．００８．３３２．７４５．３砂岩石皿ⅥａＣ２Ｓ１３
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